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着物ウィークイン萩

手前みそですが・・・.高知県室戸市
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何
年
か
前
か
ら
、
「
萩
の
伝
統
的
な
町
並
み
は
、
で
き

る
だ
け
和
服
を
着
て
歩
と
う
」
と
い
う
静
か
な
市
民
運

動
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
乗
っ
た
の
が
行
政
。
昨
年
か
ら

「
着
物
ウ
ィ
ー
ク
イ
ン
萩
」
と
銘
打
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
始
し
た
。

誰
に
で
も
着
物
を
無
料
で
貸
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

草
履
や
下
駄
も
。
着
付
け
も
無
料
で
。
そ
し
て
着
物
姿

で
歩
け
ば
、
歴
史
的
な
町
並
み
の
百
々
で
は
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
夕
暮
れ
に
は
竹
灯
龍
に
一

斉
に
火
が
点
さ
れ
、
幻
想
的
な
風
景
を
楽
し
め
ま
す

と
い
っ
た
具
合
。

表
紙
の
女
性
五
人
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
聴
い

て
山
口
市
か
ら
来
た
と
い
う
。
和
服
姿
の
そ
ぞ
ろ
歩
き

に
満
足
そ
う
だ
つ
た
。

萩
は
観
光
の
町
と
し
て
有
名
だ
が
、
武
家
屋
敷
、
城

祉
、
松
下
村
塾
:
・
と
、
ど
う
も
音
の
白
黒
写
真
の
方
が

似
合
う
よ
う
芯
風
景
ば
か
り
だ
が
、
こ
の
九
月
下
旬
は

彩
。
鮮
や
か
な
一
週
間
だ
っ
た
。

-
文
H
室
谷
克
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・
力
メ
ラ
H
小
形
又
男
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萩市には十二も漁港がある。海辺の民宿では旨い刺身を食べうれる

(料理民宿嫁な喜荘で)
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今
年
の
夏
は
暑
い
毎
日
が
続
き
、
宇
都
宮
で
も
八
月
に
は
猛
暑
日
が
六

日
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
も
の
な
の
か
ど

う
か
は
別
に
し
て
も
、
環
境
対
策
が
急
務
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い

と
思
い
ま
す
。

わ
が
国
は
京
都
議
定
書
で、

二
O
二

一年
に
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
基
準
年
に
対
し
て
森
林
の
吸
収
量
な
ど
も
含
め
六
%
削
減
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

O
五
年
に
は
七
・
八
%
増
加
し
て
お
り
、
特
に
家

庭
部
門
で
は
約
四
O
%
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

住
宅
施
策
に
つ
い
て
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
良
質
な
住
宅
・
住
環
境

の
確
保
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
的
確
な
対
応
、
耐
震
化
の
促
進
な
ど
も
重

要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
環
境
対
策
を
抜
き
に
は
語
れ
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
県
で
は
、

O
七
年
二
月
に
策
定
し
た
栃
木
県
住
生
活
基
本
計
画
で
、

一
定
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
講
じ
た
住
宅
の
比
率
を
、

一
五
年
に
は
四

O
%
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
窓
に
は
二
重
ガ
ラ
ス
サ
ッ

シ
を
使
用
し
、
太
陽
熱
利
用
の
パ
ッ
シ
ブ
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
や
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
取
り
入
れ
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
を
普
及
す
る
こ

と
が
何
よ
り
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
な
ど
に
対
し
、
地
域
住
宅
交
付
金
を
活
用
し
た
補
助
制
度
や
県
単
独
の

融
資
制
度
に
よ
り
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の
普
及
促

進
に
は
、
さ
ら
な
る
行
政
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
太
陽
熱
↓
温

水
↓
風
呂
↓
ト
イ
レ
、
太
陽
熱
↓
冷
・
暖
房
と
い
う
よ
う
な
総
合
的
な

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
に
つ
い
て
の
技
術
革
新
や
設
備
の
低
廉
化
へ
の
よ
り

積
極
的
な
対
応
な
ど
民
間
の
役
割
に
も
大
い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
実
現
に
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
も

い
う
べ
き
人
材
の
確
保
が
必
要
で
す
。
国
に
は
、
そ
う
い
っ
た
人
材
の
育

， 
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成
に
力
を
入
れ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
年
度
の
概
算
要

求
に
盛
り
込
ま
れ
た
超
長
期
住
宅
(
二
百
年
住
宅
)
と
同
様
の
手
法
で
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の
普
及
を
図
る
の
も
有
効
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の
普
及
に
加
え
て
、
環
境
と
共
生
す
る
取

り
組
み
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
県
内
二
カ
所
で
環
境
共
生
住
宅
市
街
地

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
太
陽
光
を
利
用
し
た

街
路
灯
の
設
置
や
透
水
性
の
舗
装
、
緑
化
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
環
境

へ
の
負
荷
を
低
減
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
住
宅
団
地
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
団
地
住
民
の
環
境
に
対
す
る
意
識
は
、
他
の
地
区
と
比

べ
る
と
か
な
り
高
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
は
、
県
民
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
意
識
改
革

が
不
可
欠
で
す
。
県
と
し
て
も
引
き
続
き
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
講

習
会
や
住
宅
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
な
ど
に
よ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要

性
を
広
く
発
信
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
本
県
で
は
来
年
度
か
ら
「
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税
」

を
導
入
し
ま
す
。
森
林
は
豊
か
な
水
や
空
気
を
育
み
、
土
砂
災
害
を
防
止

す
る
と
と
も
に
温
暖
化
を
防
止
す
る
な
ど
多
面
的
な
機
能
を
有
し
て
い
ま

す
。
そ
の
森
林
が
、
木
材
の
価
格
が
低
迷
し
、
林
業
従
事
者
が
高
齢
化
す

る
中
で
、
適
切
な
管
理
が
な
さ
れ
ず
、
荒
廃
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
税
に
よ
り
荒
廃
し
た
奥
山
林
や
里
山
林
を
再
生
し
、
森
林
の
機

能
を
取
り
戻
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
県
産
材
の
需
要
を
拡
大
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

県
と
し
て
も
「
県
産
材
活
用
木
造
住
宅
建
設
促
進
事
業
」
な
ど
に
よ
り
、

木
造
住
宅
が
環
境
や
人
に
や
さ
し
い
優
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的

に
P
R
し
、
木
造
住
宅
の
振
興
に
も
努
め
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
県
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、
全
国
の
皆
様
が
住
ん
で

み
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
元
気
で
活
力
あ
る
「
と
ち
ぎ
づ
く
り
」
、
環
境

と
共
生
す
る
安
全
で
安
心
な
豊
住
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

、順

，. 

・.

、

. 姐政$ω2007・11月号

-e 

3砂

. 

• 



こ
れ
か
ら
の
住
政
策

『
安
全
』

l' 

で

戦
後
の
焦
土
の
中
、
住
宅
政
策
に
は
何
よ
り
も
「
量
」
が
求
め
ら
れ
た
。
が
「
量
」
の
充
足
に
併
せ
る
か
の
よ

う
に
、
大
き
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
の
が
少
子
高
齢
化
社
会
や
環
境
問
題
へ
の
対
応
だ
。
こ
れ
か
ら
の
住

宅
政
策
は
、
ど
ん
な
考
え
方
に
基
づ
く
べ
き
か
。
国
の
対
応
を
国
土
突
通
省
住
宅
局
長
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

住
宅
の
「
量
」
か
ら
住
生
活
の
「
質
」
ヘ

わ
が
国
の
住
宅
政
策
は
、
住
宅
金
融
公
庫
(
現
・
働
住

宅
金
融
支
援
機
構
)
、
公
営
住
宅
、
日
本
住
宅
公
団

(
現
・
州
都
市
再
生
機
構
)
な
ど
に
よ
る
住
宅
及
び
住
宅

資
金
の
直
接
供
給
の
た
め
の
政
策
手
法
を
柱
と
し
て
、
八

次
に
わ
た
る
住
宅
建
設
五
カ
年
計
画
の
下
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
な
が
ら
住
宅
の
「
量
」
の
確
保
を
図
る
こ
と

を
通
じ
て
、
深
刻
な
住
宅
不
足
の
解
消
や
居
住
水
準
の
向

上
な
ど
に

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
や
環
境
問
題
の

深
刻
化
に
伴
う
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る

中
、
わ
が
国
の
住
生
活
の
現
状
は
、
住
宅
の
「
量
」
に
つ
い

て
は
充
足
す
る

一
方
、
住
宅
と
居
住
環
境
の
「
質
」
に
つ
い

て
は
未
だ
十
分
な
水
準
に
な
い
。
成
熟
国
家
に
ふ
さ
わ
し

い
豊
か
な
住
生
活
が
実
感
で
き
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

安
全
や
健
康
な
ど
へ
の
取
り
組
み
も
引
き
続
き
重
要
だ
。

ま
た
、
住
宅
困
窮
者
が
多
様
化
す
る
中
で
、
住
生
活
の

分
野
で
も
憲
法
第
二
十
五
条
の
趣
旨
が
具
体
化
さ
れ
る
よ

う
、
公
平
か
つ
的
確
な
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
確
保

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

従
来
の
「
住
宅
の
量
の
確
保
」
を
図
る
政
策
か
ら
、
居

住
環
境
を
含
め
た
「
住
生
活
全
般
の
質
の
向
上
」
を
図
る

政
策
へ
の
本
格
的
な
転
換
を
図
る
た
め
、
住
宅
及
び
住
宅

資
金
の
直
接
供
給
の
た
め
の
政
策
手
法
(
公
庫
、
公
営
、

公
団
)
に
つ
い
て
抜
本
的
な
改
革
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
総
仕
上
げ
と
し
て
二
O
O
六
年
六
月
、
「
住
生
活

基
本
法
」
を
制
定
し
、
現
在
及
び
将
来
に
お
け
る
国
民
の

豊
か
な
住
生
活
の
実
現
に
向
け
た
道
筋
を
示
す
に
至
っ

た
。
同
法
は
、
住
生
活
の
安
定
の
確
保
・
向
上
の
促
進
に
関

す
る
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
の
基
本
理
念
を
定
め
る
と

と
も
に
、
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
、
施
策
の
総
合
的
か
っ

計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
計
画
を
、
国
と

都
道
府
県
が
そ
れ
ぞ
れ
策
定
す
る
こ
と
を
骨
格
と
す
る
。
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• 和
泉
洋
人

国
土
交
通
省
住
宅
局
長

同
年
九
月
、
「
住
生
活
基
本
法
」
に
掲
げ
ら
れ
た
基
本

理
念
を
具
体
化
し
、
こ
れ
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
今
後

十
年
間
の
目
標
や
基
本
的
な
施
策
等
を
定
め
た
「
住
生
活

基
本
計
画
(
全
国
計
画
)
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
国
民
の
住
生
活
の
質
の
向
上
に
関
す

る
具
体
的
な
目
標
と
し
て
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
新
耐
震
基

準
適
合
率
を
O
三
年
度
の
七
五
%
か
ら
、

一
五
年
度
に
は

九
O
%
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど
、
十
三
の
成
果
指
標

を
掲
げ
て
い
る
。
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
予
算
・
税
制

や
立
法
措
置
な
ど
様
々
な
施
策
ツ
l
ル
を
活
用
し
て
総
合

的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

「
都
道
府
県
計
画
」
は
、
全
国
計
画
に
即
し
て
各
都
道

府
県
の
創
意
工
夫
に
よ
り
策
定
さ
れ
て
い
る
。

2
0
0
年
住
宅
に
陶
け
て

今
後
の
住
宅
政
策
は
、
「
住
生
活
基
本
法
」
に
定
め
ら

れ
た
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
ま
た
住
生
活
基
本
計
画
に

掲
げ
た
目
標
の
実
現
に
向
け
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
質
の
向

上
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
適
切
に
維
持
管
理
さ
れ
た
既

存
住
宅
が
市
場
で
も
適
正
に
評
価
さ
れ
、
円
滑
に
流
通
す



る
た
め
の
環
境
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

併
せ
て
、
既
存
の
公
的
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
最
大
限

に
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
が
必
要
と
す
る
住
宅
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
の
効
率
的
か
つ
的
確
な
確
保
を
図
る
こ
と
が
必

住生活基本法と住生活基本計画

これからの住政策特集

図1

-住宅ストックの量の充足
・本格的な少子高齢化と人口・世帯減少

社会経済情勢の著しい変化

など

国民の豊かな住生活の実現を図るため、住生活の安定の確保及び向上の促進に関する施策

について、基本理念、国等の責務、住生活基本計画の策定などを定める。

(基本理念)・現在及び将来の住生活の基盤となる良質な住宅の供給など
-住民が誇りと愛着を持つことのできる良好な居住環境の形成
・民間活力、既存スト ックを活用する市場の整備と消費者利益の擁護及び増進
・低額所得者、高齢者、子育て家庭等の居住の安定の確保

要
だ
。

で
「
ゆ
と
り
」

ま
た
、
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
し
つ
つ
、
安
全
・
安
心

の
あ
る
国
民
生
活
を
実
現
す
る
た
め
、
住

(
構
造
躯
体
)
に
つ
い
て
は

宅
に
関
し
て
、

ス
ケ
ル
ト
ン

.10年間(2006年度"'15年度)の目標、基本的な施策などを定める
-住宅の位置付けを明記 I 住宅は、人生の大半を過ごす欠くことのできない生活の基盤であり、...(中略)一
都市や街並みの重要な構成要素であり、安全、環境、福祉、文化といった地域の生活環境に大きな影響を及ぼ

すという意味で社会的性格を有するものである。このように、住宅は、個人の私的生活の場であるだけでなく、豊

かな地域社会を形成する上で重要な要素であり、(以下略)J 
-基本的な方針として「ストック重視の施策展開Jを記載
ものを作って、きちんと手入れして、長く大切に使うj社会へと移行

. r住生活の質の向上Jに関するアウトカム目標を設定(例)
! 基礎的安全性 |住宅の新耐震基準適合率 [75%(2003創刊的(2015年)] 11 

l 地球環境対策 |住宅の省エネルギ一対策率(二重サッシ等使用率) [18%(2003年)判0%(2015年UJI

ff主宅を作っては療すJ社会から「いい

既存住宅の流通シェア [13%(2003年)=争23%(2015年)]

住宅の利活用期間(滅失住宅の築後平均年数) [約30年(2003年)=争約40年(2015年)] 
循環型市場形成

住生活基本計画の「成果指標J図2

耐
久
性
・
耐
震
性
が
、
イ
ン
フ
ィ
ル
(
内
装
・
設
備
)
に

つ
い
て
は
可
変
性
が
そ
れ
ぞ
れ
確
保
さ
れ
、
維
持
管
理
が

容
易
で
、
か
つ
超
長
期
に
わ
た
っ
て
循
環
利
用
で
き
る
質

の
高
い
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を

姐通諺ω2007・11月号3 



特集これからの住政策

社
会
全
体
の
資
産
と
し
て
承
継
し
て
い
く
こ
と
が
重
点
と

な
る
。
今
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
改
革
の
基

本
方
針
。
七
」
に
も
、
「
住
宅
の
長
寿
命
化
(
二
百
年
住

宅
)
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
」
こ
と
が
盛
り
込
ま

れ
た
。今後
は
、

①
高
耐
久
性
、
高
耐
震
性
、
維
持
管
理
の
容

易
性
な
ど
超
長
期
住
宅
と
し
て
の
基
本
性
能
を
備
え
、
住

宅
を
長
期
に
わ
た
っ
て
維
持
管
理

・
流
通
す
る
た
め
の
提

案
に
対
す
る
助
成
制
度
で
あ
る
超
長
期
住
宅
先
導
的
モ
デ

ル
事
業
の
創
設
②
新
築
、
改
修
、
修
繕
、
点
検
時
な
ど
に
、

設
計
図
書
や
施
工
内
容
の
情
報
が
確
実
に
蓄
積
さ
れ
、
い

つ
で
も
活
用
で
き
る
「
住
宅
履
歴
書
」
の
整
備
③
超
長
期

住
宅
に
係
る
償
還
期
間
の
上
限
を
延
長
す
る
な
ど
、
超
長

期
住
宅
に
対
応
し
た
住
宅
ロ

l
ン
の
開
発
ー
ー
な
ど
の
施

策
を
推
進
し
て
い
く
(
グ
ラ
ビ
ア
ベ

l
ジ
参
照
)
。

確
認
検
査
制
度
を
厳
格
化

O
五
年
十

一
月
に
発
覚
し
た
い
わ
ゆ
る
構
造
計
算
書
偽

装
問
題
で
は
、
姉
歯
元
建
築
士
が
関
わ
っ
た
複
数
の
マ
ン

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
構
造
計
算
書
が
偽
装
さ
れ
、
耐
震
基

準
を
大
き
く
下
回
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

偽
装
対
象
と
な
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
居
住
者
の
安
全
確

保
と
居
住
の
安
定
を
図
る
た
め
、
建
替
え
や
耐
震
補
強
に

向
け
た
迅
速
な
支
援
・
対
応
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
う

し
た
問
題
の
再
発
を
防
止
し
、
建
築
行
政
を
含
む
建
築
界

全
体
の
信
頼
回
復
を
図
る
た
め
、
建
築
確
認
・
検
査
制
度

や
建
築
士
制
度
の
見
直
し
が
急
務
と
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
建
築
分
科
会
基
本

制
度
部
会
を
は
じ
め
各
般
の
議
論
を
踏
ま
え
、
建
築
確

認
・
検
査
の
厳
格
化
、
指
定
確
認
検
査
機
関
の
業
務
の
適

正
化
、
建
築
士
に
対
す
る
罰
則
の
大
幅
な
強
化
を
内
容
と

す
る
「
建
築
物
の
安
全
性
の
確
保
を
図
る
た
め
の
建
築
基

準
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
を

O
六
年
通
常
国
会

で
制
定
し
た
。

続
い
て
、
建
築
士
の
資
質
・
能
力
の
向
上
や
、

一
定
の

建
築
物
に
係
る
構
造
設
計

一
級
建
築
士
に
よ
る
構
造
設
計

の
法
適
合
チ
ェ
ッ
ク
の
義
務
付
け
、

一
定
の
建
築
物
の
設

計
等
に
係
る

一
括
再
委
託
の
禁
止
等
を
内
容
と
す
る
「
建

築
士
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
を
O
六
年
臨
時
国

会
で
制
定
し
た
。
着
実
な
施
行
に
注
力
し
た
い
。

買
い
手
保
護
を
万
全
に

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
(
二
0
0

0
年
施
行
)
に
よ
り
、
新
築
住
宅
の
売
り
主
な
ど
に
は
、

構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
と
雨
水
の
浸
入
を
防
止
す
る
部

分
に
つ
い
て
、
十
年
間
の
暇
抗
担
保
責
任
(
特
定
住
宅
暇

庇
担
保
責
任
)
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
業

者
が
倒
産
し
た
場
合
な
ど
、
暇
抗
担
保
責
任
を
履
行
で
き

な
い
場
合
、
住
宅
の
所
有
者
は
極
め
て
不
安
定
な
状
態
に

置
か
れ
る
。

こ
の
た
め
、

O
七
年
通
常
国
会
で
「
特
定
住
宅
暇
杭
担

保
責
任
の
履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
し
、

新
築
住
宅
を
供
給
す
る
建
設
業
者
と
宅
地
建
物
取
引
業
者

(
売
り
主
等
)
に
対
す
る
暇
抗
担
保
責
任
の
履
行
の
た
め

の
資
力
確
保
措
置
の
義
務
付
け
を
定
め
た
。

売
り
主
等
に
義
務
付
け
ら
れ
る
の
は
、
特
定
住
宅
椴
抗

担
保
責
任
の
履
行
の
確
保
を
図
る
た
め
、
供
託
か
保
険
の

い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
資
力
確
保
措
置
だ
。

保
険
制
度
は
、
新
築
住
宅
の
売
り
主
が
、
暇
庇
担
保
責

4 

任
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
に
、
国
土
交
通
大
臣
が
新
た

に
指
定
す
る
保
険
法
人
と
の
問
で
保
険
契
約
を
締
結
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
売
り
主
の
損
害
の
填
補
に
加
え
て
、

売
り
主
の
倒
産
な
ど
の
場
合
に
は
、
買
い
主
に
損
害
が
直

接
填
補
さ
れ
る
。
な
お
、
保
険
契
約
を
締
結
し
た
戸
数
に

つ
い
て
は
、
供
託
の
算
定
戸
数
か
ら
除
か
れ
る
。

ま
た
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
故
意
・
重
過
失
に
起

因
す
る
暇
抗
で
も
、
売
り
主
の
倒
産
な
ど
の
場
合
は
、
買

い
主
に
対
し
て
、
保
険
金
を
支
払
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

保
険
法
人
の
指
定
及
び
紛
争
処
理
に
つ
い
て
は
、
法
律

の
公
布
か
ら

一
年
以
内
、
資
力
確
保
措
置
の
義
務
付
け
に

つ
い
て
は
、
法
律
公
布
の
日
か
ら
二
年
六
カ
月
以
内
に
施

行
す
る
。

2007・11月号極通審ω

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
の
活
用
を

O
七
年
通
常
国
会
で
は
、
高
齢
者
、
子
育
て
世
帯
な
ど

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
促
進
を

図
る
た
め
、
国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
基
本
方
針
の
策
定
や

地
域
住
宅
計
画
へ
の
内
容
の
充
実
な
ど
関
連
施
策
を
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
枠
組
み
を
構
築
す
る

こ
と
を
内
容
と
す
る
「
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃

貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
、
い
わ
ゆ
る

「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
」
が
成
立
し
た
。

こ
の
法
律
の
成
立
に
よ
り
、
公
営
住
宅
の
み
な
ら
ず
地

域
優
良
賃
貸
住
宅
も
含
め
て
、
各
種
施
策
が
各
地
域
で
効

果
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
や
子
育
て
世

帯
な
ど
住
宅
の
確
保
に
特
に
配
慮
が
必
要
な
人
々
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
、
地
域
に
即
し
た
重
層
的
か
つ
柔

軟
な
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。



これからの住政策特集

こ
ん
な
に
あ
る
公
営
住
宅
の
活
用
法

低
額
所
得
者
の
居
住
の
安
定
の
確
保
に
つ
い
て
中
核
的

な
役
割
を
担
っ
て
き
た
公
営
住
宅
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ

い
て
は
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
よ
り
公
営
住
宅
へ
の
応
募
倍
率
が
上
昇
傾
向

に
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
公
営
住
宅
に
収
入
超
過
者
が

一
定
割
合
居
住
す
る
な
ど
諜
題
が
存
在
す
る
。

O
六
年
度
か
ら
は
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
に
対
す
る
入

居
制
限
を
行
わ
な
い
民
間
賃
貸
住
宅
を
登
録
し
情
報
の
提

供
や
居
住
支
援
を
行
う
「
あ
ん
し
ん
賃
貸
支
援
事
業
」
を

創
設
し
た
。

ま
た

O
七
年
度
か
ら
は
、
公
営
住
宅
を
補
完
す
る
公
的

賃
貸
住
宅
制
度
(
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
・
高
齢
者
向
け
優

良
賃
貸
住
宅
)
を
再
編
し
、
子
育
て
世
帯
な
ど
居
住
の
安

定
に
特
に
配
慮
が
必
要
な
世
帯
に
施
策
対
象
を
重
点
化

し
、
整
備
費
助
成
と
家
賃
低
廉
化
助
成
を
通
じ
て
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
良
質
な
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
促
進
す
る
地

域
優
良
賃
貸
住
宅
制
度
を
創
設
し
た
。
さ
ら
に
民
間
賃
貸

住
宅
へ
の
円
滑
な
入
居
を
支
援
す
る

一
環
と
し
て
「
家
賃

債
務
保
証
制
度
」
も
拡
充
し
た
。

公
営
住
宅
の
基
本
的
な
役
割
は
低
所
得
者
に
対
す
る
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
だ
が
、
公
営
住
宅
は
こ
の

基
本
的
な
役
割
の
み
な
ら
ず
、
以
下
に
掲
げ
る
よ
う
な

様
々
な
行
政
課
題
の
解
決
に
も
貢
献
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
行
政
コ
ス
ト
の
低
減
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

マ
在
宅
医
療
・
在
宅
介
護
に
対
応
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー

住
宅
の
供
給
を
通
じ
、
高
齢
者
の
自
立
的
活
動
を
支

え
、
介
護
に
係
る
行
政
コ
ス
ト
と
高
齢
者
の
自
己
負

担
を
低
減
。
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
を
公

営
住
宅
の
建
て
替
え
と
併
せ
て
整
備
す
る
こ
と
で
、

福
祉
コ
ス
ト
を
低
減
。

マ
良
好
な
住
宅
と
保
育
所
な
ど
の
子
育
て
支
援
施
設
を

併
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
環
境
を
向
上
。

マ
新
婚
生
活
に
相
応
し
い
住
宅
や
、
農
山
村
暮
ら
し
を

満
喫
で
き
る
木
造
住
宅
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

過
疎
化
対
策
を
推
進
。

マ
中
心
市
街
地
の
借
り
上
げ
式
の
公
営
住
宅
の
整
備
に

よ
り
、
地
主
の
土
地
活
用
を
促
し
、
に
ぎ
わ
い
を
醸

成。

マ
地
域
材
を
活
用
し
た
木
造
公
営
住
宅
の
整
備
を
通
じ

た
地
域
振
興
や
、
企
業
誘
致
に
必
要
な
従
業
員
家
族

が
快
適
に
生
活
で
き
る
住
宅
を
確
保
。

マ
避
難
所
や
応
急
仮
設
住
宅
で
の
長
期
間
の
生
活
が
困

難
な
被
災
者
な
ど
の
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を

提
供
。

グ
ル
ー
プ
ホ
l
ム
の
活
用
も
可

高
齢
社
会
で
は
住
宅
施
策
と
福
祉
施
策
と
が
相
互
に
密

接
に
連
携
し
て
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
関
係
者
に
よ
る

施
策
連
携
に
向
け
た
不
断
の
取
り
組
み
が
重
要
だ
。

高
齢
単
身
世
帯
や
高
齢
夫
婦
世
帯
の
増
加
に
伴
い
、
日

常
の
生
活
相
談
へ
の
対
応
、
安
否
確
認
、
緊
急
時
の
対
応
、

関
係
機
関
と
の
連
絡
な
ど
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
・
必
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
的
確
に
提
供
す
る
た
め
、
高

齢
者
世
帯
が
居
住
す
る
住
戸
に
係
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
設
置
、
福
祉
部
局
と
の
連
携
に
よ
る
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
齢
福
祉
施
設
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
急

激
な
高
齢
化
の
進
展
、
高
齢
者
に
対
す
る
医
療

・
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
の
在
り
方
の
施
設
型
か
ら
在
宅
型
へ
の
移

行
を
背
景
と
し
て
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
既
成
市
街
地

内
に
高
齢
福
祉
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
が
急
務
だ
。

こ
の
よ
う
な
ニ

l
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
既
存
公
共
賃

貸
住
宅
団
地
の
空
き
地
や
空
き
施
設
を
活
用
し
て
福
祉
施

設
の
立
地
を
誘
導
す
る
と
と
も
に
、
建
替
事
業
の
実
施
に

当
た
っ
て
福
祉
施
設
を
併
設
・
合
築
す
る
こ
と
で
、
周
辺

地
域
に
居
住
す
る
高
齢
者
の
利
用
に
も
配
慮
し
た
高
齢
福

祉
施
設
の
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
高
齢
期
の
多
様
な
居
住
形
態
の
ニ

l
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
公
共
賃
貸
住
宅
の
目
的
外
使
用
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
ホ

l
ム
事
業
へ
の
活
用
、
高
齢
者
の
緩
や
か
な
共

同
生
活
を
可
能
と
す
る
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
住
宅
な
ど
の
整

備
、
優
先
入
居
や
特
定
入
居
の
活
用
に
よ
る
高
齢
世
帯
と

子
世
帯
と
の
近
居
の
実
現
、
地
域
住
民
ら
で
構
成
さ
れ
る

N
P
O
な
ど
に
よ
る
生
活
支
援
活
動
や
見
守
り
活
動
へ
の

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

「
温
暖
化
防
止
」
と
い
う
重
い
課
題

地
球
環
境
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
環
境
問
題
が

深
刻
化
し
て
い
る
今
、
住
宅
分
野
で
も
省
エ
ネ
性
能
の
向

上
を
核
と
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
、
省
資
源

・
廃
棄
物
抑

制
に
資
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
や
長
寿
命
化
な
ど
の
対

策
、
健
康
を
守
る
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
や
、
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
な
ど
環
境
へ
の
配
慮
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
わ
が
国
は
京
都
議

定
書
に
基
づ
き
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

一一

一年
に

姐00ω2007・11月号5 
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は
一
九
九

0
年
度
の
六
%
減
と
す
る
こ
と
を
公
約
し
て
い

る
。
こ
れ
は
住
宅
を
含
む
建
築
分
野
に
関
連
が
深
い
こ
と

だ
。
C
0
2排
出
量
の
約
三
割
を
占
め
る
民
生
部
門
(
家

庭
部
門
・
業
務
そ
の
他
部
門
)
の
排
出
量
が
依
然
と
し
て

増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
だ
。

こ
れ
ま
で
国
土
交
通
省
は
、

一
九
七
九
年
の
省
エ
ネ
法

の
制
定
以
来
、
建
築
主
の
努
力
義
務
と
融
資
優
遇
な
ど
の

支
援
を
基
本
と
し
た
省
エ
ネ
対
策
を
推
進
し
て
き
た
。
ま

た
、
省
エ
ネ
法
の
改
正
に
よ
り
、

O
三
年
に
は
大
規
模
な

建
築
物
(
非
住
宅
)
へ
の
省
エ
ネ
措
置
の
届
出
の
義
務
付

け、

O
六
年
に
は
届
出
義
務
付
け
の
対
象
に
大
規
模
住
宅

を
追
加
し
た
。

さ
ら
に
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
の
証
券
化
ロ

l
ン
の
枠

組
み
を
活
用
し
た
省
エ
ネ
性
能
に
優
れ
た
住
宅
の
整
備
の

誘
導
、
総
合
的
な
環
境
性
能
評
価
手
法

(
C
A
S
B
E
E
)

の
開
発
・
普
及
、
住
宅
性
能
表
示
制
度
の
普
及
推
進
、
先

導
的
技
術
開
発
の
支
援
に
よ
り
、
省
エ
ネ
対
策
を
進
め
て

い
る
。

「
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
」
を
見
据
え
れ
ば
、
長
期
的
な

視
点
で
の
取
り
組
み
が
必
要
だ
。
省
エ
ネ
措
置
の

一
層
の

強
化
の
た
め
、
よ
り
実
効
的
な
規
制
・
誘
導
方
策
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
省
エ
ネ
改
修
促
進
、

市
場
で
の
高
い
省
エ
ネ
性
能
の
住
宅
・
建
築
物
の
選
択
を

促
す
省
エ
ネ
性
能
の
評
価
・
表
示
シ
ス
テ
ム
の
充
実
、
建

物
本
体
と
各
種
建
築
設
備
を
総
合
化
し
た
省
エ
ネ
評
価
手

法
の
開
発
と
い
っ
た
課
題
に
対
応
し
て
い
く
。

「
ま
ち
な
か
」
整
備
の
必
要
性

今
後
、
わ
が
国
が
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
の
到
来
を

迎
え
る
中
で
、
高
齢
者
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
に
と
っ
て

暮
ら
し
ゃ
す
い
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
様
々
な
機
能
が
コ
ン

パ
ク
ト
に
集
積
し
た
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
従
来
の
中
心
市
街
地
活
性
化
法
は
、
商
業
振

興
策
が
中
心
で
あ
り
、
中
心
市
街
地
を
「
生
活
空
間
」
と

し
て
再
生
す
る
措
置
が
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
市
町
村
が

策
定
し
た
基
本
計
画
の
内
容
を
評
価
し
、
意
欲
的
な
取
り

組
み
を
国
が
集
中
的
に
支
援
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
。

こ
の
た
め
O
六
年
通
常
国
会
で
、
中
心
市
街
地
活
性
化

法
を
改
正
し
、
内
閣
に
中
心
市
街
地
活
性
化
本
部
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
が
作
成
す
る
基
本
計
画
の
内
閣

総
理
大
臣
に
よ
る
認
定
制
度
を
創
設
、
様
々
な
支
援
策
を

重
点
的
に
講
じ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

認
定
を
受
け
た
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
事
業

に
対
す
る
支
援
措
置
と
し
て
、
中
心
市
街
地
共
同
住
宅
供

給
事
業
を
創
設
し
た
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ま
ち
な
か

居
住
」
の
促
進
に
向
け
、
中
心
市
街
地
共
同
住
宅
供
給
事

業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
、

事
業
の
実
施
に
関
す
る

計
画
を
作
成
し
市
町
村
長
の
認
定
を
受
け
た
場
合
、
国
は

事
業
者
に
補
助
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
補
助
で
き
る

と
い
う
内
容
だ
。

さ
ら
に
認
定
を
受
け
た
基
本
計
画
の
区
域
内
で
は
「
ま

ち
な
か
居
住
再
生
フ
ァ
ン
ド
」
の
活
用
に
よ
り
、
中
心
市

街
地
で
行
わ
れ
る
民
間
の
多
様
な
住
宅
な
ど
の
整
備
事
業

に
対
し
て
、
出
資
を
行
い
、
金
融
機
関
か
ら
の
資
金
調
達

の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

同
法
施
行
後
、
市
町
村
か
ら
基
本
計
画
の
認
定
申
請
が

な
さ
れ
、

O
七
年
二
月
に
富
山
市
、
青
森
市
が
、
五
月
に

岩
手
県
久
慈
市
な
ど
十

一
市
が
、
八
月
に
帯
広
市
な
ど
五

6 

市
の
基
本
計
画
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
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ニュ
l
タ
ウ
ン
の
再
生
、
続
々
と

一
九
六

0
年
代
前
半
か
ら
大
都
市
の
郊
外
に
開
発
さ
れ

た
多
く
の
計
画
開
発
住
宅
市
街
地
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ュ

l
タ

ウ
ン
は
、
そ
の
多
く
が
居
住
者
の
高
齢
化
、
施
設
の
老
朽

化
、
土
地
利
用
の
ニ

l
ズ
と
の
講
離
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
オ

ー
ル
ド
タ
ウ
ン
化
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
つ
つ
、
今
後
も
引
き
続
き
ニ

ュ
l
タ
ウ
ン
を
良
好
な
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
有
効
に
活
用
す

る
た
め
の
固
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
た
め
、

O

五
年
に
学
識
経
験
者
ら
に
よ
る
「
計
画
開
発
住
宅
市
街
地

の
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
て

O
五
年
十

一
月
に
、
提
言

「
計
画
開
発
住
宅
市
街
地
の
再

生
に
向
け
て
」
を
ま
と
め
た
。

こ
の
提
言
で
は
、
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
再
生
に
向
け
て
以

下
の
事
項
に
取
り
組
む
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

マ
都
市
基
盤
や
住
宅
等
の
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し

つ
つ
、
現
在
の
ニ

l
ズ
に
合
わ
せ
る
よ
う
、
改
修
、

建
替
え
、
用
途
の
転
換
を
実
施
す
る
。

マ

ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
に
構
築
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

力
を
積
極
的
に
活
か
し
、
地
域
の
維
持
・
管
理
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
を
育
成
す
る
。

マ
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
多
様
な
世

帯
・
世
代
が
交
流
し
、
豊
か
な
自
然
及
び
多
様
な

都
市
機
能
を
享
受
で
き
る
魅
力
的
な
地
域
と
し
て

再
生
す
る
。

マ
地
域
活
性
化
と
豊
か
な
環
境
を
両
立
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
住
民
と
地
方
公

岨~ω
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共
団
体
、
公
的
住
宅
事
業
主
体
が
協
働
し
、
住
民

が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
す
る
。

こ
の
提
言
を
受
け
、

O
七
年
度
に

一
定
の
要
件
を
満
た

す
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
に
対
し
て
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
地
区
な
ど

の
再
生
を
機
動
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
住
宅
市
街
地
総

合
整
備
事
業
(
拠
点
開
発
型
)
の
重
点
整
備
地
区
の
面
積

要
件
を
緩
和
し
た
。

ま
た
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
を
「
ま

ち
な
か
」
居
住
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
対
象
地
域
に
追
加
し
、

住
宅
な
ど
の
整
備
に
対
し
て
出
資
す
る
こ
と
に
よ
り
住
環

境
改
善
の
民
間
で
の
動
き
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。

さ
ら
に
、
現
在
の
状
況
に
適
合
し
た
都
市
計
画
の
変
更

も
始
ま
っ
て
い
る
。
多
摩
市
諏
訪
団
地
で
は
、

一
団
地
の

住
宅
建
設
に
よ
り
建
物
用
途
、
容
積
・
建
蔽
率
が
厳
密
に

規
制
さ
れ
、
土
地
利
用
転
換
や
建
物
更
新
の
足
棚
と
な
っ

て
い
た
。
そ
こ
で

O
三
年
か
ら
東
京
都
、
多
摩
市
、
都
市

再
生
機
構
、
東
京
都
住
宅
公
社
に
よ
る
連
絡
会
が
設
置
さ

れ
検
討
、
地
権
者
・
住
民
へ
の
説
明
を
継
続
的
に
行
っ
た

結
果
、

O
六
年
十
二
月
に

一
団
地
の
住
宅
施
設
を
変
更
し

て
新
た
な
地
区
計
画
を
決
定
し
て
い
る
。

Q
O
L
の
向
上
の
た
め
に

本
格
的
な
少
子
・
高
齢
社
会
、
人
口
・
世
帯
減
少
社
会

の
到
来
、
環
境
制
約
の

一
層
の
高
ま
り
、
国
民
の
居
住
ニ

ー
ズ
の
多
様
化
・

高
度
化
な
ど
の
課
題
に
対
応
し
て
、
国

民
が
真
に
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
国
民

一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
り
元
気
で
活
動

的
に
生
活
で
き
る
社
会
、
よ
り
健
康
を
増
進
さ
せ
る
よ
う

な
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
高
い
住
宅
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
人
生
の
大
半
を
過
ご
す
生
活
基
盤
で

あ
る
住
宅
で
、
家
族
と
暮
ら
し
、
人
を
育
て
、
憩
い
、
安

ら
ぐ
こ
と
の
で
き
る
空
間
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
住
宅

や
地
域
の
健
康
環
境
品
質
を
向
上
し
、
生
涯
健
康
・
生
涯

現
役
を
実
現
す
る
た
め
の
新
た
な
住
宅
環
境
や
コ
ミ
ユ
ニ

| 信長増進住宅の要素技術の開発 | 

健康維持増進住宅の要素(考えられる例}
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冷暖房・浴室

-床暖房、放射冷房

.超薄型断然

・浴室システム

テ
ィ
の
在
り
方
を
総
合
的
に
研
究
す
る
た
め
、
建
築
学
、

環
境
学
、
医
学
、
生
理
学
、
化
学
な
ど
の
垣
根
を
越
え
て
、

関
連
す
る
産
・

学

・
官
の
協
力
体
制
の
下
に
、
「
健
康
維

持
増
進
住
宅
研
究
委
員
会
」
を
設
置
し

O
七
年
七
月
か
ら

活
動
を
開
始
し
て
い
る
。

こ
の
研
究
委
で
は
、
今
後
の
住
宅

産
業
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
達
成
を

視
野
に
入
れ
つ
つ
、
市
場
改
革
・

学

術
改
革
・
政
策
改
革
を
目
指
し
、

Q

O
L
米
の
向
上
に
よ
る
肉
体
・
精
神
及

び
社
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

健
康
負
荷
削
減
、
健
康
増
進
、
設

計
、
健
康
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
の
四

部
会
を
設
け
て
、
既
往
の
研
究
成
果

を
収
集
し
、
そ
の
科
学
的
根
拠

(
エ

ビ
デ
ン
ス
)
を
検
証
し
な
が
ら
、
研

究
の
方
向
性
を
決
定
し
、

O
九
年
度

末
に
成
果
を
得
る
段
取
り
だ
。

住
宅
政
策
を
取
り
巻
く
諸
条
件
の

変
化
と
国
民
各
層
の
住
宅
へ
の
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
官
民

が
そ
の
力
を
最
大
限
に
発
櫛
し
て
課

題
の
解
決
に
向
け
活
動
を
展
開
で
き

る
よ
う
、
住
宅
政
策
の
諸
分
野
に
お

け
る
各
施
策
に
つ
い
て
も
、
不
断
の

点
検
と
見
直
し
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。

皆
様
の
忌
憾
の
な
い
ご
意
見
、
ご

提
言
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

• 
空気環境

-木材の健康増進効果

.清浄空気装置

-自然換気システム

熱環境の問題

-室内温度差や室内

外温度差によるヒ

ートショック

• -浴室や脱衣室の不適正な温

度

生活

.""ット

・介護、医療

快眠・食

・室内環境と錘眠

.園祭

家庭内に

おける

不慮の事故
• 

空気環境の問題

• 
-化学物質汚染

・生物汚染

-ハウスダスト

による汚染

.窒素酸化物

による汚染

• 湿気の問題

・過乾燥

.高温度

・結露

富

子供
・健やかに育つ子供

.子供の学習環境

... 
その他

-高層居住による問題

.音環境や娠動の問題

.電磁波の問題

※QOL=Quality of Life 
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特

こ
れ
か
ら
の
住
政
策

集

歩
い

τ
S
せ
る

富
山
市
(
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
)

【
ま
ち
恕
か
】

の
復
活
ヘ

郊
外
に
広
が
っ
た
住
宅
地
か
ら
市
民
は
マ
イ
カ
ー
を
利
用
し
て
・
:
米
国
の
市
民
生
活
を
思
わ
す
よ
う
な
風
景
を

理
想
視
す
る
時
代
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
生
活
文
化
は
思
わ
ぬ
弱
み
を
抱
え
て
い
た
。
い
ま
富
山
市
が
、

そ
の
克
服
を
目
指
し
て
走
り
出
し
て
い
る
。

(
市
街
地
拡
大
の
弊
害
も
極
に

富
山
市
は
神
秘
の
海
と
さ
れ
る
富
山
湾
や
、

立
山
の
眺

望
な
ど
、
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
都
市
だ
。
し

か
し
そ
の

一
方
で
、
市
街
地
だ
け
で
な
く
周
辺
部
も
平
坦

な
地
形
が
多
い
こ
と
、
持
ち
家
志
向
や
自
動
車
依
存
が
高

い
こ
と
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
戦
後

一
貫
し
て
活
発
な
郊

外
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
市
街
地
は
拡
大
し
続
け
、
今
で
は
市
街
地

の
人
口
密
度
が
県
庁
所
在
地
の
中
で
は
最
下
位
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
薄
く
広
が
っ
た
市
街
地
を
持
ち
、

全

国
で
も
有
数
の
車
に
特
化
し
た
ま
ち
で
あ
る
本
市
は
、
以

下
に
述
べ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
。①

車
を
自
由
に
使
え
な
い
市
民
に
と
っ
て
は
、
極
め
て

生
活
し
づ
ら
い
ま
ち
H
道
路
網
が
整
備
さ
れ
、

車
を
運
転

で
き
る
人
に
と
っ
て
は
住
み
や
す
い
ま
ち
だ
が
、
そ
う
で

な
い
人
に
と
っ
て
は
、
家
の
近
く
で
日
用
品
を
買
う
こ
と

さ
え
で
き
な
い
な
ど
、
住
み
づ
ら
い
ま
ち
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
高
齢
化
が
進
む
と
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
交
通
弱

者
が
増
、
え
る
。

②
割
高
な
都
市
の
維
持
費
、
行
政
運
営
費
を
抱
え
る
ま

ち
H
こ
の
ま
ま
薄
く
広
く
市
街
地
が
拡
大
し
続
け
る
と
、

道
路
の
清
掃
や
補
修
、
除
雪
、
上
下
水
道
の
管
理
な
ど
都

市
の
維
持
費
が
さ
ら
に
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。

③
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
に
よ
る
都
市
全
体
の
活
力
の

低
下
と
魅
力
の
喪
失
H
人
や
情
報
、
そ
し
て
文
化
な
ど
の

集
積
に
よ
り
、

生
み
出
さ
れ
て
き
た
都
市
の
魅
力
や
活
力

が
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
と
と
も
に
低
下
し
、
同
時
に

都
市
の
顔
や
独
自
性
が
喪
失
し
た
ま
ち
に
な
る
と
予
想
さ

れ
る
。

富
山
市
は
以
上
の
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
上
で

の
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
近
年
、
特
に
都
市
機

能
の
郊
外
移
転
や
人
口
の
郊
外
転
出
に
伴
い
、
中
心
市
街

地
の
空
洞
化
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
ピ
ー
ク
時

(
一
九

六
三
年
)
に
は
約
五
万
二
千
人
だ
っ
た
中
心
市
街
地
の
居

住
人
口
が
、

二
O
O四
年
に
は
約
二
万
四
千
人
と
、
約
二

万
八
千
人
の
減
少
と
な
り
、
同
時
に
少
子
・

高
齢
化
も
進

8 2007・11月号

富
山
市
都
市
整
備
部
都
市
再
生
総
室
都
市
再
生
整
備
課

i出通事⑭

ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
市
街
地
に
は
青
空
駐
車
場
や
空

き
地
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
日
用
品
庖
の
撤
退
、
購
買

力
低
下
に
よ
る
商
業
の
不
振
、
防
犯
面
で
の
不
安
や
小
学

校
の
統
廃
合
な
ど
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
魅
力
の
喪
失
と
人
口
減

少
と
い
う
悪
循
環
も
生
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

(
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
ヘ

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て
、

富
山
市
で
は
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
方
針
と
し
て
「
公
共
交
通
の
活
性
化
に
よ
る
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
れ
は
今
後
の
少
子
高
齢
社
会
に
備
え
、
鉄
軌
道
を
は

じ
め
と
す
る
公
共
交
通
機
関
を
活
性
化
さ
せ
、
そ
の
沿
線

に
居
住
、
商
業
、

業
務
、
文
化
等
の
都
市
機
能
を
集
積
さ

せ
る
こ
と
で
、
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
拠
点
集
中
型
の
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
だ
。

富
山
型
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
特
徴
は
、
中
心

部
か
ら
都
心
部
(
イ
ン
ナ
l
)
、
居
住
エ
リ
ア
(
ミ
ッ
ド
)
、

開
発
抑
制
(
ア
ウ
タ

l
)
と
い
っ
た
同
心
円
の
都
市
構
造

を
基
本
と
す
る
の
で
は
な
く
、
徒
歩
圏
と
公
共
交
通
を
都

市
の
骨
格
と
し
た
ク
ラ
ス
タ

1
型
の
都
市
構
造
を
目
指
し

て
い
る
点
に
あ
る

(グ
ラ
ビ
ア

頁
の
図
参
照
)
。

つ
ま
り
、
生
活
者
の
視
点
を
第

一
に
、
自
動
車
に
依
存



これからの住政策特集

し
な
く
て
も
日
常
生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
生
活
環
境
の
形
成
だ
。

こ
う
し
た
公
共
交
通
を
活
か
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
へ

向
け
て
、
富
山
市
は
「
富
山
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
ま
ず
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
、
「
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進
」
を
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

一
つ
と
し
て
位
置
付
け
た
。

O
四
年
度
に
は
、
ま
ち
な
か
居
住
に
向
け
た
新
た
な
住

宅
政
策
の
展
開
を
検
討
す
る
場
と
し
て
「
ま
ち
な
か
居
住

推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、
「
富
山
市
ま
ち
な
か
居
住
推

進
計
画
」
を
策
定
し
た
。

ま
ち
な
か
居
住
推
進
計
画
は
、
長
期
的
な
ま
ち
な
か
居

住
に
つ
い
て
の
方
向
性
を
配
慮
し
つ
つ
、
計
画
期
間
を
十

年
(
た
だ
し
概
ね
五
年
後
に
見
直
し
予
定
)
と
し
て
い
る
。

ま
た
住
宅
供
給
量
の
目
標
と

し
て
は
、

O
四
年
現
在
五
十
六

人
/
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
定
住
人
口

密
度
を
、

一
四
年
ま
で
に
全
国

の
D
I
D
地
区
(
人
口
集
中
地

区
)
の
平
均
で
あ
る
六
十
五

人
/

ヘ
ク
タ
ー
ル
(
ま
ち
な
か

人
口
約
二
万
八
千
人
)
程
度
ま

で
増
や
し
、
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、

O
五
年
か
ら

一

四
年
ま
で
の
十
年
間
で
約
七
千

人
、
合
計
約
三
千
戸
の
住
宅
供

給
を
目
標
に
、
共
同
住
宅
の
建

設
や
住
宅
取
得
の
促
進
を
積
極

的
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

(
ま
ち
な
か
居
住
に
手
厚
い
補
助

「富
山
市
ま
ち
な
か
居
住
推
進
事
業
」
は

O
五
年
七
月

一
日
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
事
業
の
内
容

は
、
ま
ち
な
か
の
面
積
四
百
三
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
「
都

心
地
区
」
(
左
の
地
図
参
照
)
を
補
助
対
象
区
域
と
定
め
、

市
民
向
け
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
事
業
者
向
け
の
支
援
や

計
画
策
定
に
対
す
る
支
援
も
実
施
し
て
い
る
。

市
民
向
け
の
支
援
は
次
の
通
り
だ

①
ま
ち
な
か
住
宅
取
得
支
援
事
業
H

ま
ち
な
か
で

一
定

水
準
以
上
の

二
戸
建
て
住
宅
を
建
設
又
は
購
入
す
る
人
、

一
定
水
準
以
上
の
分
譲
住
宅
を
取
得
す
る
人
を
対
象
に
補

助
。
補
助
額
は
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
額
の
三
%
(
限
度

額
五
十
万
円
)
。

111111都心地区(43611.)

中心ゾーン

指定なL

Eコ 居住環壇協調 I
高さ23m程度 (おおむね7盤以下)

居住環噴協調E
高さ13m程度 {おおむね4階臥下}

②
ま
ち
な
か
住
宅
家
賃
助
成
事
業
H

都
心
地
区
外
か

ら
、
地
区
内
の
賃
貸
住
宅
へ
転
居
さ
れ
た
人
を
対
象
に
補

助
。
補
助
額
は
、
家
賃
か
ら
住
宅
手
当
を
引
い
た
金
額

(
限
度
額

一
万
円
/
月
)
を
補
助
。
ま
ち
な
か
で
の
居
住

を
始
め
た
日
か
ら
三
年
間
が
対
象
期
間
。

ま
た
事
業
者
向
け
の
支
援
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。

①
富
山
市
ま
ち
な
か
共
同
住
宅
建
設
促
進
事
業
H
ま
ち

な
か
で
共
同
住
宅
を
建
設
す
る
事
業
者
に
補
助
。
補
助
額

は、

一
戸
当
た
り
百
万
円
(
限
度
額
五
千
万
円
)

②
富
山
市
ま
ち
な
か
優
良
賃
貸
住
宅
補
助
事
業
H
国
の

制
度
で
あ
る
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
に
上
乗
せ
補
助
。
補
助

額
は
、

二
戸
当
た
り
上
乗
せ
五
十
万
円
(
補
助
限
度
額
五

千
万
円
)
。

③
富
山
市
ま
ち
な
か
住
宅
転
用
支
援
事
業
H
遊
休
化
し

た
業
務
や
商
業
ピ
ル
な
ど
を
改
修
し
て
、
ま
ち
な
か
住

宅
・
居
住
環
境
指
針
に
適
合
す
る
共
同
住
宅
に
転
用
す
る

事
業
者
へ
の
補
助
。
補
助
額
は

二
戸
当
た
り
百
万
円
(
補

助
限
度
額
五
千
万
円
)

地域優良賃貸住宅 (建設費上乗せ補助事例)

組aω2007・11月号9 



特集これからの住政策

④
富
山
市
ま
ち
な
か
住
宅
併
設
庖
舗
等
整
備
支
援
事

業
H
共
同
住
宅
を
建
設
す
る
際
に
、
低
層
階
に
庖
舗
、
医

療
、
福
祉
施
設
な
ど
を
併
設
し
て
建
設
す
る
事
業
者
へ
補

助
。
補
助
額
は
二
万
円
/
平
方
メ
ー
ト
ル
(
支
援
対
象
面

積
上
限
は
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
)
。

前
記
の
他
に
①
デ
ィ
ス
ポ
l
ザ
l
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム

整
備
支
援
事
業
と
②
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
支
援
事
業
が

あ
る
。

①
は
、
ま
ち
な
か
居
住
推
進
事
業
の
事
業
計
画
の
認
定

を
受
け
て
整
備
さ
れ
る

一
戸
建
て
住
宅
や
共
同
住
宅
で
、

デ
ィ
ス
ポ
l
ザ
l
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場
合

に
五
万
円
/
戸
(
限
度
額
二
百
五
十
万
円
)
を
補
助
す
る
。

②
は
、
ま
ち
な
か
居
住
の
普
及
に
関
す
る
計
画
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
派
遣
、
計
画
策
定
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
補

助
す
る
こ
と
で
地
元
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り

の
計
画
を
策
定
で
き
る
よ
う
に
支
援
。
補
助
額
は
百
万
円

(
限
度
額
は
五
年
間
累
計
/
件
)
。

(
良
好
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
た
め
に

ま
た
、
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進
に
向
け
て
、
住

宅
の
規
模
や
性
能
、
居
住
環
境
に
つ
い
て
定
め
た

「
住
宅
・
居
住
環
境
に
関
す
る
指
針
」
を
設
定
し

て
い
る
。
こ
れ
は
市
民
や
事
業
者
と
共
有
で
き
る

将
来
の
ま
ち
な
か
像
、
ま
ち
な
か
で
の
暮
ら
し
を

支
え
る
た
め
の
住
宅
供
給
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

を
明
ら
か
に
し
、
併
せ
て
良
好
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク

を
形
成
す
る
た
め
だ
。

例
え
ば
、
事
業
者
が
前
述
の
「
共
同
住
宅
建
設

促
進
事
業
」
の
支
援
を
受
け
る
場
合
、
建
物
の
形

態
や
色
彩
、
素
材
と
い
っ
た
景
観
に
関
す
る
も
の

や
敷
地
内
緑
化
、
公
開
空
地
、
駐
車
場
の
確
保
な
ど
、
指

針
に
定
め
ら
れ
た
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
ま

た
市
民
向
け
の
住
宅
取
得
支
援
を
受
け
る
場
合
も
、
こ
の

指
針
の

一
部
に
適
合
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

建
物
の
高
さ
に
つ
い
て
も
、
都
心
地
区
を
①
中
心
ゾ
ー

ン
は
高
さ
指
定
な
し
②
居
住
環
境
協
調
ゾ

l
ン
I
は
概
ね

七
階
以
下
と
す
る
③
居
住
環
境
協
調
ゾ
l
ン
E
は
概
ね
四

階
以
下
と
す
る
ー
ー
の
三
区
分
を
設
定
し
て
い
る
(
前
ベ

l
ジ
の
地
図
参
照
)
。
共
同
住
宅
建
設
や
分
譲
型
マ
ン
シ

ョ
ン
の
取
得
の
補
助
を
受
け
る
際
に
は
、
こ
ち
ら
の
基
準

に
適
合
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

(
ω
5
印
歳
代
が
中
心

O
五
年
七
月
の
施
行
か
ら
二
年
が
経
過
し
た

O
七
年
八

月
末
現
在
、
補
助
交
付
申
請
戸
数
の
実
績
は
全
戸
数
で
百

六
十
五
戸
(
左
表
を
参
照
)
。
そ
の
う
ち
、
市
民
向
け
の

「
ま
ち
な
か
住
宅
取
得
支
援
事
業
」
が
七
十
八
戸
(
一
戸

建
住
宅
二
十
七
戸
、
分
譲
型
住
宅
五
十

二
戸
)
と
最
も
活

用
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
「
ま
ち
な
か
住
宅
家
賃
助
成
事

事業 事業 繍助 4高助

事業名
計画 計画 交付 交付

認定 認定 申請 申請
件数 戸数 件数 戸数

共同住宅建設促進事業 2件 17戸 1件 4戸

高齢者

優良賃貸 向け優良 1件 35戸 1件 35戸

住宅補助 賃貸住宅

事業 特定優良
賃貸住宅

住宅転用支援事業

併設庖舗等
整備支嬢事業

一戸建て
42i'牛 42戸 27件 27戸住宅取得 住宅

支援事業
分譲型(市民向け) 51件 51戸
住宅

家賃助成事業 48件 48戸

ディスポーザー排水処理
1件 13戸

システム整備支径事業

まちづくり計画

策定支媛事業

合 言十 46i'牛 107戸 128件 165戸

10 

業」

の
四
十
八
戸。

市
民
向
け
の
支
援
事
業
が
よ
く
活
用
さ
れ
て
い
る
要
因

と
し
て
は
、
補
助
要
件
が
「
延
べ
床
面
積
」
や
「
緑
化
面

積
」
な
ど
へ
の
適
合
の
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
不
動
産
業
者
な
ど
が
支
援
内
容
を
購
入
者

や
入
居
者
へ
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
こ
と
で
、
市

民
へ
支
援
事
業
が
浸
透
し
た
こ
と
も
要
因
と
思
わ
れ
る
。

「
ま
ち
な
か
住
宅
取
得
支
援
事
業
」
の
利
用
者
の
四
割

弱
が
三
十
歳
代
で
あ
り
、

三
十
1
五
十
歳
代
が
全
体
の
九

割
を
占
め
て
い
る
。

利
用
者
の
前
住
地
を
見
て
み
る
と
、
七
割
弱
が
都
心
地

区
外
か
ら
の
転
入
で
、
特
に
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
取
得
は

そ
の
傾
向
が
強
い
。

一
戸
建
て
住
宅
の
取
得
支
援
の
利
用
状
況
を
見
て
み
る

と
、
地
価
水
準
や
住
宅
立
地
と
し
て
の
適
地
性
を
背
景
と

し
て
、
都
心
地
区
の
外
縁
部
に
集
中
し
て
い
る
。

一
方
、
事
業
者
向
け
の
支
援
事
業
は
利
用
件
数
が
少
な

い
。
都
心
地
区
内
に
生
活
に
必
要
な
生
鮮
産
品
の
庖
舗
が

少
な
い
こ
と
や
、
青
空
駐
車
場
や
空
き
地
が
虫
食
い
状
に

散
在
す
る
こ
と
で
、
共
同
住
宅
の
建
設
に
適
し
た
敷
地
が

少
な
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
既
存
の
事
務
所
な
ど
を
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
す
る

「
ま
ち
な
か
住
宅
転
用
支
援
事
業
」
も
、
既
存
の
建
物
を

活
用
す
る
た
め
、
ま
ち
な
か
住
宅
・
居
住
環
境
指
針
に
掲

げ
る
空
き
地
の
確
保
要
件
へ
の
適
合
が
難
し
く
、
ま
だ
実

績
は
上
が
っ
て
い
な
い
。

(

m
何
年
ぶ
り
に
風
向
き
が
変
わ
っ
た

2007・11月号地域@

富
山
市
の
「
ま
ち
な
か
居
住
推
進
事
業
」
は
「
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
た
先
行
プ
ロ
ジ
ェ



これからの住政策特集

ク
ト
と
し
て
、
徐
々
に
で
は
あ
れ
効
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
る
。

都
心
地
区
の
人
口
は
O
六
年
度
に
は
四
十
三
年
ぶ
り
に
わ

ず
か
だ
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。
基
準
地
価
も
中
心
市
街
地

で
は
下
落
幅
が
縮
小
し
た
り
、
上
昇
し
た
り
す
る
地
点
も

見
ら
れ
始
め
た
。

現
在
、
都
心
地
区
内
で
は
複
数
棟
の
共
同
住
宅
建
設
も

進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

一
方
的
な
郊
外
へ
向
け
た
開

発
の
流
れ
が
、
都
心
地
区
へ
も
向
け
ら
れ
始
め
た
と
感
じ

て
い
る
。
ま
た
O
七
年
九
月
に
は
、
中
心
市
街
地
に
市
街

地
再
開
発
事
業
に
よ
る
百
貨
庖
を
核
と
し
た
複
合
商
業
施

設
「
総
曲
輪
フ
ェ
リ
オ
」
や
、
ガ
レ
リ
ア
(
大
屋
根
)
を

設
け
た
全
天
候
型
屋
外
広
場
「
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
」
が
完

成
し
た
。

さ
ら
に

一
四
年
の
北
陸
新
幹
線
開
業
に
合
わ
せ
よ
う

と、

J
R
富
山
駅
周
辺
の
整
備
事
業
や
富
山
城
祉
公
園
の

再
整
備
事
業
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
ま
ち
の
賑
わ
い
の
創
出

に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

他
方
、
公
共
交
通
機
関
の
活
性
化
と
し
て
は
、

J
R
富

山
港
線
を
路
面
電
車
化
さ
せ
た

「富
山
ラ
イ
ト
レ

l
ル
」

が
O
六
年
四
月
に
開
業
し
、
多
く
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
O
九
年
は
中
心
商
業
地
区
の
ア
ク
セ
ス
強
化
を
的

と
し
た
市
内
電
車
の
環
状
化
も
予
定
し
て
い
る
。

(
「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
に
向
け
て

以
上
の
よ
う
に
富
山
市
は
、
都
心
地
区
の
住
宅
建
設
費

や
購
入
費
、
家
賃
へ
の
助
成
な
ど
に
よ
っ
て
、
ま
ち
な
か

居
住
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
魅
力

的
な
中
心
市
街
地
の
形
成
に
向
け
た
市
街
地
再
開
発
事
業

総曲輪フ工 リオ

の
推
進
や
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
市

内
電
車
や
パ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
活
性
化
な
ど
、

居
住
推
進
地
区
へ
の
人
口
流
入
促
進
と
ま
ち
づ
く
り
と
の

戦
略
的
・
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
る
。

そ
う
し
た
中
で
O
七
年
十
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
「
都

心
地
区
」
を
対
象
と
し
た

「ま
ち
な
か
居
住
推
進
事
業
」

に
続
き
、
新
た
に
「
公
共
交
通
沿
線
居
住
推
進
事
業
」
を

実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
は
公
共
交
通
沿
線
の
居
住
を
推
進
す
る
た
め
、
都

心
地
区
以
外
で
公
共
交
通
の
利
便
性
の
高
い
地
域

(グ
ラ

ビ
ア

頁
の

図

参

照
)
を
対
象
に
、
住
宅
の
建
設
や
取

得
を
支
援
す
る
も
の
で
、
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
拠
点
集

中
型
の

「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指

し
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

グランドプラザ (内観)

2007・11月号 描~ω

富山ライ トレール

1 1 



特

こ
れ
か
ら
の
住
政
策

集

き
め
細
か
い

福
井
市
(
ま
ち
な
か
居
住
)

2 

地
方
都
市
で
は
「
衰
退
一
方
の
中
心
市
街
地
」
が
常
識
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
中
、
ま
ち
な
か
へ
の
動
き
が
活

発
に
な
っ
て
い
る
の
が
福
井
市
だ
。
行
政
は
、
ど
ん
な
施
策
を
推
進
し
た
の
か
。

(
広
い
戸
建
て
求
め
る
福
井
人

ま
ち
び
と
万
来
日
う
ら
ら
ま
ち
ん
な
か
住
ん
で
み
ね

の
日
「
ウ
ラ
ラ
」
と
は
、
「
わ
た
し
た
ち
」
を
意
味
す
る

福
井
の
方
言
だ
。
皆
で
街
な
か
居
住
を
し
よ
う
!
と
呼

び
掛
け
、
福
井
市
で
の
都
心
居
住
推
進
事
業
と
し
て
、

二

O
O
四
年
五
月
に
「
ウ
ラ
ラ
ま
ち
ん
な
か
住
ま
い
事
業
」

は
創
設
さ
れ
た
。

福
井
市
の
中
心
部
は
、
室
町
時
代
に
は
「
北
の
庄
」
と

呼
ば
れ
、
柴
田
勝
家
の
築
城
が
街
づ
く
り
の
始
ま
り
と
い

わ
れ
る
。
徳
川
家
康
の
天
下
平
定
後
は
、
そ
の
二
男
、
結

城
秀
康
が
六
十
八
万
石
の
藩
主
と
な
っ
た
。

一
九
四
五
年
七
月
の
空
襲
、
四
八
年
六
月
の
福
井
大
震

災
と
再
度
に
わ
た
り
全
市
が
壊
滅
し
、
致
命
的
な
打
撃
を

受
け
た
。
さ
ら
に
水
害
、
風
害
と
幾
多
の
災
難
に
見
舞
わ

れ
た
が
、
そ
の
度
に
市
街
地
の
整
備
開
発
が
進
め
ら
れ
、

市
民
の
不
屈
の
復
興
へ
の
意
欲
に
よ
り
、
こ
れ
を
乗
り
越

え
、
今
日
の

『不
死
鳥
の
ま
ち
福
井
」
を
築
き
上
げ
た
。

一
方
、
近
隣
に
は
足
羽
山
の
愛
宕
坂
を
は
じ
め
、
柴
田

神
社
な
ど
歴
史
資
源
が
集
積
し
、
ま
た
、
足
羽
川
が
流
れ

る
な
ど
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

福
井
は
「
健
康
長
寿
福
井
」
と
い
う
よ
う
に
平
均
寿
命

が
男
女
と
も
高
い
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
米
や
越
前
ガ
ニ
を
代
表

に
食
べ
物
も
お
い
し
く
、
お
い
し
い
水
が
あ
る
。
ま
た
、

昔
な
が
ら
の
三
世
代
同
居
家
族
が
多
く
、
女
性
が
子
育
て

し
な
が
ら
働
け
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
な
ど
の
要
因
で
共

働
き
率
が
高
い
。
住
宅
を
見
る
と
、
持
ち
家
率
が
高
く
、

住
宅
面
積
は
広
く
、
戸
建
て
志
向
が
強
い
の
が
特
徴
と
い

え
る
。(

都
市
間
競
争
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く

福
井
市
の
中
心
市
街
地
は
、
古
く
か
ら
商
業
、
業
務
な

ど
様
々
な
機
能
が
集
ま
り
、
人
々
の
生
活
や
娯
楽
、
交
流

の
場
と
し
て
、
ま
た
長
い
歴
史
の
中
で
独
自
の
文
化
や
伝

統
を
育
む
な
ど
、
政
治
や
経
済
、
文
化
の
中
心
と
な
り
、

地
域
発
展
の
核
と
し
て
、
ま
た
「
県
都
の
顔
」
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
は
モ

l
タ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
の
進
展
や
大

型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
公
共
公
益
施
設
な
ど
の

郊
外
立
地
が
進
む
中
で
、
商
業
や
産
業
の
空
洞
化
が
進
み
、

さ
ら
に
は
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
が
追
い
討
ち
を
か
け
、

中
心
市
街
地
の
中
心
性
が
弱
ま
っ
て
、
「
ま
ち
」
と
い
う

12 2007・11月号

福
井
市
建
設
部
建
築
事
務
所
住
宅
政
策
課

技師

・

吉
村
充
史

接記踏⑩

も
の
の
活
力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

都
市
問
競
争
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
福
井
の
ま
ち
づ
く

り
に
は
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
転
換
や
効
率
的
な
都
市

づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
考
え
の
下
、
福
井
市
の
都
心
居
住
は
三
の

丸
地
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業
か
ら
始
ま
っ
た
。
八
六
年

に
準
備
組
合
を
設
立
、
九

一
年
に
事
業
計
画
認
可
。
そ
し

て
二
O
O
一
年
に
権
利
変
換
計
画
認
可
を
経
て

O
三
年、

第

一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
り
、
土
地
の
合
理
的
か

っ
健
全
な
高
度
利
用
を
図
り
、
新
し
い
都
市
型
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
設
備
を
備
え
た
「
三
の
丸
ビ
ル
」
と
し
て
生

ま
れ
変
っ
た
。

病
院
、
福
祉
施
設
、
商
業
施
設
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が

一
体

化
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
再
開
発
ビ
ル
で
あ
り
、
都
市
人
口
の

増
加
と
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
た
点
が
評
価
さ
れ
、
国
土

交
通
大
臣
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

(ω
年
度
か
ら
ウ
ラ
ラ
が
始
ま
る

三
の
丸
地
区
の
再
開
発
、
福
井
駅
周
辺
の
連
続
立
体
化

交
差
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
中
心
市
街
地
活
性

化
事
業
に
取
り
組
む
中
で
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
進
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め
る
上
で
の
「
都
心
居
住
推
進
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
の

認
識
は
、
福
井
市
総
合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
な
ど
に
位
置
付
け
て

は
い
た
が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
進
展
し
て
こ
な

か
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、

二
O
O
O年
頃
か
ら
市
の
内
部

で
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
、
「
ま
ち
な
か
居
住
」

に
関
す
る
研
究
活
動
が
開
始
さ
れ
、
具
体
的
な
政
策
に
結

び
付
け
る
た
め
、

O
一
年
か
ら
は
福
井
市
と
福
井
大
学
で

「
ま
ち
な
か
居
住
推
進
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、

O
一
1

0
三
年
度
に
か
け
て
共
同
研
究
を
実
施
し
た
。

こ
う
し
た
調
査
研
究
の
結
果
、
都
心
部
に
関
し
て
①
若

年
世
帯
や
子
育
て
世
帯
の
郊
外
へ
の
流
出
が
著
し
い
②
都

商業、福祉施設とマンションが一体になった「三の丸ビルj。これが都心への流れの
拠点になった

心
部
に
は
良
質
な
共
同
住
宅
ス
ト
ッ
ク
が
少
な
い
③
戸
建

住
宅
が
建
替
え
ら
れ
ず
に
空
き
地
化
が
進
行
し
て
い
る

ー
ー
な
ど
の
実
態
が
把
握
さ
れ
た
。
そ
の

一
方
、
都
心
居

住
に
対
す
る
市
民
の
潜
在
的
ニ

l
ズ
は
小
さ
く
な
い
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

O
三
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
「
福
井
市
住
宅
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
で
は
、
住
宅
政
策
の
諜
題
の

一
つ
に
「
人
口
減

少
の
抑
制
と
都
心
居
住
等
の
居
住
推
進
に
む
け
た
対
応
」

を
掲
げ
、
重
点
的
に
取
り
組
む
第

一
の
施
策
と
し
て
「
都

心
居
住
の
受
け
皿
整
備
」
が
挙
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
共
同
研
究
の
成
果
を
活
用
し
な
が
ら
、

都
心
居
住
推
進
に
向
け
て
関
係
部
局
間
で
の
具
体
的
な
検

討
を
開
始
、

O
四
年
三
月
に
「
福
井
市
都
心
居
住
推
進
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
都
心
居
住
推
進
に
向
け
て
な
す
べ
き

方
向
性
が
定
め
ら
れ
た
。

こ
れ
を
具
体
化
す
る
「
ウ
ラ
ラ
ま
ち
ん
な
か
住
ま
い
事

業
」
が
O
四
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
公
共
工
事
の
日
程
見
て
時
限
措
置
に

こ
の
事
業
は
、
都
心
居
住
推
進
区
域
を
指
定
し
、
区
域

内
で
の
①
共
同
住
宅
の
新
築
・
購
入
・
リ
フ
ォ
ー
ム
・
コ

ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
へ
の
補
助
②
戸
建
住
宅
の
共
同
化
・
リ
フ

ォ
ー
ム
へ
の
補
助
③
福
井
市
外
か
ら
都
心
居
住
推
進
区
域

に
入
居
す
る
若
年
・
子
育
て
世
帯
へ
の
家
賃
補
助
④
住
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
へ
の
補
助
な
ど
。
中
心
市

街
地
で
の
定
住
に
対
し
て
総
合
的
支
援
、
集
中
的
な
施
策

展
開
を
図
り
、
「
市
街
地
中
心
部
地
域
」
の
定
住
人
口
回

復
を
図
る
狙
い
だ
。

O
四
1
0
八
年
度
の
時
限
措
置
と
し
て
い
る
点
が
特
徴

(O
九
年
度
以
降
は
事
業
効
果
の
検
証
に
基
づ
き
、
必
要

に
応
じ
て
制
度
を
更
新
す
る
予
定
)
だ
。
こ
れ
は
、
中
心

部
で
実
施
さ
れ
て
い
る
福
井
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事

業、

J
R
高
架
下
利
用
、
福
井
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事

業
、
東
西
駅
前
広
場
整
備
事
業
、
手
寄
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
、
福
井
駅
前
地
下
駐
車
場
整
備
事
業
の
公
共
事
業

が
O
九
年
度
頃
に
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
期
間
に
民

間
に
よ
る
住
宅
供
給
を
集
中
的
に
誘
導
す
る
た
め
だ
。

補
助
に
当
た
っ
て
は
、
道
路
に
面
し
た
部
分
の
緑
化
、

一
定
の
住
宅
性
能
表
示
基
準
や
防
犯
指
針
へ
の
配
慮
を
要

件
と
し
、
社
会
的
ス
ト
ッ
ク
と
な
り
得
る
良
質
な
都
市
住

宅
の
誘
導
に
務
め
た
。

(
「
良
質
な
都
市
住
宅
」
を
目
指
し

推
進
す
る
区
域
を
二
つ
定
め
、

一
号
地
区
は
福
井
市
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
(
九
九
年
策
定
)
で
都
心
居

住
実
現
の
中
心
的
役
割
を
担
う
区
域
、
職
住
接
近
型
都
心

居
住
の
中
心
的
役
割
を
担
う
区
域
と
し
て
、
土
地
の
高
度

利
用
化
、
複
合
化
を
図
り
、
都
心
に
ふ
さ
わ
し
い
賑
わ
い

と
魅
力
の
創
出
を
図
る
地
域
と
位
置
付
け
し
て
い
る
。

二
号
地
区
は
小
規
模
共
同
住
宅
や
低
層
建
築
物
主
体
の

土
地
利
用
に
よ
る
良
好
な
住
環
境
の
保
全
を
基
本
と
す

る
。以

下
の
よ
う
な
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。

{
共
同
住
宅
補
助
}
分
譲
共
同
住
宅
購
入
と
賃
貸
共
同

住
宅
建
設
補
助
の
概
要
は
、

三
階
三
戸
以
上
で
五
十
五
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
良
質
な
住
宅
を
建
設
す
る
場
合
、
戸

当
り
百
万
円
を
補
助
す
る
。

分
譲
共
同
住
宅
の
場
合
は
購
入
者
に
、
賃
貸
共
同
住
宅

の
場
合
は
事
業
者
な
ど
に
補
助
す
る
。
さ
ら
に

一
階
に
賑

わ
い
を
創
出
す
る
庖
舗
を
併
設
し
た
場
合
、

一
平
方
メ

l
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ト
ル
当
り

一
万
円
を
追
加
す
る
。

【
高
慢
賃
・
特
優
賃
補
助
}
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住

宅
と
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
は
国
の
補
助
制
度
で
、
入
居
対

象
者
が
高
齢
者
や
中
堅
所
得
者
の
違
い
が
あ
る
が
、
共
同

施
設
部
分
の
三
分
の
二
を
補
助
す
る
。
さ
ら
に
入
居
者
の

所
得
に
よ
る
家
賃
補
助
制
度
が
あ
る
。

要
件
は
、
ほ
ほ
同

一
だ
が
、
戸
数
や
面
積
な
ど
に
違
い

が
あ
る
。

【
共
同
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
}
既
存
の
共
同
住
宅
の
リ
フ

ォ
ー
ム
と
オ
フ
ィ
ス
ピ
ル
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
。
共
に
既

存
建
物
の
再
活
用
を
促
進
す
る
目
的
で
、
改
修
費
用
の
二

O
%
を
限
度
に
百
万
円
助
成
す
る
制
度
。
三
階
三
戸
三
十

七
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
が
条
件
。

{
戸
建
住
宅
補
助
}
①
共
同
建
て
の
補
助
は
、
敷
地
が

小
さ
い
、
間
口
が
狭
い
な
ど
自
己
所
有
地
だ
け
で
は
建
て

替
え
が
で
き
な
い
場
合
、
隣
接
す
る
土
地
所
有
者
と
共
に

建
設
す
る
共
同
住
宅
に
補
助
す
る
。
②
戸
建
て
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
の
補
助
は
、
メ
ニ
ュ
ー
方
式
で
改
修
資
金
の
二

O
%
を
限
度
に
百
万
円
助
成
す
る
。
都
心
部
に
住
み
続
け

る
た
め
の
補
助
事
業
だ
。

{
家
賃
補
助
}
若
年

・
子
育
て
世
帯
へ
の
助
成
と
し
て
、

四
十
歳
未
満
の
夫
婦
で
福
井
市
外
か
ら

一
号
地
区
へ
の
転

入
者
に
賃
貸
共
同
住
宅
の
家
賃
の
補
助
制
度
。
対
象
と
な

る
の
は
、
共
同
住
宅
建
設
補
助
に
該
当
す
る
五
十
五
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
住
戸
。

{
ま
ち
づ
く
り
計
画
}
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
支
援

事
業
。
住
民
に
よ
る
居
住
推
進
に
係
わ
る
計
画
、
街
並
み

や
景
観
の
形
成
、
低
未
利
用
地
の
活
用
策
、
そ
の
他
の
計

画
策
定
を
行
う
場
合
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
や
助
成
を
す

る
。以

上
の
共
同
住
宅
補
助
事
業
は
、
主
に

一
号
地
区
が
対

象
で
、
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
と
共
同
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
や
戸
建
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
が
二
号
地
区
ま
で
の
対

象
と
な
る
。

(
民
間
の
投
資
先
も
郊
外
か
ら
市
街
ヘ

今
ま
で
の
都
心
居
住
の
動
き
と
し
て

は、

三
の
丸
再
開
発
事
業
で
の
共
同
住
宅

や
駅
周
辺
区
画
整
理
地
区
内
の
良
質
な
共

同
住
宅
、
民
間
の
分
譲
共
同
住
宅
建
設
な

ど
は
、
完
売
、
満
室
状
態
が
続
い
て
い
る
。

十
年
前
は
中
心
市
街
地
で
の
共
同
住
宅
の

建
設
戸
数
は
皆
無
だ
っ
た
が
、
毎
年
、
何

棟
か
建
設
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
き
て
い

る
。実
際
の
ウ
ラ
ラ
ま
ち
ん
な
か
住
ま
い
事

業
の
補
助
実
績
は
、
現
在
ま
で
に
約
百
戸
、

一
億
円
。
ま
た
、
今
年
度
は
「
優
良
建
築

14 

物
整
備
事
業
」
と
「
ウ
ラ
ラ
ま
ち
ん
な
か
住
ま
い
事
業
」

の
補
助
制
度
を
利
用
す
る
大
規
模
な
分
譲
共
同
住
宅
の
建

設
が
二
棟
予
定
さ
れ
る
な
ど
、
都
心
居
住
推
進
に
向
け
た

民
間
に
よ
る
住
宅
供
給
が
促
進
さ
れ
て
き
て
い
る
。

市
全
域
で
の
動
き
も
、
相
続
税
対
策
が
大
き
か
っ
た
郊

外
の
共
同
住
宅
建
設
へ
の
投
資
が
周
辺
部
か
ら
市
街
地
、

中
心
部
へ
と
進
行
し
て
お
り
、
中
心
部
へ
の
回
帰
へ
の
意

識
、
効
果
が
徐
々
に
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2007・11月号接記減勉

(
先
の
先
を
見
通
し
て

し
か
し
、

言
う
ほ
ど
「
都
心
居
住
推
進
」
は
簡
単
な
も

の
で
は
な
い
。
「
都
心
居
住
推
進
」
は
た
だ
単
に
、
都
心

人
口
を
増
や
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
中
心
市
街
地
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
都
心
居

住
の
推
進
は
住
宅
政
策
だ
け
で
は
不
十
分
だ
。
税
制
、
都

市
計
画
、
商
業
、
福
祉
、
教
育
、
交
通
な
ど
ほ
ぼ
す
べ
て

の
部
局
が

一
体
と
な
っ
て
当
た
ら
な
け
れ
ば
実
現
が
困
難

な
課
題
だ
。

ま
た
行
政
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
と
の
連
携
、
住
民

に
よ
る
街
づ
く
り
、

一
人

一
人
の
や
る
気
が
重
要
と
な
っ

て
く
る
。
都
市
の
魅
力
向
上
を
図
り
、
人
々
を
都
心
に
惹

き
付
け
る
た
め
の
住
環
境
整
備
が
重
要
な
の
だ
。

不
動
産
需
要
が
低
迷
し
、
価
値
が
下
落
し
つ
つ
あ
る
今

こ
そ
、
官
民
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

一
時
的
な
都
心
居
住
推
進
で
は
い
け
な
い
。

二
十
年
後
、
五
十
年
後
、
百
年
後
:
・
福
井
が
住
ん
で
み
た

い
街
、
住
み
た
い
街
、
誇
れ
る
街
と
な
る
よ
う
、
地
域
住

民
と
の
連
携
の
下
、
「
ウ
ラ
ラ
ま
ち
ん
な
か
住
ま
い
事
業」

の
補
助
が
な
く
な
っ
て
も
「
持
続
可
能
な
都
市
福
井
」
を

見
据
え
た
中
心
市
街
地
の
活
性
化
が
必
要
だ
。
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静
岡
市
(
期
限
付
き
子
育
て
支
援
住
宅
)

こ
れ
か
ら
の
住
政
策

に
加
惜
の

特集 これからの住政策

子
ど
も
の
出
生
数
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
な
か
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
を
育
成
し
、
子
ど
も
を
育
て
る
家
庭
を

支
援
す
る
こ
と
は
、
国
に
と
っ
て
も
地
方
自
治
体
に
と
っ

て
も
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
だ
。
静
岡
市
は
子
育
て
支
援

を
ま
ち
づ
く
り
戦
略
の
最
重
要
課
題
の

一
つ
と
位
置
付

け、

二
O
O
五
年
三
月
に
「
静
岡
市
子
ど
も
プ
ラ
ン
(
次

世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
)
」
を
策
定
し
て
、
市
民

が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど

も
が
輝
き
な
が
ら
生
き
生
き
と
育
つ
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
プ
ラ
ン
を
実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

部
局
を
超
え
た
行
政
の
幅
広
い
連
携
が
必
要
と
な
る
。
例

え
ば
住
環
境
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
し
た
り
、
子
育
て
に
適
し
た
住
ま
い
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
は
、
住
宅
行
政
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
だ
。
「
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
で
も
、
公
営
住
宅
へ
の
優
先

入
居
や
広
い
部
屋
の
割
り
当
て
な
ど
具
体
的
な
支
援
策
を

求
め
て
い
る
。

仕
事
や
育
児
に
追
わ
れ
る
子
育
て
世
帯
が
、
子
育
て
に

適
し
た
利
便
性
の
良
い
場
所
に
、
あ
る
程
度
の
広
さ
を
持

っ
た
家
賃
の
安
い
住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ

の
こ
と
も
少
子
化
の

一
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
静
岡
市
は
住
宅
施
策
の

一
環
と
し
て
子
育

静
岡
市
住
宅
課
長

天
野
純

• 

て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、

O
七
年
度
か
ら
「
子
育
て
支

援
期
限
付
き
入
居
制
度
」
を
導
入
し
た
。
こ
の
よ
う
な
制

度
は
東
京
都
な
ど
で
先
行
実
施
さ
れ
た
が
、
静
岡
市
は

O

七
年
の
国
土
交
通
省
の
見
解
を
受
け
て
具
体
化
し
た
。

供
給
対
象
は
、
概
ね
平
成
以
降
に
建
設
さ
れ
た
比
較
的

新
し
い
市
営
住
宅
で
、
交
通
の
便
が
良
く
、

3
D
K
以
上

の
広
さ
を
有
す
る
住
戸
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
住
戸
は、

子
育
て
世
帯
に
限
ら
ず
多
く
の
市
民
が
切
望
す
る
が
、
職

住
近
接
で
新
し
く
ゆ
と
り
の
あ
る
居
住
環
境
は
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
子
育
て
世
帯
に
最
適
で
あ

る
こ
と
が
選
定
の
理
由
と
な
っ
た
。

子
育
て
世
帯
の
範
囲
は
、
申
し
込
み
時
点
で
申
し
込
み

者
本
人
を
含
め
同
居
親
族
全
員
が
四
十
歳
以
下
で
、
世
帯

構
成
は
夫
婦
及
び
小
学
校
六
年
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る

こ
と
と
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
子
育
て
支
援
と
い
え
ど
も
、
実

際
に
入
居
す
る
に
は
公
営
住
宅
法
の
適
合
要
件
を
ク
リ
ア

ー
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
申
し
込
み
時
点
で
国
の
定

め
る
収
入
基
準
を
下
回
る
た
め
に
は
、
今
後
に
収
入
増
加

を
見
込
ん
で
い
る
四
十
歳
以
下
の
子
育
て
世
帯
が
望
ま
し

い
こ
と
。
ま
た
、
夫
婦
と
小
学
校
六
年
生
以
下
の
子
ど
も

が
い
る
家
庭
の
場
合
、

一
般
的
に
育
児
教
育
費
を
さ
ほ
ど

必
要
と
せ
ず
、
市
営
住
宅
の
安
い
家
賃
に
よ
る
経
済
的
軽

減
分
を
、
将
来
の
自
己
住
宅
建
設
等
の
原
資
に
充
て
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
。

(
入
居
期
間
叩
年
で
回
転
率
向
上
ヘ

入
居
期
間
は
十
年
間
で
、
期
間
満
了
時
に
は
退
去
し
て

も
ら
う
。
住
宅
困
窮
状
況
を
脱
す
る
準
備
期
間
と
し
て
十

年
が
適
当
と
考
え
た
こ
と
に
よ
る
。
入
居
期
間
中
に
所
得

の
増
加
に
よ
り
高
額
所
得
者
と
認
定
さ
れ
た
場
合
、
通
常

で
あ
れ
ば
明
け
渡
し
請
求
の
対
象
と
な
る
が
、
こ
の
制
度

で
は
そ
の
よ
う
な
取
り
扱
い
を
行
わ
な
い
こ
と
に
し
た
。

入
居
期
間
中
に
世
帯
構
成
要
件
を
逸
脱
す
る
事
由
が
生

じ
た
場
合
は
、
事
由
に
そ
っ
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
る
。

O
七
年
七
月
の
初
の
入
居
者
募
集
に
は
、

二
十
四
戸
に

対
し
て
二
百
三
十
七
世
帯
の
応
募
が
あ
っ
た
。
子
育
て
世

帯
の
強
い
支
持
を
受
け
た
と
考
え
て
い
る
。

静
岡
市
は
、
市
営
住
宅
へ
の
募
集
抽
選
に
当
た
り
、
高

齢
者
や
障
害
者
、
母
子
・
父
子
世
帯
に
対
し
て
、
抽
選
の

際
、
ポ
イ
ン
ト
を
二
倍
に
す
る
優
遇
制
度
を
取
り
入
れ
て

き
た
が
、
子
育
て
支
援
期
限
付
き
入
居
制
度
を
継
続
し
て

実
施
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
今
後
は
子
育
て
世
帯
に
も

優
遇
制
度
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
。
住
宅
政
策
の
面
か
ら
も

子
育
て
支
援
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し

て
い
る
。

住
宅
管
理
面
か
ら
も
入
居
期
間
を
十
年
と
限
定
す
る
こ

と
で
、
人
気
の
高
い
市
営
住
宅
の
入
居
回
転
率
を
上
げ
て
、

市
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
市
営
住
宅
の
利
用
機
会
の
公
平

を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
若
い
世
代
の

入
居
を
政
策
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
弱
体
化
し
つ
つ

あ
る
市
営
住
宅
の
団
地
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
も
図

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

抱取~2007・11月号15 
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こ
れ
か
ら
の
住
政
策

集

兵
庫
県
(
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
)
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兵
庫
県
県
土
整
備
部
ま
ち
づ
く
り
局
都
市
政
策
課

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
兵
庫
県
は
、
単
な
る
復
興
に
留
ま
ら
ず
、
二
十
一
世
紀
の
超
高
齢
社
会
を

見
通
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
を
組
み
込
ん
だ
復
興
を
進
め
て
き
た
。
兵
庫
県
で
は
高
齢
者
が
居
住
す
る
住
宅
の
七

五
%
の
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
を
目
指
し
、
既
存
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
の
た
め
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

兵
庫
県
は

一
九
九
二
年
十
月
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
は

初
め
て
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、
多
く

の
県
民
が
利
用
す
る
底
舗
、
駅
、
公
固
な
ど
の
特
定
施
設

に
加
え
て
、

一
定
の
共
同
住
宅
の
共
用
部
分
に
も
バ
リ
ア

フ
リ
l
化
を
義
務
付
け
た
。

九
三
年
四
月
か
ら
は
、
ひ
ょ
う
ご
地
域
福
祉
財
団
が
地

域
福
祉
基
金
を
活
用
し
、
六
十
五
歳
以
上
で
日
常
生
活
に

支
障
の
あ
る
高
齢
者
や
、
身
体
障
害
者
の
い
る
低
所
得
の

世
帯
を
対
象
と
し
て
、
市
町
が
助
成
す
る
既
存
住
宅
の
バ

リ
ア
フ
リ
l
化
改
造
工
事
へ
の
補
助
を
開
始
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
九
五
年

一
月
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が

発
生
。
六
千
四
百
人
を
超
え
る
死
者
、
全
壊
約
十
九
万
世

帯
、
半
壊
約
二
十
七
万
世
帯
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
。

(
超
高
齢
化
社
会
を
見
通
し
震
災
復
興

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
当
た
っ
て
は
、
単
に
元
の
状
態

に
戻
す
の
で
は
な
く
、
時
代
の
ニ

l
ズ
に
即
し
た
創
造
的

な
復
興
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。

そ
こ
で
、

二
十

一
世
紀
の
社
会
を
展
望
し
た
住
宅
再
生

ビ
ジ
ョ
ン
を
確
立
た
め
、
学
識
経
験
者
や
住
宅
関
連
団
体

代
表
者
な
ど
を
委
員
と
す
る
「
ひ
ょ
う
ご
住
宅
復
興
会
議
」

を
設
置
。
こ
こ
で
は
、
今
後
の
超
高
齢
社
会
に
備
え
て
、

全
て
の
住
宅
を
高
齢
者
に
配
慮
し
た
仕
様
に
し
て
、
自

立
・
安
定
し
た
生
活
を
可
能
な
限
り
継
続
で
き
る
住
宅
と

す
る
こ
と
を
方
針
の

一
っ
と
す
る
「
ひ
ょ
う
ご
住
宅
復
興

に
向
け
て
の
提
言
」
が
策
定
さ
れ
た
。

こ
の
提
言
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ま
で
の
福
祉
施
策
と
し
て

の
障
害
者
な
ど
に
配
慮
し
た
住
宅
改
造
助
成
に
加
え
て
、

九
五
年
十
月
か
ら
は
、
住
宅
施
策
と
し
て
も
、
高
齢
者
を

は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
人
々
が
可
能
な
限
り
安
定
・
自

立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
高
齢
者
等

対
応
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
を
図
る
た
め
の
既
存
住
宅
の
改
造

助
成
を
県
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
こ
の
提
言
で
は
、
高
齢
者
・
障
害
者
に
配
慮
し

た
住
宅
仕
様
と
し
て
、
国
で
策
定
中
だ
っ
た
「
長
寿
社
会

対
応
住
宅
設
計
指
針
」
に
基
づ
き
、
住
宅
へ
の
ア
ク
セ
ス

や
住
宅
内
の
通
路
・
建
具
・
設
備
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的

な
基
準
を
定
め
る
こ
と
を
求
め
た
。
そ
れ
を
受
け
、
九
七

年
四
月
に
は
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
改
正
し
、
す
べ

16 

て
の
住
宅
を
対
象
と
し
た
住
宅
整
備
基
準
を
定
め
、
県
民

や
住
宅
供
給
事
業
者
は
、
そ
の
基
準
に
拠
っ
て
整
備
に
努

め
る
こ
と
と
し
た
。

2007・11月号

O
七
年
三
月
策
定
の
「
兵
庫
県
住
生
活
基
本
計
画
」
で

は
、
住
宅
の
‘
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
を
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一

つ
に
位
置
付
け
て
、
「
人
生
初
年
い
き
い
き
住
宅
助
成
事

業
」
を
は
じ
め
と
す
る
重
点
施
策
の
推
進
に
よ
っ
て
、
高

齢
者
が
居
住
す
る
住
宅
で

一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
が
な

さ
れ
た
住
宅
比
率
を
、

O
三
年
時
点
の
五
O
%
か
ら

一
五

年
に
は
七
五
%
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

「
人
生
幼
年
い
き
い
き
住
宅
助
成
事
業
」
に
は
、
次
の

四
タ
イ
プ
が
あ
る

ご
般
型
}
浴
室
出
入
り
口
の
段
差
解
消
や
手
す
り
の

設
置
と
い
っ
た
必
須
工
事
を
含
む
三
カ
所
以
上
の
バ
リ
ア

フ
リ
l
化
改
造
を
行
う
こ
と
を
要
件
に
百
万
円
を
限
度
に

助
成
。

{
特
別
型
}
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
認
定
を
受
け
、

身
体
状
況
に
応
じ
た
改
造
を
行
う
場
合
、
介
護
保
険
制
度

な
ど
の
住
宅
改
修
費
と
併
せ
て
百
万
円
を
限
度
に
助
成
。

{
増
改
築
型
}
「
一
般
型
」
も
し
く
は
「
特
別
型
」
と
併

用
し
て
増
改
築
を
行
う
場
合
に
、
百
五
十
万
円
を
限
度
に

助
成
。
{
共
同
住
宅
共
用
型
}
分
譲
共
同
住
宅
の
共
用
部
分
に

適
用
。
棟
あ
た
り
百
万
円
を
限
度
に
助
成
。

(
年
間
三
千
件
を
超
え
る
実
績

ヰ説誕誕~

事
業
の
実
施
主
体
が
市
町
で
あ
る
た
め
、
市
町
に
よ
っ

て
、
実
施
状
況
が
異
な
る
が
、
介
護
保
険
制
度
へ
の
対
応

と
併
せ
て
対
応
で
き
る
「
特
別
型
」
の
実
施
率
が
最
も
高

く
、
実
績
を
上
げ
て
い
る
。
全
四
タ
イ
プ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
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施
さ
れ
る
よ
う
促
進
し
て
い
き
た
い
。

補
助
実
績
は
、
開
始
当
初
の
九
五
年
度
は
年
度
途
中
か

ら
だ
っ
た
た
め
四
百
十
件
に
留
ま
っ
た
。
し
か
し
、
九
六

年
度
に
は
千
四
百
四
件
で
、
そ
の
後
は

0
0年
度
の
介
護

保
険
制
度
の
導
入
に
伴
い

一
時
減
少
し
た
も
の
の
、
年
々

増
加
し
た
。
O
三
年、

O
四
年
に
は
年
間
三
千
件
を
超
え
、

累
計
で
は
二
万
六
千
件
を
超
え
る
実
績
を
上
げ
て
お
り
、

一
定
の
成
果
を
達
成
し
て

い
る
。

用
意
し
て
い
る
市
町
は
、

O
七
年
度
で
は
四
十

一
市
町
中

で
六
市
町
に
と
ど
ま
る
。

た
だ
、
財
政
的
な
事
情
な
ど
か
ら
、
い
ず
れ
の
タ
イ
プ

も
実
施
し
て
い
な
い
市
町
も
二
市
町
あ
る
。

「
共
同
住
宅
共
用
型
」
は
、
集
合
住
宅
の
立
地
が
少
な

く
需
要
が
見
込
ま
れ
な
い
地
域
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
他
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市
町
で
実

事業タイプ別概要

事業タイプ ① 一般型 ② 特別型 ③ 増改築型 ④ 共同住宅(分譲)
共用型

-高齢者(60歳以 介護保険制度の要 一般型もしくは特 分譲共同住宅の管
上)または身体障 介護 (支援)認定 別型の対象世帯、 理組合
害者らと同居し を受けた被保険者 およびこれらの者
ている世帯(収 のいる世帯、また と同居しようとし

対象世帯 入制限有) は身体障害者らと ている世帯
-高齢者円滑入居賃 同居している世帯
貸住宅の登録を受 (収入制限有り)
ける既存民間賃貸

住宅の所有者

高齢者・身体障害 身体状況に応じた 高齢者・身体障害 21戸以上の既存の

対象事業 者らに配慮した既 既存住宅の改造 者らに配慮した既 分譲共同住宅の共
存住宅の改造 存住宅の改造で増 用部分のバリアフ

改築を伴うもの リー化工事

3カ所以上の改造 住まいの改良相談 住まいの改良相談 1lli干止のまちづくり
(必須工事の実施が 員の承認(箇所ご 員などの承認 条例整備基準に適
必要。箇所ごとに とに限度額蒲り) 浴室・洗面所、便 合する工事
限度額有り 所、寝室およびそ

補助要件 れらを結ぶ経路に
ついて、住宅改造

一般型の必須工事

の内容を備えた住

宅の改造

100万円/世帯 介護保険制度など 150万円/世帯 100万円/棟
(助成率 1/3) の住宅改修費と併 (助成率 1/3) (助成率 1/3)

助成対象 せて100万円/世
限度額 帯 (助成率は収入

などにより決まる)

し
か
し
、

O
三
年
度
を

ピ
l
ク
に
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
る
。
伸
び
悩
み
の

原
因
と
し
て
は
、
悪
質
リ

フ
ォ
ー
ム
業
者
に
対
す
る

警
戒
感
の
余
波
や
、
税
制

改
正
に
よ
る
負
担
感
の
増

大
が
考
え
ら
れ
る
。

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
者

人
口
が
増
加
し
、
そ
れ
に

伴
い
要
介
護
(
支
援
)
認

定
者
が
増
加
す
る
。
従
っ

て
、
こ
の
事
業
の
必
要
性

が

一
層
高
ま
っ
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
に
も
拘

わ
ら
ず
、
堅
調
に
実
績
を

伸
ば
し
て
い
た
「
特
別
型
」

も
O
四
年
度
以
降
は
減
少

し
て
い
る
。
県
民
へ
の
普

及
啓
発
を
併
せ
て
図
る
必

要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。

(
安
心
リ
フ
ォ
ー
ム
の
環
境
整
備

悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
な
ど
に
よ
る
不
安
を
払
拭
し
、

安
心
し
て
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
を
図
る
た
め
に
、

以
下
の
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

【
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
情
報
の
提
供
}
安
心
し
て
リ
フ

ォ
ー
ム
業
者
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
、
「
住
宅
改
修
事
業

の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
「
住
宅
改
修
業

者
登
録
制
度
」
を
O
六
年
度
に
創
設
し
、

一
定
の
要
件
を

満
た
す
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
を
登
録
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
に
よ
り
登
録
業
者
情
報
を
公
開
し
て
い
る
。

{
相
談
体
制
の
整
備
}
財
団
法
人
・
兵
庫
県
住
宅
建
築

総
合
セ
ン
タ
ー
内
の
「
ひ
ょ
う
ご
住
ま
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
で
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
た
住
ま
い
の
相
談
事
業

に
加
え
、

O
五
年
度
に
リ
フ
ォ
ー
ム
専
門
相
談
窓
口
を
設

置
し
、
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
の
被
害
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

県
民
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
を
開
始
し
た
。

O
七
年
度
か
ら
は
、
こ
の
制
度
を
拡
充
し
、
住
宅
の
状
況

や
居
住
者
の
ニ

l
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
リ
フ
ォ
ー
ム
が
で

き
る
よ
う
現
地
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
「
安
全
・
安
心
リ
フ

ォ
ー
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
中
心
に
推
進
し
て
き
た
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
だ
が
、
近
年
で
は
よ
り
対
象
施
策
の
幅
を
広
げ
た

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
、
生
活
の
起
点
で
あ
る
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
l
は

よ
り
重
要
と
な
っ
て
い
く
。
高
齢
者
が
居
住
す
る
住
宅
の

七
五
%
が

一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
さ
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
普
及
に
努
め
て
い
き
た
い
。

i誠誕民D2007・11月号17 
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こ
れ
か
ら
の
住
政
策

島
根
県
(
人
口
減
少
県
の
課
題
)
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島
根
県
土
木
部
建
築
住
宅
課
長

.

広
い
県
土
を
持
ち
な
が
ら
、
人
口
減
少
が
続
く
中
で
の
高
齢
化
率
の
上
昇
、
そ
し
て
老
朽
住
宅
比
率
の
高
さ
・
:

「
定
住
促
進
」
の
目
標
は
あ
れ
、
具
体
的
な
態
勢
整
備
と
な
る
と
、
悩
み
は
尽
き
な
い
よ
う
だ
。

(
人
口
減
少
の
中
、
高
齢
化
率
は
日
本
1

島
根
県
は
、
延
長
二
百
三
十
キ
ロ
と
東
西
に
長
く
、
中

山
間
地
域
や
離
島
を
抱
え
、
歴
史
的
・
風
土
的
に
異
な
る

出
雲
部
、
石
見
部
、
隠
岐
部
か
ら
な
り
、
県
域
の
大
半
が

山
地
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
海
沿
い
に
松
江
市
、
出
雲
市
、
大
田
市
、
江
津
市
、

浜
田
市
、
益
岡
市
の
中
小
都
市
が
分
散
し
て
立
地
し
、
後

背
の
町
村
と
の
繋
が
り
の
中
で
生
活
圏
を
構
成
し
て
き
た

が
、
平
成
の
大
合
併
に
伴
い
、
市
町
村
数
は
五
十
九
か
ら

二
十

一
に
大
き
く
減
少
し
た
。

一
方
、
人
口
は

一
九
八
六
年
以
降
は
減
少
が
続
き
、

二

O
O
七
年
は
七
十
三
万
強
。
高
齢
化
率
は
全
国

一
の
二

七
・

一
%
に
達
し
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

が
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
県
は
昨
年
度
、

二
O
一
五
年

度
ま
で
の
住
生
活
に
係
る
目
標
を
定
め
た
「
島
根
県
住
生

活
基
本
計
画
」
を
決
定
し
た
。
今
後
、
こ
の
計
画
に
基
づ

く
施
策
を
着
実
か
つ
効
果
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
園
、

市
町
村
、
関
係
団
体
、

N
P
O
法
人
等
と
の
連
携
を
図
つ

て
い
く
。

(
新
耐
震
基
準
前
の
住
宅
が
半
数

本
県
の
経
済
状
況
は
、
業
種
及
び
地
域
毎
に
ば
ら
つ
き

が
見
ら
れ
、
回
復
基
調
に
は
あ
る
も
の
の
、
景
気
回
復
を

実
感
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
O
六
年
度
の
県
下
の
新

設
住
宅
着
工
件
数
は
、
前
年
度
比
プ
ラ
ス

0
・
七
%
と
僅

か
で
は
あ
れ
増
加
に
転
じ
た
が
、

O
七
年
度
で
は
前
年
度

を
大
き
く
下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
は
、
県
民
が
景
気
回
復
を
実
感
で
き
な
い
こ
と
、

先
行
き
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
、
人
口
減
少
と
高
齢

化
の
進
展
、
既
に
世
帯
数
を
上
回
る
住
宅
数
な
ど
、
様
々

な
要
因
が
重
な
っ
た
結
果
と
い
え
る
。

本
県
の
住
宅
の
特
性
は
、
持
ち
家
率
が
七
二

・
九
%
、

一
戸
建
て
住
宅
率
が
七
六
・
八
%
、
木
造
住
宅
率
が
六

七
・

二
%
で
、
い
ず
れ
も
全
国
の
数
値
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
。

ま
た
、

一
九
五

O
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
の
比
率

も

一
四
・
九
%
と
高
く
、
人

一
年
の
新
耐
震
基
準
制
定
以

前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
が
四
九
・
七
%
と
、
現
存
す
る
住

18 

宅
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
て
い
る
(
以
上

O
三
年
統
計
)
。

公
営
住
宅
の
管
理
戸
数
は
約

一
万
三
千
戸
で
、
う
ち
県

営
住
宅
は
約
五
千
戸
。
公
営
住
宅
の
建
設
は
、
県
、
市
町

村
と
も
建
て
替
え
が
主
で
あ
り
、
県
営
住
宅
は
年
間
四
十

戸
ベ

l
ス
で
建
て
替
え
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
は
九
五
年
度
よ
り
、
高
齢

者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
は

O
四
年
度
よ
り
、
主
に
民
間
事

業
者
に
よ
り
供
給
さ
れ
て
い
る
。

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
は
こ
れ
ま
で
に
、
四
百
三
十
八
戸

が
建
設
が
さ
れ
た
も
の
の
、
管
理
期
間
の
到
来
に
よ
り
現

在
の
管
理
戸
数
は
十
二
団
地
二
百
八
十
四
戸
で
あ
り
、
高

齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
の
管
理
戸
数
は
、
六
団
地
九
十

一一一
戸
と
な
っ
て
い
る
。

住
宅
は
、
個
人
の
私
的
生
活
の
場
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

豊
か
な
地
域
社
会
を
形
成
す
る
上
で
重
要
な
拠
点
だ
。
特

に
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
い
本
県
に
あ

っ
て
は
、
各
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
産
業
振
興
、
福
祉
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
と
の
連
携
の
下
、
定
住
、

U
I
タ
l
ン

の
促
進
を
図
る
と
共
に
、
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
の
居
住

の
安
定
と
子
育
て
し
や
す
い
住
ま
い
づ
く
り
を
促
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

県
民

一
人

一
人
が
真
に
豊
か
さ
を
実
感
で
き
、
魅
力
あ

る
住
生
活
の
実
現
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
適
確
な
住
生
活
に

関
す
る
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

(
若
者
定
住
ヘ
l

ス
タ
ー
ト
は
早
か
っ
た

2007・11月号埴通事@

本
県
は
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、
全
国
に
例
を
見
な
い

「
若
者
定
住
向
け
賃
貸
住
宅
建
設
事
業
」
を
九
三
年
度
に

県
単
独
事
業
と
し
て
創
設
し
た
。
こ
れ
は
、
県
、
市
町
村
、

県
住
宅
供
給
公
社
が
連
携
し
て
、
県
外
か
ら

U
I
タ
l
ン
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を
希
望
す
る
若
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
賃
貸
住
宅
を
供
給

す
る
も
の
。

そ
の
後
、
他
の
事
業
と
の
統
合
や
制
度
の
改
編
を
経
て
、

現
行
の
「
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
建
設
事
業
」
を
O

三
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
九
三
年
度
か
ら

O
六
年
度

末
ま
で
に
供
給
し
た
住
宅
は
、
十
二
市
町
で
千
三
百
四
十

三
戸
。

県
下
各
地
で
定
住
促
進
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、

O
六
年
度
に
は
、

U
I
タ
l
ン
の
さ
ら
な
る
促
進

を
図
る
た
め
、
県
外
在
住
者
に
対
し
て
住
宅
に
関
す
る
総

合
窓
口
を
開
設
し
た

(
U
I
タ
l
ン
希
望
者
向
け
住
宅
情

報
提
供
事
業
)
。
県
内
の
不
動
産
物
件
情
報
や
住
宅
の
新

築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
情
報
の
提
供
が
主
業
務
だ
。

こ
の
事
業
で
は
、
不
動
産
市
場
に
挙
が
っ
て
い
な
い
よ奥出雲町に建てられた定住促進賃貸住宅

う
な
各
地
の
空
き
家
、
土
地
な
ど
の
情
報
を
「
U
I
タ
ー

ン
住
宅
相
談
員
」
が
収
集
し
、
そ
う
し
た
物
件
情
報
を
も

っ
て

U
I
タ
l
ン
希
望
者
へ
の
相
談
に
応
じ
、
県
内
へ
の

定
住
を
図
る
。
O
六
年
六
月
か
ら
今
年
六
月
ま
で
の
ほ
ぼ

一
年
間
で
二
十
二
世
帯
の
定
住
が
実
現
し
た
。

ま
た
、
退
職
期
を
迎
え
る
団
塊
世
代
を
県
内
へ
呼
び
込

み
、
交
流
と
定
住
を
推
進
す
る
た
め
、
県
、
市
町
村
、
民

間
団
体
で
構
成
す
る
「
島
根
県
交
流
・
定
住
推
進
協
議
会
」

が
今
年
九
月
に
設
立
し
た
。

(
急
が
れ
る
バ
リ
ア
フ
リ
l
化

一
方
、
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
の
居
住
の
安
定
と
子
育

て
し
や
す
い
住
ま
い
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
に
、
県
、

市
町
村
に
よ
る
公
営
住
宅
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
、
定
住

促
進
賃
貸
住
宅
、
あ
る
い
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
高
齢
者

向
け
優
良
賃
貸
住
宅
、
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
な
ど
が
あ
る
。

県
、
市
町
村
に
よ
る
公
的
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
民
間
賃
貸
住
宅
の
供
給
実
態
を
的
確
に
把
握
し
、
重

層
的
か
つ
柔
軟
な
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
確
保
す
る

観
点
で
、
供
給
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

「
島
根
県
住
生
活
基
本
計
画
」
で
は
、

一
五
年
度
ま
で

の
十
年
間
に
建
設
す
る
公
営
住
宅
を
、
新
規
百
十
三
戸
、

建
て
替
え
千
五
百
三
戸
と
し
て
お
り
、
県
と
市
町
村
の
連

携
の
下
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
中
核
を
な
す
公
営

住
宅
の
建
設
が
着
実
に
達
成
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住

宅
な
ど
の
供
給
が
円
滑
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
県
、
市
町
村

の
連
携
に
よ
り
、
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
必
要
で
あ

る
。
そ
の
支
援
内
容
や
方
法
に
つ
い
て
は
見
直
し
を
含
め

て
検
討
す
る
。

今
後
、
療
養
病
床
の
縮
小
な
ど
高
齢
福
祉
政
策
の
転
換

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
住
宅
政
策
へ
の
影
響
も
必

歪
で
あ
り
、
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
や
公
営
住
宅
の

果
た
し
得
る
役
割
や
、
今
後
の
謀
題
を
検
証
す
る
必
要
が

あ
る
。

ま
た
、
社
会
保
障
の
コ
ス
ト
を
軽
減
す
る
観
点
で
、
軽

度
の
要
介
護
者
の
重
度
化
を
予
防
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
県
の
住
宅
部
局
と
健
康
福
祉
部
局
と
の
連
携
の
下
、

住
宅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
施
策
を
早
急
に
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

(
空
き
家
が
多
数
の
地
域
も

こ
の
よ
う
な
状
況
の

一
方
、
県
下
に
は
相
当
数
の
空
き

家
が
発
生
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有

効
活
用
は
、
環
境
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
し
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
、
形
成
の
上
で
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
県
、
市
町
村
の
定
住
部
局
と

住
宅
部
局
の
み
な
ら
ず
、
不
動
産
や
住
ま
い
づ
く
り
の
関

係
団
体
と
の
連
携
が
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
、
持
ち
家
率
、
戦
前
建
築
の
住
宅
率
、
木
造
住
宅

率
が
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
本
県
と
し
て
は
、
良
質

な
ス
ト
ッ
ク
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
特
に
耐
震
化、

バ
リ
ア
フ
リ
l
化
そ
し
て
防
災
化
の
対
策
も
併
せ
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
ま
す
ま
す
進
展
す
る
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な

ど
の
様
々
な
社
会
現
象
へ
の
対
応
は
、
相
当
の
困
難
を
伴

う
と
予
測
さ
れ
る
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
宅
セ

l
フ

ネ
ッ
ト
の
確
保
と
島
根
県
民
の
豊
か
な
住
生
活
の
実
現
を

基
本
に
住
宅
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

姐~ω2007・11月号19 



特

集

こ
れ
か
ら
の
住
政
策

『
安
全
』

6 

東
京
都
中
野
区
(
生
け
垣
造
成
へ
の
助
成
)

の
効
用
も

戦
後
、
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
日
本
中
の
ま
ち
を

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
席
巻
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
経
済
性
に
優

れ
て
い
る
が
、

一
九
七
七
年
の
宮
城
県
沖
地
震
で
、
そ
の

脆
さ
が
露
呈
し
た
。
施
工
不
良
や
劣
化
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
倒
壊
し
、
多
く
の
被
害
が
発
生
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に

中
野
区
で
は
人

0
年
度
か
ら
道
路
に
接
し
て
造
成
す
る
生

け
垣
に
対
し
て
、
費
用
の
助
成
を
始
め
た
。
造
成
に
際
し
、

既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀
を
撤
去
す
る
場
合
は
、
助
成

費
を
加
算
す
る
。

こ
れ
は
、
東
京
都
が
始
め
た
目
に
映
る
み
ど
り
(
緑
視

率
)
を
増
や
す
取
り
組
み
に
呼
応
し
た
政
策
だ
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
が
地
震
で
倒
壊
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ

る
事
故
ば
か
り
で
な
く
、
瓦
磯
が
道
路
を
塞
ぎ
、
避
難
や

物
資
輸
送
の
障
害
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
生
け
垣
は
、

地
震
に
よ
る
倒
壊
の
恐
れ
が
な
く
、
道
路
の
安
全
性
を
高

め
る
だ
け
で
な
く
、
日
常
は
目
に
映
る
緑
を
提
供
し
、
ま

ち
に
潤
い
や
安
ら
ぎ
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

九
三
年
度
か
ら
は
対
象
範
囲
を
広
げ
、
道
路
に
接
し
て

造
成
す
る
植
樹
帯
に
も
助
成
を
始
め
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
撤
去
費
助
成
は
二
O
O
二
年
度
か
ら
財
政
上
の
理
由

に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
が
、

O
五
年
度
後
半
か
ら
は
国
の
地

域
住
宅
交
付
金
の
対
象
事
業
と
な
っ
た
。

O
六
年
度
末
ま
で
の
助
成
実
績
は
マ
生
け
垣
助
成
三
百

中
野
区
都
市
整
備
部
公
国

道
路
分
野
緑
化
推
進
担
当

• 新
田
謙
三

人
十
三
件
(
延
長
三
千
九
百
八
十
メ
ー
ト
ル
)
マ
植
樹
帯
助

成
四
十
八
件
(
同
三
百
九
十
五
メ
ー
ト
ル
)
マ
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
撤
去
百
二
十
九
件
(
同

一
千
百
五
十
八
メ
ー
ト
ル
)
だ
。

生
け
垣
と
植
樹
帯
の
助
成
延
長
を
合
計
す
る
と
、
四
キ

ロ
を
超
え
る
。
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に

一
定
の
効

果
が
上
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
は
伸
び
が
鈍
化
傾
向
に
あ
る
。
原

因
は
、
高
地
価
の
都
市
の
戸
建
て
住
宅
の
敷
地
の
狭
さ
に

あ
る
。
生
け
垣
を
造
成
す
る
四
十
セ
ン
チ
程
度
の
空
間
さ

え
も
な
か
な
か
確
保
で
き
な
い
の
だ
。

生
け
垣
を
造
成
す
れ
ば
、
刈
り
込
み
な
ど
維
持
管
理
費

が
必
要
な
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
り

一

層
啓
発
の
仕
方
を
工
夫
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
危
険
を

訴
え
、
生
け
垣
等
を
啓
発

・
普
及
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

生
け
垣
の
設
置
助
成
は
、
敷
地
が
道
路
に
接
し
て
い
る

部
分
を
緑
化
す
る
接
道
部
緑
化
の
推
進
策
の

一
つ
だ
。
中

野
区
で
は
接
道
部
緑
化
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
他
に
条

例
に
基
づ
く
緑
化
計
画
制
度
に
よ
る
義
務
化
と
、
保
護
生

け
垣
制
度
を
設
け
て
い
る
。

緑
化
計
画
制
度
に
よ
る
義
務
化
は
、
東
京
都
が
民
有
地

で
一
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
を
対
象
に
行
っ
て
お
り
、

中
野
区
は
そ
れ
以
下
の
敷
地
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、

二
百

20 

平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
を
対
象
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の

義
務
化
に
よ
っ
て
、
大
規
模
な
共
同
住
宅
な
ど
で
、
優
れ

た
事
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

保
護
生
け
垣
制
度
は
、
よ
く
管
理
さ
れ
て
い
る
生
垣
に

対
し
て
、
刈
り
込
み
費
用
な
ど
の

一
部
を
助
成
す
る
。
九

0
年
度
か
ら
始
め
、

O
六
年
度
末
で
六
十
七
カ
所
、

一
千

七
百
四
メ
ー
ト
ル
を
指
定
し
て
い
る
。
実
例
を
通
じ
て
、

生
垣
の
良
さ
を
啓
発
・
普
及
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
接
道
部
緑
化
推
進
事
業
の
描
く
未
来
は
、
道

路
の
安
全
性
の
確
保
と
同
時
に
、
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
だ
。
拠
点
と
な
る
公
園
の
緑
が
核
と
な
り
、
幹
線
道

路
の
街
路
樹
か
ら
、
生
活
道
路
に
接
し
た
生
け
垣
や
植
樹

帯
へ
緑
が
結
ぼ
れ
て
い
く
。
四
季
折
々
に
緑
が
香
る
ま
ち

が
生
ま
れ
、
安
全
で
快
適
な
地
域
が
つ
く
れ
る
。

2007・11月号誌記減@

(
美
し
い
樹
種
を
ぜ
ひ
市
場
に

生
け
垣
な
ど
の
接
道
部
緑
化
を

一
層
推
進
す
る
に
は
、

前
提
と
し
て
建
築
主
の
理
解
が
不
可
欠
だ
。
接
道
部
緑
化

を
推
進
す
る
に
は
、
視
覚
に
訴
え
る
美
し
さ
が
必
要
だ
。

建
築
主
が
「
き
れ
い
な
生
け
垣
だ
、
緑
だ
」
と
感
動
し
、

「
自
分
も
生
け
垣
を
造
っ
て
み
た
い
、
緑
を
植
え
た
い
」

と
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
護
生
け
垣
制
度
は
そ
う

し
た
波
及
効
果
を
担
っ
て
い
る
。
ま
ち
に
美
し
い
生
け
垣

が
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
倍
増
す
る
。

植
木
生
産
に
関
わ
る
方
に
は
、
ぜ
ひ
美
し
い
生
け
垣
に

な
る
優
れ
た
樹
種
を
、
市
場
に
投
入
し
て
も
ら
い
た
い
。

生
け
垣
の
歴
史
は
古
く
、
と
も
す
る
と
現
代
都
市
に
相

応
し
く
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
の
効
果
を
知
れ
ば

知
る
ほ
ど
、
現
代
の
過
密
化
し
た
都
市
に
安
全
と
安
ら
ぎ

を
も
た
ら
す
優
れ
た
も
の
な
の
だ
。
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緑化計画制度の対象例

|愛知県

防災まちづくりの概念図

21 2007・11月号 抱取§ω

愛知県吉良町

での耐震診断

ローラ一作戦

生け垣造成助成の事例



ゆ
月
氾
日
に

J

R
岐
皐
駅
前
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
ね
階
建
て
の
複
合
ビ
ル

「
岐
阜
シ
テ
ィ
・
タ
ワ
!
"
と
。
1
1
5
踏
は
底
舗
、
医
療
・
福
祉
施
設
な
ど
。
6
1

同
階
は
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
、
何M
l
位
階
は
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
、
日
刊
階
は
ス

カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
。
ま
ち
な
か
居
住
推
進
を
目
指
す
戦
略
的
ビ
ル
だ

(記
事
は

1
月
号
に
掲
載
し
ま
す
)

岐阜市

22 2007・11月号i滋漏民!)

ビル内の商業施設

開業は来春になるが、スカイラウンジからの眺めは絶景。ピル住民に限らず、

誰でも入れるスペースになる



富山市
富山市グランドプラザ (全天候型広場)外観

取得支援事業 (一戸建て型)の活用事例 (富山市)

富山市「山型コンパクトなまちづ くりの概念図j

四方

究山 - . 

山田 八尾

凡例

量量ー路面電車サービス

. 量遭ー路面電車サービス

パスサービス

ー心地埴生活担卓

静岡市 子育て支援住宅



NPOさっぽろ住まいのプラ ットホームが開催したセミナー (札幌市)

木造住宅耐震化促

進事業で徳島県が
作成した「耐震診

断・耐震改修マニュ
アルと改修事例集」

防災訓練での住宅耐震化PR風景

札幌市

徳島県

「押しかけ耐震講座」の様子 (吉野川市自治会長会議 )

誌記誕ゆ 2007・11月号 24 
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実
福井市兵庫県

助成事業周知ポスター

ウララまちんなか住まい事業実績配置

創句 再開住宅耳の位置留

だれもが住みやすし1

倍宅の』改造
.，0 

-
.~ 
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" 

一人生80年いきUき住宅助成事業一

平成19年3月

兵庫県

EEの推進 1 住宅の長寿命化(r200年住

超長期にわたって循環利用できる質の高い住宅 (r 200年住宅J)を普及するための諸施策を総合
的に推進する (平成20年度概算要求額 ;国費， 0.600百万円)

超長期住宅先週g的モデ
ル事象の創位

iIi耐久、高耐震、司自E性伝ど
組長期住宅としての釜本性能

を有し、かつ、館長期住宅を

膏及するための先導的tur
を行うモデル司匹象への助成

住宅の墨'命化(r200年住宅 1)
。スケルトン{構造躯体)については耐久性・耐震性、

インフィル(肉筆・段備}については可変性を確保

(rgろうで.かつ.変化する住宅J)

，>fI持管理が容易

q周辺のまちなみとE周知
(200隼住宅ガイドラインを.ltしイメージを共有】

住宅置直情報の霊・

斬If.改修、 .緒、点積時

"において、2量計図・ゃ
施工内容等の情報の寄

械、いつでも活用できる仕

組みの整備

住
宅
の
長
寿
命
化
の
推
進

(凶
参
照
)

合インフィル

・閉館'..MIJI・j
.問書.19慣の楠樟・量噺が宮

-適切なリフ才一ムや点畿、

変後が可能

・安心して既存住宅の.~I

が可鎗

館長期住宅推進環境
聾備事象の創股

住管え・ニ地紙居住の権進や

良好なまちなみの絡持・形成

に資するNPO等に対する助

成

合スケルトン

・耐且包・耐置性，憶えた魁悼

・轟い繍;&

住宅の畳海命化促進観制の創置

一定の基準に適合するa定住宅に係る登録免許税、 不動産
取得税、固定資産税について、従来の住宅に係る現行特例
等と比べて税負担を更に隠滅

超長期住宅に対応した
住宅ローンの開発

組長期住宅に係る償還期間
の上銀の延長

(現行:35年-50年}

住宅の長寿命化の推進に係る立法措置

2007・11月号 描~ω25 
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もちろん自前の利般の人もいる

(写真/小形又男) 錨記誕ゆ 2007'11月号 26 



ヲコの足のような根を量れ、岩肌を抱きしめている植物は「あ
こうj。亜熱格植物で室戸岬一帯に自生し、奇観を呈している

ー圃掴圃 知市から車で2時間、徳島市か

晶 らは鉄道…付叫

時間。東京、大阪からとなると、

容易に行ける地ではない。しかし行けば、

そこにはE熱帯性気候の植生、海岸線の

奇岩と波の音、そして高級魚の代表格で

ある金目鯛の料理など、目耳口で味わう

ものが滋れている。海洋深層水への取り

組みが進んだまちでもある。

「台風銀座」の異名をとる室戸岬は

「日本八景Jの一つ。奇岩群と大波の戦

いはいつまで見ても見飽きない。

室戸市には、弘法大師ゆかりの場所が
み〈ろど

数多 くある。その一つが「御厨人窟j。

約1200年前、青年時代の大師が悟りを

開いたといわれる洞窟だ。「御厨人窟の

波音」は環境庁の「日本の音風景100選j

に選ばれている。

変でも

海に通じる吉良川町には伝統の家屋が残る

ヱホシ岩

な魅力が溢れる地

27 2007・11月号 j議弱民説



石
川
県
輪
島
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

「
あ
お
さ
風
味
」
と
「
い
し
る
風
味
」

※カメラ素人の編集者が縁ったので、ピントに問題があります。



.首長の恩い.

私
は
昨
年
一
月
の
市
長
選
に
新
人
候
補

と
し
て
立
候
補
し
当
選
し
た
。
そ
の
時
、

「
関
西

一
魅
力
的
な
住
宅
都
市
を
目
指
し

て
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
。
本

市
は
、
大
阪
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
り
、

私
自
身
も
本
市
か
ら
大
阪
市
内
に
通
勤
し

て
い
た
。

本
市
は
、
東
西
を
山
に
固
ま
れ
て
い
る

た
め
、
緑
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、

大
阪
市
内
ま
で
鉄
道
が
二
ル
l
ト
あ
り
、

二
、
三
十
分
で
大
阪
市
中
心
部
に
到
達
で

き
る
。
こ
の
よ
う
に
豊
か
な
緑
と
大
阪
中
心
部

へ
の
快
適
な
ア
ク
セ
ス
を
兼
ね
備
え
た
と

こ
ろ
か
ら
、

一
九
六

0
年
代
か
ら
急
速
に

宅
地
開
発
が
進
み
、
人
口
が
急
増
し
た
。

一
区
画
が
比
較
的
広
め
の
低
層
戸
建
て

住
宅
を
中
心
と
し
た
住
宅
地
が
多
く
、
閑

静
で
落
ち
着
い
た
街
並
み
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
私
は
こ
う
し
た
市
の
魅
力
を
基
本
に
据

え
て
、
こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

が
、
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

で
あ
る
と
考
え
、
前
述
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

打
ち
出
し
た
。

私
が
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
込
め
た
思
い

は
、
ま
ず
本
市
の
最
大
の
魅
力
で
あ
る
緑

豊
か
な
住
環
境
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と

だ
。
本
市
で
も
市
街
化
区
域
内
の
緑
は
減

少
す
る

一
方
で
あ
り
、
こ
れ
を
食
い
止
め

る
と
同
時
に
緑
を
増
や
す
努
力
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
今
年
度
か
ら
「
み
ど
り

の
基
金
」
を
創
設
し
、

一
般
会
計
か
ら

一

億
円
を
積
み
立
て
る
と
共
に
市
民
か
ら
の

寄
付
も
募
り
、
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
と

し
た
。
こ
れ
を
原
資
に
、
今
年
度
か
ら
各

家
庭
で
道
路
と
の
境
界
に
生
垣
を
造
る
際

に
助
成
金
を
出
す
こ
と
と
し
た
。

魅力的な住宅都市の

条件とは
盲民山下• 奈良県生駒市長

今
後
は
、
市
街
地
に
残
る
貴
重
な
雑
木

林
を
「
市
民
の
森
」
と
し
て
保
全
し
、
市

民
の
利
用
に
供
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
て

い
る
。
本
市
に
は
、
緑
を
求
め
て
大
阪
府
内
な

ど
か
ら
転
居
さ
れ
た
方
も
多
く
、
半
年
間

で
約
五
十
万
円
の
寄
付
が
集
ま
る
な
ど
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
対
す
る
市
民
の
関

心
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

も
う

一
つ
の
魅
力
で
あ
る
交
通
の
利
便

性
に
つ
い
て
は
、
昨
年
三
月
に
生
駒
駅
か

ら
北
部
の
住
宅
地
に
延
び
る
新
た
な
鉄
道

が
開
通
し
、
大
阪
中
心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
大
き
く
改
善
し
た
。
今
後
は
、
公
共
交

通
機
関
の
な
い
地
区
で
、
高
齢
者
な
ど
交

通
弱
者
の
外
出
の
足
を
ど
う
確
保
し
て
い

く
か
と
い
っ
た

課
題
に
取
り
組

む
必
要
が
あ

る
。第
三
に
、
魅

力
的
な
住
宅
都

市
と
な
る
た

め
、
市
民
が
安

心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
、

ま
た
安
心
し
て

老
後
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
が
重
要
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
う
ち
子
育
て
支
援
の
分
野
で
は
、

市
民
の
ニ

l
ズ
に
応
え
き
れ
て
い
な
い
施

策
が
あ
り
、
現
在
、
保
育
園
の
新
設
や
幼

稚
園
の
定
員
増
、
学
童
保
育
の
拡
充
な
ど

に
急
ピ
ッ
チ
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
、

本
市
の
よ
う
に
転
入
者
が
占
め
る
割
合
が

大
き
い
都
市
で
は
、
子
育
て
中
の
専
業
主

婦
が
孤
立
す
る
。
孤
育
て
。
の
問
題
が
あ

り
、
こ
れ
を
ど
う
解
消
し
て
い
く
か
も
今

後
の
課
題
だ
。

私
は
市
内
各
地
域
で
「
人
の
優
し
さ
」

「人
の
温
も
り
」
を
実
感
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
、
魅
力
的
な
住
宅
都
市
の
大

切
な
条
件
と
説
い
て
い
る
。

本
市
の
よ
う
な
新
興
住
宅
地
の
多
い
都

市
で
は
、
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
が
希
薄

な
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
、

高
齢
者
だ

け
の
世
帯
が
増
え
て
い
く
と
、
隣
近
所
同

士
の
見
守
り
合
い
、
助
け
合
い
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。
災
害
時
の
「
共
助
」
の
重

要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
地
域
の
住
民

が
地
域
の
問
題
を
共
に
考
え
、
解
決
し
、

日
頃
か
ら
助
け
合
い
、
支
え
合
っ
て
暮
ら

し
て
い
く
|
|
そ
ん
な
温
か
み
の
あ
る
地

域
社
会
を
実
現
し
た
い
と
思
う
。

そ
う
し
た
魅
力
的
な
住
宅
都
市
づ
く
り

は
、
財
源
的
に
も
人
員
的
に
も
行
政
の
力

だ
け
で
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
本

市
は
六
十
歳
前
後
の
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の

世
代
」
周
辺
の
人
口
が
す
こ
ぶ
る
多
い
。

こ
の
世
代
に
は
、
知
識
も
経
験
も
体
力
も

時
間
も
豊
富
で
、
ま
た
公
共
に
対
す
る
参

画
意
識
の
高
い
方
が
少
な
く
な
い
。

行
政
が
こ
の
よ
う
な
方
々
と
ど
う
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
か
、
こ

れ
に
「
関
西

一
魅
力
的
な
住
宅
都
市
」
づ

く
り
の
成
否
は
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

4説話誕~2007・11月号29 



特

7 

集

こ
れ
か
ら
の
住
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徳
島
県
(
木
造
住
宅
耐
震
化
)
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の
協
力
を
得

τ

-

武
井
利
行

ハ

徳
島
県
県
土
整
備
部
住
宅
課
長

南
海
地
震
の
発
生
は
、
い
ず
れ
不
可
避
だ
。
そ
の
際
、
家
屋
倒
壊
に
よ
る
圧
死
の
不
幸
は
、
何
と
し
て
も
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
徳
島
県
は
助
か
る
命
を
助
け
る
た
め
に
、
「
耐
震
診
断
」
と
「
耐
震
改
修
」
が

全
県
下
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
努
力
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
様
々
な
副
次
効
果
も
期
待
で
き
る
。

「
安
全
・
安
心
と
く
し
ま
」
の
実
現
は
、
「
オ
ン
リ
ー
ヮ

ン
徳
島
行
動
計
画
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
基
本
目
標
の

一

つ
だ
。
特
に
足
摺
岬
沖
か
ら
潮
岬
沖
付
近
の
南
海
ト
ラ
フ

沿
い
地
域
を
震
源
と
し
て
発
生
す
る
南
海
地
震
は
、
一
九

四
六
年
の
昭
和
南
海
地
震

(
M
八
・

O
)、
一
人
五
四
年

の
安
政
南
海
地
震

(
M
八
・
四
)
、
一
七

O
七
年
の
宝
永

地
震

(
M
八
・
四
)
と
、
繰
り
返
し
発
生
し
て
お
り
、
今

後
三
十
年
以
内
に
五

O
%
程
度
の
確
率
で
発
生
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。
南
海
地
震
へ
の
備
え
は
重
要
な
課
題
だ
。

徳
島
県
は
、
持
ち
家
比
率
が
全
国
平
均
を
上
回
る
な
ど

住
宅
事
情
は
比
較
的
良
好
だ
が
、
地
震
の
備
え
と
い
う
点

で
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
徳
島
県
住

生
活
基
本
計
画
で
も
、
施
策
を
講
じ
る
に
当
た
っ
て
重
視

す
べ
き
事
項
の
一
番
目
に
「
安
全
・
安
心
の
確
保
」
を
掲

げ
て
い
る
。

南
海
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
徳
島
県
で
は
震
度
五
強

か
ら
六
強
の
揺
れ
が
二
1
一一一
分
間
続
く
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
徳
島
県
が
二
O
O
四
年
度
に
実
施
し
た
南
海
地
震
の

被
害
想
定
調
査
で
は
、
最
大
死
者
数
が
四
千
三
百
、
う
ち

建
物
倒
壊
に
よ
る
も
の
が
二
千
五
百
と
な
っ
た
。

(
新
耐
震
基
準
前
が

9
万
戸

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
六
千
を
超
え
る
人
命
が
失
わ

れ
、
死
亡
原
因
の
八
割
以
上
が
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
圧
死

だ
っ
た
。
ま
た
、
倒
壊
し
た
家
屋
の
多
く
は
新
耐
震
基
準

の
施
行
(
一
九
八

一
年
)
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

だ
っ
た
。

徳
島
県
に
は
、

一
九
八

一
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
木
造

住
宅
が
約
九
万
戸
あ
る
。
南
海
地
震
発
生
時
の
死
者
ゼ
ロ

ゼ
ロ

を
目
指
す
「
と
く
し
ま
|
O
作
戦
」
の
展
開
に
当
た
っ

て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
は
欠
か
せ
な
い
。

徳
島
県
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
実
現
す
る
た
め

に、

O
四
年
度
か
ら
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
を
開
始

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
国
の
住
宅
・
建
築
物
耐
震
改
修
等

事
業
と
地
域
住
宅
交
付
金
を
活
用
し
て
、
次
の
三
つ
か
ら

な
る
。

【①

木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業
】

住
宅
所
有
者
が

市
町
村
に
申
し
込
む
と
、
個
人
負
担
三
千
円
で
耐
震
診
断

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

{②

木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
事
業
】

住
宅
所
有
者

が
「
倒
壊
又
は
大
破
の
危
険
あ
り
」
と
診
断
さ
れ
た
木
造

住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
場
合
、
耐
震
改
修
工
事
費

の
三
分
の
二
(
六
十
万
円
を
上
限
)
を
市
町
村
が
補
助
す
る

{③

耐
震
改
修
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
}
市
町
村
が
、
建

築
の
専
門
家
を
②
の
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
現
場
に

派
遣
す
る

こ
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震

性
能
を
診
断
で
き
る
建
築
士
、
耐
震
改
修
を
請
け
負
う
こ

と
が
で
き
る
施
工
業
者
が
必
要
だ
。
そ
こ
で
刷
徳
島
県
建

築
士
事
務
所
協
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
事
業
開
始
に
先

立
つ

O
三
年
度
か
ら
側
日
本
建
築
防
災
協
会
に
よ
る
「
我

が
家
の
耐
震
チ
ェ
ッ
ク
」
を
基
に
し
た
「
徳
島
県
木
造
住

宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
耐
震
診
断
員
の

講
習
、
耐
震
改
修
施
工
者
の
講
習
を
開
始
し
た
。

そ
の
後
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
「
徳
島
県
木
造
住
宅
耐
震
改

修
マ
ニ
ュ
ア
ル
上
巻
」
「
岡
下
巻
」
「
耐
震
改
修
工
事
実
例

集
」
と
四
冊
に
増
え
た
。

講
習
の
受
講
者
も
増
え
、

O
六
年
度
末
現
在
で
耐
震
診

断
員
五
百
十
、
耐
震
改
修
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
三
百
十
四
、
耐

震
改
修
施
工
者
四
百
二
十
五
人
が
名
簿
に
登
載
さ
れ
、
木

造
住
宅
の
耐
震
化
を
実
施
で
き
る
よ
う
県
内
の
住
宅
関
連

業
界
の
体
制
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
に
は
、
各
市
町
村
が
事

業
主
体
に
な
っ
て
住
民
か
ら
の
申
し
込
み
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
だ
。
実
施
市
町
村
は
、

O
四
年
度
の
開
始
以
来
、

補
正
予
算
も
含
め
て
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
結
果
、

O
五
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年
度
か
ら
は
耐
震
診
断
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

O
六
年
度

に
は
耐
震
改
修
支
援
事
業
と
耐
震
改
修
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事

業
に
つ
い
て
、
県
内
全
市
町
村
で
実
施
で
き
る
体
制
が
整

備
で
き
た
。

さ
ら
に

O
六
年
度
に
は
、
資
金
を
借
り
入
れ
て
耐
震
改

修
を
行
う
場
合
に
、
金
融
機
関
か
ら
の
優
遇
貸
し
付
け
と

併
せ
て
、
県
か
ら
補
助
を
行
う
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
本
県
か
ら
固
に
提
案
し
た
耐
震
改

修
促
進
税
制
が
実
現
し
、
助
成
制
度
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

(
跨
踏
し
て
い
る
県
民
に
向
け
て

木
造
住
宅
の
耐
震
化
は
、
住
宅
所
有
者
が
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
進
ま
な
い
。
こ
の
た
め
徳
島
県
で
は
、
全
て
の
県

民
が
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
を
利
用
で
き
る
環
境
の

整
備
と
と
も
に
、
対
象
住
宅
を
所
有
す
る
県
民
が
木
造
住

宅
の
耐
震
化
に
取
り
組
む
よ
う
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
広
報
、
防
災
セ
ン
タ
ー
や
防
災

訓
練
会
場
の
ブ

l
ス
な
ど
で
の
直
接
的
な

P
R活
動
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
市
町
村
、
報
道
機
関
、
住
宅
関
連
業

者
か
ら
の
情
報
発
信
を
促
進
す
る
た
め
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
臓
な
ど
の
資
材
、
情
報
の
提
供
を
実
施
し
て
い
る
。

広
報
に
当
た
っ
て
は
、

①
南
海
地
震
の
発
生
が
高
い
確

率
で
予
想
さ
れ
て
い
る
②
一

九
八

一
年
以
前
に
建
て
ら
れ

た
木
造
住
宅
は
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
③
倒
壊
し
た
家

屋
の
下
敷
き
に
な
る
と
命
が
失
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
④

市
町
村
に
申
し
込
め
ば
耐
震
診
断
が
受
け
ら
れ
る
⑤
耐
震

改
修
工
事
を
実
施
す
る
際
に
補
助
や
税
制
上
の
優
遇
措
置

を
受
け
ら
れ
る
|
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

O
四
1
0
六
年
度
の
三
年
間
に
、
耐
震
診
断
二
千
六
百

五
十
七
戸
、
耐
震
改
修
百
六
十
九
戸
が
実
施
さ
れ
た
。
耐

震
診
断
を
受
け
た
住
宅
の
七
割
の
診
断
結
果
が
「
倒
壊
又

は
大
破
の
危
険
あ
り
」
で
、
耐
震
改
修
を
実
施
し
た
住
宅

の
平
均
工
事
費
は
百
六
十
万
円
だ
っ
た
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事
業
を
活
用
す
る
と
、
百
六

十
万
円
の
工
事
費
に
対
し
て
補
助
金
が
六
十
万
円
交
付
さ

れ
る
。
併
せ
て
、
耐
震
改
修
促
進
税
制
で
所
得
税
十
六
万

円
、
固
定
資
産
税
三
万
円
の
公
的
助
成
が
見
込
ま
れ
る
の

で
、
自
己
負
担
は
半
分
の
約
八
十
万
円
で
収
ま
る
。
「耐

震
改
修
工
事
」
が
ど
ん
な
工
事
か
分
か
ら
な
い
た
め
に
耐

震
診
断
の
申
し
込
み
を
鰭
踏
し
て
い
る
県
民
に
、
こ
の
よ

う
な
情
報
を
開
示
し
て
理
解
を
求
め
て
い
る
。

(
「
戸
別
訪
問
」
「
押
し
か
け
講
座
」
も

徳
島
県
で
は
、
県
民
の
要
望
に

一
O
O
%
応
え
る
方
針

で
木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事
業
を
実
施
し
て
き
た
が
、

一
層
の
促
進
を
図
る
た
め
に
、

一
0
年
度
ま
で
に
耐
震
診

断
を

一
万
戸
実
施
す
る
目
標
を
設
定
し
た
。

し
か
し
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
は
①
多
く
の
県
民
の
う

ち

一
九
八

一
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
所
有
者

に
訴
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
②
こ
の
住
宅
所
有
者
の
多

く
が
高
齢
者
で
あ
る
③
住
宅
の
利
便
性
は
向
上
し
な
く
と

も
耐
震
改
修
工
事
が
必
要
で
あ
る
ー
ー
な
ど
、
ク
リ
ア
す

べ
き
課
題
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
よ
り
き
め
細
か
く
、
県
民
に
訴
え
掛
け
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
、

O
七
年
度
か
ら

「徳
島
ト
ク
ト
ク

事

業

(
ゼ
ロ
予
算
事
業
)
」

と
し
て
「
耐
震
診
断
重
点
啓

発
事
業
」

を
位
置
付
け
、

①
市
町
村
の
担
当
者
と
と
も
に
、

一
九
八

一
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
木
造
住
宅
が
集
中
す
る

重
点
啓
発
地
区
の
住
宅
を
訪
問
す
る

「戸
別
訪
問
」
②
自

主
防
災
組
織
な
ど
地
域
の
集
会
で
説
明
す
る

「押
し
か
け

耐
震
講
座
」

③
能
登
半
島
地
震
や
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の

被
災
写
真
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
の
必
要
性
と
支
援
制
度

を
パ
ネ
ル
化
し
、
県
の
支
所
、
市
町
村
役
場
を
巡
回
し
て

展
示
す
る
「
巡
回
パ
ネ
ル
展
」
'
を
実
施
し
て
い
る
。

(
専
門
知
識
を
持
っ
た
普
及
体
制
を

徳
島
県
で
は
、
南
海
地
震
に
備
え
、
特
に
対
策
が
必
要

な
古
い
木
造
住
宅
を
対
象
に
、

最
小
限
の
負
担
で
命
を
守

れ
る
よ
う
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を
支
援
す
る
施
策
を
講

じ
て
き
た
。

こ
れ
が
県
民
に
普
及
す
る
た
め
に
は
、
地
域
に
密
着
し

た
き
め
細
か
な
普
及
啓
発
活
動
が
不
可
欠
で
あ
り
、
市
町

村
に
よ
る
さ
ら
に
積
極
的
な
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
過
程
で
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
防
災
と
建
築
に

関
す
る
専
門
知
識
を
背
景
に
住
民
と
対
話
で
き
る
よ
う
、

民
間
建
築
技
術
者
の
協
力
に
よ
る
普
及
体
制
を
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
の
必
要
性
だ
。

「
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
時
代
」
だ
が
、
住
宅
を
長
持
ち
さ

せ
る
た
め
に
は
改
修
工
事
が
重
要
だ
。
地
域
の
業
者
が
受

注
を
獲
得
し
や
す
い
改
修
工
事
は
、
地
域
の
住
宅
産
業
に

と
っ
て
有
望
な
市
場
だ
。
耐
震
改
修
工
事
を
き
っ
か
け
に
、

業
界
の
技
術
力
向
上
、
消
費
者
に
対
す
る
透
明
性
の
確
保

な
ど
を
図
り
、
地
域
の
住
宅
産
業
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い

く
好
機
で
も
あ
る
。

木
造
住
宅
の
耐
震
化
は
、

南
海
地
震
が
発
生
し
た
時
、

倒
壊
家
屋
に
よ
る
死
亡
を
な
く
す
こ
と
が
直
接
の
目
的
だ

が
、
県
民
の
総
合
的
な
防
災
力
の
向
上
、
地
域
産
業
の
活

性
化
な
ど
に
も
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
、

普
及
啓
発
活

動
を
高
め
て
木
造
住
宅
の
耐
震
化
対
策
の
推
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

i車翼民!)2007・11月号31 
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愛
知
県
建
設
部
建
築
担
当
局

建
築
指
導
課
主
幹

• 川
端
寛
文

住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
は
思
う
ほ
ど
進
ま
な
い
場
合
が
多
い
よ
う
だ
が
、
愛
知
県
は
県
、
市
町
村
、
関
係
団
体

が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
、
診
断
件
数
日
本
一
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

東
海
・
東
南
海
地
震
は
切
迫
性
が
高
く
、
被
害
も
広
範

囲
か
つ
甚
大
な
も
の
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
愛
知

県
は
地
震
防
災
対
策
を
政
策
の
柱
の

一
つ
に
位
置
付
け
、

全
庁
を
挙
げ
て
総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
改
正
施
行
さ
れ
た
耐
震
改
修
促
進
法
に
基

づ
き
、
今
年
三
月
に
法
に
定
め
る
都
道
府
県
耐
震
改
修
促

進
計
画
と
し
て
「
愛
知
県
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計
画
|

あ
い
ち
建
築
耐
震
プ
ラ
ン
二
O
一
五
|
」
を
策
定
し
、
住

宅
・
建
築
物
の
耐
震
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
は
、
計
画
の
う
ち
主
に
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に

関
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
新
耐
震
基
準
(
一
九
八

一

年
)
以
前
の
木
造
住
宅
が
多
数
倒
壊
し
、
多
く
の
死
傷
者

を
出
し
た
。
ま
た
、
犠
牲
者
の
約
八
割
が
家
屋
や
家
具
な

ど
に
よ
る
圧
死
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

住
宅
の
地
震
対
策
は
重
要
な
課
題
と
の
認
識
の
下
、
「
第

一
次
あ
い
ち
地
震
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
(
計
画
期

間
一

二
O
O
二
l
O
六
年
度
)
に
位
置
付
け
、

O
二
年
か

ら
は
民
間
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を
、

O
三
年
か
ら

は
民
間
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
補
助
を
実
施
し
て
い

る。
O
一
年
に
東
海
地
震
の
想
定
震
源
域
が
愛
知
県
寄
り
に

見
直
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
県
と
市
町
村
が
連
携

し
て
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
無
料
耐
震
診
断
事
業
を

創
設
し
た
。
O
六
年
度
か
ら
は
中
央
防
災
会
議
の
地
震
防

災
戦
略
の
決
定
を
受
け
、
新
た
な
計
画
と
し
て

一
四
年
度

ま
で
に
十
三
万
戸
の
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
目
標
を
掲
げ

取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
約
六
万
六
千
戸
の
耐
震

診
断
を
実
施
し
て
お
り
、
件
数
と
し
て
は
全
国

一
位
だ
。

(
補
強
工
事
2
万
戸
の
目
標

無
料
耐
震
診
断
事
業
創
設
の
翌
O
三
年
度
か
ら
、
耐
震

診
断
を
受
診
し
た
結
果
、
所
要
の
耐
震
性
能
が
な
い
民
間

木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
耐
震
改
修
費
の
補
助
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
。
こ
れ
も
無
料
耐
震
診
断
事
業
と
同
様
に

O

六
年
度
か
ら
新
た
な
計
画
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
一
五
年

度
ま
で
に
二
万
戸
の
実
施
を
目
標
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
四
年
間
の
耐
震
改
修
費
補
助
の
結
果
は
、
左

32 

頁
図
の
通
り
、
補
助
を
受
け
て
実
施
し
た
耐
震
改
修
工
事

の
費
用
平
均
は
百
七
十
四
万
円
。
ま
た
、
約
半
数
が
百
五

十
万
円
未
満
で
耐
震
改
修
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は

O
六
年
度
か
ら
地
域
住
宅
交
付
金
を
活
用

す
る
こ
と
と
し
た
が
、
県
内
に
は
基
幹
事
業
を
持
つ
市
町

村
が
三
分
の

一
で
あ
る
た
め
、
県
の
提
案
事
業
枠
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
内
全
て
の
市
町
村
に
も
れ
な
く

対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

補
助
金
額
六
十
万
円
の
内
訳
は
県
費
負
担
を
三
十
七
・

五
万
円
と
し
、
そ
の
四
割
の
十
五
万
円
に
つ
い
て
地
域
住

宅
交
付
金
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
県
、
市
町
村
の
実
質

負
担
を
そ
れ
ぞ
れ
二
十
二

・
五
万
円
と
し
て
い
る
。

岨政事⑩ 2007・11月号

(
関
係
団
体
の
協
力
で
ロ
ー
ラ
ー
作
戦

木
造
住
宅
耐
震
化
の
啓
発
は
市
町
村
が
中
心
に
実
施
し

て
い
る
。一

般
的
に
は
、
防
災
講
演
会
の
開
催
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
配
布
や
広
報
で
の
周
知
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、

三
年
ほ
ど
前
か
ら
、
対
象
者
に
直
接
申
請
書
を
届

け
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
が
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に

な
り
、
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
は
大
き
な
効
果
を
挙
げ
て
い

る
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
市
職
員
が
直
接
、
対
象
住
宅
に

申
請
書
を
届
け
る
市
が
い
く
つ
か
現
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
市
町
村
の
頑
張
り
が
全
国

一
位
の
診
断
件

数
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
目
標
を
実
現
す
る

た
め
に
は
新
た
な
展
開
が
必
要
と
い
う
認
識
が
あ
る
。

新
た
な
方
策
の
要
と
し
て
は
、
耐
震
化
の
啓
発
に
取
り

組
む
主
体
を
こ
れ
ま
で
の
市
町
村
職
員
中
心
か
ら
建
築

士
、
大
工
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
組
織
(
自
治
区
、

町
内
会
、
学
区
協
議
会
、
自
主
防
災
会
な
ど
以
下
同
じ
)

な
ど
に
広
げ
て
行
く
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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そ
の

一
つ
の
方
策
は
耐
震
診
断
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
だ
。
今

年
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
県
内
の
吉
良
町
で
地
元
の

大
工
さ
ん
の
組
合
が
町
内
の
す
べ
て
の
対
象
住
宅
を
回
り

無
料
耐
震
診
断
の
申
し
込
み
を
勧
誘
す
る
ロ
ー
ラ
ー
作
戦

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
吉
良
町
が
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
診

断
件
数
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
成
果
を
踏
ま
え
、
今
年
度
は
五
市
で
「
モ

デ
ル
耐
震
診
断
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
」
を
実
施
し
て
い
る
。
今

回
は
モ
デ
ル
実
施
で
あ
る
た
め
、
対
象
地
区
を
定
め
、
建

築
士
会
、
建
築
士
事
務
所
協
会
、
大
工
の
団
体
、
防
災
リ

ー
ダ
ー
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
よ
び
地
域
組
織
に
呼
び

総合判定値 1.0以上
「一応安全・安全J

12.4% 

-木造住宅無料耐震診断の結果分析

全体 65.980棟

(平成14・15・16・17・18年度分累計)

総合判定値

0.7~1 .0 

fやや危険J
26.4% 

総合判定値 0.7未満

f倒壊または大破壊の危険ありJ
61.2% 

-木進住宅耐震改修費補助の結果分析

全体 4.362棟 (平成15・16・17・18年度分累計)

O耐震改修工事費 平均 174万円(うち60万円の補助制度利用)
050.9%が、 150万円未満で耐震改修を実施

掛
け
、
事
前
に
中
越
沖
地
震
の
教
訓
を
学
ぶ
講
演
会
を
県

主
催
で
実
施
し
た
後
、
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
の
午
前
中

に
そ
れ
ら
の
人
た
ち
で
対
象
地
区
を
回
り
、
耐
震
診
断
を

勧
誘
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

も
う

一
つ
は
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
住
宅
の
耐
震
化

に
取
り
組
ん
で
い
く
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
だ
。

愛
知
県
で
も
自
主
防
災
会
の
組
織
率
は
九
五
%
を
超
え

て
い
る
が
、
多
く
の
組
織
は
避
難
訓
練
や
災
害
用
品
の
備

蓄
の
み
で
、
地
域
の
耐
震
化
や
家
具
固
定
な
ど
震
前
の
取

組
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
数
だ
。

地
域
組
織
が
地
震
時
の
人
的
被
害
を
減
ら
す
と
い
う
と

こ
ろ
に
着
目
し
て
自
主
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
れ
ば
、

耐
震
化
の
取
り
組
み
は
大
き
く
前
進
す
る
と
考
え
て
い

る
。
地
域
に
は
、
防
災
に
熱
心
な
個
人
や

N
P
Oな
ど
の

団
体
、
建
築
専
門
家
な
ど
様
々
な
人
材
が
あ
り
、
そ
れ
ら

と
協
働
す
れ
ば
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
」
も
比
較
的
容
易
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
」

を
開
始
す
る
枠
組
み
と
し
て
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
県
と
し
て
推
進
し
て
い
る
。

O
五
年
度
に
防
災
ま
ち
づ
く
り
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
構
築
事
業
に
取
り
組
み
、
半
田
市
岩
滑
区
、
田
原
市
加

治
区
の
二
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
、
地
域
組
織
が
主
体

と
な
っ
て
、
行
政
(
市
町
村
)
や
他
の
市
民
組
織
(
建
築

士
会
、
消
防
団
、

N
P
Oな
ど
)
と
連
携
し
て
、
住
宅
の

耐
震
化
を
は
じ
め
と
し
た

《
減
災
》
に
向
け
た
防
災
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
成
果
を
受
け
て
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る

た
め
、
地
域
で
の
キ
ッ
ク
オ
フ
講
演
会
へ
の
講
師
の
派
遣

事
業
や
防
災
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
防
災
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成

事
業
で
は
十
月
十
一
月
の
土
、
日
曜
日
を
四
日
使
っ
た
連

続
講
座
を
定
員
百
名
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
定
員
を
超
え

る
応
募
が
あ
り
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
。

(
国
立
大
学
が
加
わ
り
減
災
協
議
会

耐
震
改
修
は
、
建
築
士
、
工
務
底
な
ど
の
役
割
も
大
き

い
こ
と
か
ら
、
推
進
に
当
た
っ
て
も
連
携
協
力
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
県
、
市
町
村
、
建
築
関

係
団
体
で
組
織
し
て
い
る
愛
知
県
建
築
物
地
震
対
策
推
進

協
議
会
を
活
性
化
さ
せ
、
こ
の
組
織
を
中
心
に
し
た
推
進

を
進
め
て
い
る
。

耐
震
改
修
済
み
シ

l
ル
の
発
行
、
地
域
ご
と
の
耐
震
改

修
組
織
の
立
ち
上
げ
支
援
、
耐
震
改
修
事
例
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
公
表
制
度
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。
構
成
団
体
が
耐

震
改
修
の
推
進
に
向
け
て
連
携
協
働
し
て
力
が
発
揮
で
き

る
よ
う
県
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
き
た
い
。

さ
ら
に
、
安
価
な
耐
震
改
修
工
法
の
開
発
や
耐
震
改
修

に
関
わ
る
技
術
支
援
を
進
め
る
た
め
、
県
内
の
三
つ
の
国

立
大
学
法
人
と
愛
知
県
、
名
古
屋
市
、
建
築
関
係
団
体
な

ど
が
連
携
し
て
、
「
愛
知
建
築
地
震
災
害
軽
減
シ
ス
テ
ム

研
究
協
議
会
(
略
称
一
減
災
協
議
会
)
」
を
設
立
し
て
お

り
、
安
価
な
耐
震
改
修
工
法
の
開
発
や
評
価
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

今
年
七
月
に
発
生
し
た
中
越
沖
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え

て
も
、
や
は
り
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
な
い
限
り
人

的
被
害
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
愛
知
県
と
し
て
も

補
助
制
度
な
ど
で
県
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
共
に
、

市
町
村
や
様
々
な
団
体
、
個
人
と
連
携
し
て
木
造
住
宅
の

耐
震
化
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
め
て
行
き
た
い
。
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9 

札
幌
市
(
何
で
も
相
談
)

N
P
O
法
人
さ

っ
ぽ
ろ
住
ま
い
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
理
事
長

• 山
本
明
恵

圏
築
す
る
に
し
て
も
、
改
築
す
る
に
し
て
も
、
あ
る
い
は
移
り
住
む
こ
と
に
し
て
も
、
住
ま
い
そ
の
も
の
や
住

環
境
に
関
し
て
は
疑
問
・
知
り
た
い
こ
と
、
要
望
は
尽
き
な
い
も
の
だ
。
特
に
疑
問
点
に
つ
い
て
は
、
誰
に
尋
ね

た
ら
い
い
の
か
も
分
か
ら
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。
が
札
幌
市
に
は
、
お
よ
そ
住
ま
い
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何

で
も
相
談
に
乗
り
、
疑
問
に
答
え
ま
す
と
い
う
組
織
が
あ
る
。

(
2
年
余
の
助
走
期
間
を
経
て

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
た
い
日

そ
れ
な
ら
「
さ
っ
ぽ
ろ
住
ま
い
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

「
さ
っ
ぽ
ろ
住
ま
い
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
は
、

住
ま
い
に
関
す
る
様
々
な
立
場
と
機
関
(
市
民
、

N
P

0
・
公
論
法
人
、
事
業
者
、
行
政
)
が
連
携
す
る
こ
と
で
、

多
様
化
、
複
合
化
す
る
住
ま
い
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む

た
め
の
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

(
組
織
)
だ
。

市
民
と
専
門
家
、
あ
る
い
は
専
門
家
同
士
聞
の
有
機
的

な
連
携
を
生
む
人
材
と
し
て
の
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
」
(
市
民
)
の
養
成
や
、
相
談
受
け

付
け
、
普
及
、
啓
発
な
ど
の
事
業
を
通
じ
て
、
市
民
の

「
自
分
ら
し
く
住
ま
う
」
こ
と
の
実
現
と
、
「誰
も
が
安
心

安
全
に
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
の
創
造
を
目
指
し
活
動

を
し
て
い
る
。

「
住
ま
い
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
は
札
幌
市
(
百

八
十
九
万
人
)
が
「
札
幌
市
住
宅
基
本
計
画
二
O
O
五」

の
中
で
提
示
し
た
概
念
で
、
札
幌
市
の
呼
び
掛
け
に
よ
り
、

約
十
の
公
益
法
人
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
の
連
携
母
胎
を

中
心
に
、

二
O
O
四
年
度
か
ら
協
議
を
始
め
た
。

基
本
目
標
と
し
て
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま

い
の
実
現
」
「
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
」
「
後
世
に

引
き
継
ぐ
魅
力
あ
る
住
環
境
の
形
成
」
が
挙
げ
ら
れ
、
住

ま
い
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
が
提
案
さ
れ
た
。

中
で
も
、
特
に
緊
急
性
が
高
い
重
点
テ

l
マ
と
し
て
、

マ
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

マ
高
齢
者
向
け
住
宅
、
そ
の
他
取
込

む
テ
l
マ
と
し
て
マ
中
古
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

マ
住
み
替
え

支
援
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
マ
札
幌
型
住
ま
い

マ
ま
ち
づ

く
り
マ
住
教
育
の
推
進
ー
が
挙
げ
ら
れ
た
。

O
五
1
0
六
年
度
に
か
け
て
、
創
設
の
た
め
の
試
行
的

取
り
組
み
ゃ
、
組
織
の
在
り
方
を
検
討
し
、
そ
の
活
動
の

成
果
の

一
つ
と
し
て
、

O
七
年
七
月
に
「
N
P
O
法
人
さ

34 

っ
ぽ
ろ
住
ま
い
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
が
設
立
さ
れ
た
。

(
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
責
任
持
つ
て

岨oω 2007・11月号

さ
っ
ぽ
ろ
住
ま
い
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
「
N
P

O
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
住
ま
い
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
が
核

と
な
り
、
住
ま
い
に
関
わ
る
公
益
法
人
や
他
の
市
民
活
動

団
体
、
事
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
担
い
な
が
ら
、
相
互
に
連
携
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る

(
次
ベ

l
ジ
の
概
念
図
参
照
)
。

こ
れ
ま
で
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
①
密
接
な
連
携

(
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)
づ
く
り
②
情
報
交
流
の
拠
点
(
場
)

づ
く
り
③
協
働
の
体
制
(
活
動
主
体
)
づ
く
り
ー
ー
を
進

め
て
き
た
。

Z2 
杢百
三 は

以
下
の
よ
う
な
活
動
を
進
め
て
い
る
。

市
民
の
住
ま
い
に
関
す
る
問
題
に
、
建さっぽろ住まいのプラットフォームが主催したフォーラム
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築
士
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
、
宅
建
主
任
者
、
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
、
社
会
福
祉
士
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
、
弁
護
士
、
税
理
士
な
ど
専
門
家
が
連
携
し
て

対
応
す
る
。

事
務
所
で
の
窓
口
相
談
、
電
話
相
談
の
ほ
か
、
必
要
に

応
じ
て
コ

l
デ
イ
ネ

NPO法人
さっぽろ住まいのプラットフォーム

設立年 :2007年7月

運営主体 :NPO法人

代表者 :山本明恵

会員数:45人

<事務局連絡先>

干060-0001
札幌市中央区北1条西5丁目北一条ビル

さっぽろチャレンジオフ ィス (SCO)内

電話 011 -222-9800 

ー
タ
ー
に
よ
る
現
地

相
談
も
実
施
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
、

公
益
法
人
や
行
政
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
相

ネットワーク化で生まれるメリット

「肉伽刈ツトf:lIr-C:f:ぃ.
3礎聞の写実化を進める a

「一ー プラッ トフォームの初期

白川 モデルとして糊開始!

I I関査続突事案

談
員
を
派
遣
し
、
相
談
会
を
開
催
し
て
き
た
。
相
談
の
み

で
終
ら
さ
ず
、
事
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、
「
住

ま
い
の
検
討
会
議
」
に
よ
る
実
際
の
工
事
内
容
の
検
討
や
、

「
住
宅
改
善
支
援
チ
l
ム
」
で
の
改
修
工
事
を
実
施
し
て

い
る
。
初
め
か
ら
終
り
ま
で
責
任
を
持
っ
た
対
応
は
相
談

者
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

【
市
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー
】

「
住
ま
い
の
訪
問
セ
ミ
ナ
ー
」

は
町
内
会
や
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
な
ど
、
市
民
の
集
ま

り
に
、
専
門
家
を
セ
ミ
ナ
ー
講
師
と
し
て
派
遣
し
、
受
講

者
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い
テ
l
マ
(
住
ま
い
総
合
、
高

齢
者
と
住
ま
い
、
子
ど
も
と
住
ま
い
、
住
ま
い
と
地
域
の

安
全
、
マ
ン
シ
ョ
ン
関
係
、
住
ま
い
の

へhu
J

資
金
、
住
ま
い
の
法
律
な
ど
現
在
二
十

/
帥
¥

¥
吋
ノ

五
の
テ
l
マ
メ
ニ
ュ
ー
)
で
講
演
す
る
。

一

{

犠

}

F

)

/

悌
¥

ま
た
、
話
題
の
住
ま
い
に
関
す
る
テ

圏

内

b

一

様

『

)

l
マ
や
、
個
別
性
の
高
い
対
象
を
絞
っ

司

員

同

¥

C

/

『

間

一
与

で

た
テ
l
マ
を
取
り
上
げ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

刈
d

司

会
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。

斥

V
A

{情
報
提
供
}

「
企
画
型
イ
ベ
ン
ト
」

J

恥

刊

で

は

、

民

間

の

シ

ニ

ア

向

け

住

宅

の

見

附
同

抗

日
制

学
ツ
ア
ー
な
ど
、
ニ

l
ズ
に
対
応
す
る

パ

・
行山

事
業
を
展
開
し
、
好
評
を
得
て
い
る
。

H

‘

そ
の
他
、
建
材
や
設
備
機
器
、
福
祉
用

h

，

時
具
な
ど
の
展
示
と
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
や

a

，F

例

μ
y
u
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
は
、
企
業
の
協
賛

E
t
y
'

シ

一日，

J
忠

や
協
働
で
継
が
る
こ
と
が
で
き
た
。

阿

国
鵬一円

ま
た
、
「
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
」
に
よ
る

情
報
・
コ
ラ
ム
・
各
団
体
の
事
業
案
内

な
ど
の
掲
載
や
「
住
ま
い
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
通
信」

な
ど
市
民
、
会
員
向

け
に
活
動
内
容
の
発
信
を
し
て
い
る
。
将
来
は
、
ホ

l
ム

ベ
l
ジ
で
蓄
積
さ
れ
た
情
報
や
、
調
査
な
ど
を
通
じ
て
取

得
し
た
情
報
を
集
約
し
、
出
版
物
と
し
て
提
供
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

【
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
の
養
成
】

研
修
を
通
じ
て
、
地
域
に
住
み
な
が
ら
、
各
種
専
門
家
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
周
り
の
住
民
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
人
材

(地
域
の
担
い
手
)
を
育
成
し
て
い
る
。

【
事
業
者
セ
ミ
ナ
ー
】

「
多
角
的
な
見
方
が
で
き
る
」

「
地
域
性
を
理
解
す
る
」
「
収
益
、
公
益
の
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
る
」
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
考
え
方
を
共
有
で

き
る
事
業
者
と
の
連
携
を
深
め
る
。

(
ま
ち
な
か
暮
ら
し
が
増
え
る
中
で

札
幌
市
に
は
近
年
、
「
ま
ち
な
か
暮
ら
し
」
を
求
め
て

地
方
か
ら
移
住
し
て
く
る
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
。
地

域
格
差
が
進
む
中
、
冬
期
間
の
寒
さ
や
雪
の
問
題
、
少
子

化
に
よ
る
家
族
の
変
化
、
高
齢
化
に
よ
る
健
康
へ
の
不
安
、

住
ま
い
の
老
朽
化
と
維
持
管
理
の
困
難
さ
、
災
害
や
犯
罪

な
ど
の
不
安
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
に
よ
る
孤
独

感
・
:
住
み
慣
れ
た
地
域
や
住
ま
い
で
暮
ら
し
続
け
た
い
と

願
っ
て
も
、
住
み
続
け
ら
れ
な
い
様
々
な
要
因
が
あ
る
。

ま
た
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
も
、
安
心
し
て
子
育
て
の

で
き
る
住
ま
い
や
環
境
の
選
択
が
難
し
い
時
代
に
な
っ
て

姐&lω

い
る
。
そ
う
し
た
中
、
「
さ
っ
ぽ
ろ
住
ま
い
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
」
は
暮
ら
し
の
場

(住
ま
い
、
ま
ち
)
を
通
し
て
、

「
自
分
ら
し
く
住
ま
う
」
「
誰
も
が
安
心
安
全
に
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
」
づ
く
り
を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
す
る

N
P

O
と
し
て
着
実
に
活
動
を
続
け
た
い
。
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こ
れ
ま
で
の
「
住
(
環
境
)
政
策
」
、
あ
る
い
は
「
ま
ち
づ
く
り
政
策
」
は
、
。
合
理
的
に
行
動
す
る
人
間
像
ψ

を
基
底
に
置
い
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
非
合
理
的
な
人
間
行
動
」
を
知
れ
ば
、
新
た
な
政
策
が
見
え
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
。

人
間
行
動
は
か
く
非
合
理

多
く
の
人
は
日
頃
、
「
合
理
的
な
行
動
」
を
心
掛
け
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

に
し
て
も
主
婦
に
し
て
も
、
仕
事
の
効
率
が
高
ま
ら
ず
、

自
分
の
し
た
い
こ
と
を
十
分
に
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
逆
に
言
え
ば
、
合
理
的
に
行
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

最
短
距
離
で
の
目
標
達
成
が
可
能
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

私
た
ち
は
合
理
的
な
行
動
を
「
良
い
も
の
」
と
し
、
そ
れ

を
目
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
社
会
的
な
認
識
が
持
た
れ
て
い
る
中
で
、

「
必
ず
し
も
人
は
合
理
的
に
行
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
言
う
と
、
「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
少
な
く
と
も

私
は
合
理
的
だ
」
と
反
論
し
た
く
な
る
人
も
少
な
く
な
い

の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
本
当
に
私
た
ち
は
日
頃
か
ら

合
理
的
に
行
動
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

私
自
身
の
行
動
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

|
|
仕
事
帰
り
に
何
気
な
し
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス

ト
ア
に
入
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
物
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
つ
い
フ
ラ
ッ
と
入

り
、
予
定
外
の
出
費
を
し
て
し
ま
う
。
ー
ー
あ
る
日
の
帰

宅
時
、
「
今
日
は
違
う
道
を
行
っ
て
み
よ
う
」
と
思
い
、

日
頃
の
最
短
経
路
と
は
異
な
る
道
か
ら
帰
る
。
も
ち
ろ
ん
、

帰
路
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
な
ど
な
い
。
な
ん

と
な
く
、
「
そ
う
し
た
い
」
と
思
っ
た
か
ら
、
そ
う
し
た

だ
け
だ
。

こ
の
よ
う
な
行
動
は
、
無
駄
な
出
費
や
時
間
の
浪
費
に

繋
が
る
た
め
、
合
理
的
な
行
動
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
経
験
を
持
つ
人
は
多
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
内
心
で
は
割
に
合
わ
な
い
と
考
え
て
い
て
も
、

友
人
に
頼
ま
れ
、
や
む
な
く
協
力
し
た
経
験
を
持
つ
人
も

少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
割
に
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

利
益
以
上
に
不
利
益
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
行
動
も
合
理
的
と
は
言
い
難
い
。

さ
ら
に
、
不
利
益
し
か
生
ま
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
止

め
ら
れ
な
い
行
動
も
あ
る
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
失
敗
談
な
ど

が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
志
し
て
い
る
人
に

と
っ
て
、
甘
い
物
は
天
敵
に
な
る
が
、
頭
で
は
分
か
っ
て

い
て
も
、
何
ら
か
の
理
由
を
付
け
て
食
べ
て
し
ま
う
。
こ

の
よ
う
な
行
動
も
合
理
的
と
は
言
い
難
い
。
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私
た
ち
が
完
全
に
合
理
的
な
存
在
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
行
動
は
行
わ
な
い
は
ず
だ
。
し
か
し
実
際
に

は
、
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
非
合
理
的
な
行
動
を
取
る
。

し
か
も
、
か
な
り
の
頻
度
で
。

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
私
た
ち
人
間
を
「
完
全
に
合

理
的
な
存
在
」
と
し
て
考
え
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
く
。

す
な
わ
ち
、
「
人
間
は
合
理
的
行
動
を
指
向
す
る
も
の

の
、
実
際
に
合
理
的
に
行
動
で
き
る
場
面
は
限
定
さ
れ
て

い
る
」
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
と
一言
尽
え
よ
う
。

「非
合
理
な
人
間
」
を
想
定
し
て

こ
れ
ま
で
の
住
環
境
政
策
は
、
「
人
間
は
合
理
的
で
あ

る
」
と
い
う
前
提
の
下
で
検
討
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
政
策
は
、
極
め
て
厳
し
い

前
提
条
件
の
下
で
検
討
さ
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
は
失

敗
に
終
わ
る
危
険
性
も
含
ん
で
い
る
。

例
え
ば
、
パ
ス
の
収
支
改
善
策
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
乗

客
数
の
少
な
さ
に
悩
む
パ
ス
の
収
支
を
改
善
す
る
た
め
、

パ
ス
の
便
数
を
増
や
し
た
が
、
乗
客
数
が
さ
ほ
ど
伸
び
な

か
っ
た
と
い
う
話
は
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
。
パ
ス
を
利
用

し
な
い
理
由
が
本
当
に
利
便
性
だ
け
で
あ
れ
ば
、
利
便
性
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が
改
善
さ
れ
、
そ
れ
が
十
分
に
周
知
さ
れ
れ
ば
パ
ス
の
利

用
者
は
増
え
る
は
ず
だ
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
利
用
者
は
さ
ほ
ど
増
え
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
人
々
が
必
ず
し
も
合
理
的
で
は
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
お
そ
ら
く

《
慣
性
の
法

則
》
と
で
も
言
え
る
よ
う
な
習
慣
の
力
が
作
用
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
自
家
用
車
に
よ
る
通
勤
の
習
慣
が
で
き
て

い
る
た
め
、
た
と
え
パ
ス
が
増
便
し
よ
う
と
も
、
通
勤
手

段
を
変
え
よ
う
と
は
考
え
な
い
の
だ
ろ
う
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
変
え
よ
う
と
い
う
発
想
す
ら
全
く
思
い
浮
か
ば
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
た
例
は
、
人
々
が
完
全
に
合
理
的
で
あ
る
と
い

う
仮
定
に
強
く
依
存
す
る
こ
と
の
危
険
性
を
示
唆
し
て
い

る
。
特
に
こ
こ
で
莫
大
な
投
資
が
必
要
と
な
る
よ
う
な
政

策
の
実
施
に
際
し
て
は
、
「
人
々
は
さ
ほ
ど
合
理
的
で
は

な
い
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
そ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
も
必

要
だ
。
著
者
が
高
校
生
の
頃
の
教
科
書
に
、
小
田
実
氏
の
「
逆

さ
に
地
図
を
な
が
め
て
ご
ら
ん
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
が
載

っ
て
い
た
。
内
容
は
「
視
点
を
変
え
れ
ば
、
新
た
な
発
見

が
あ
る
」
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、

「
人
は
思
っ
た
ほ
ど
合
理
的
で
は
な
い
」
と
い
う
視
点
か

ら
人
間
の
行
動
や
様
々
な
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
え
て

み
る
と
、
興
味
深
い
ア
イ
デ
ア
、
全
く
想
定
し
て
い
な
か

っ
た
方
向
の
政
策
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

で
は
、
人
を
さ
ほ
ど
合
理
的
な
存
在
と
は
考
え
な
い
視

点
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

一
例
と
し
て
、
「
人
は
常
に
綿
密
な
思
考
に
よ
っ
て
自

ら
の
行
動
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の
感
情
や

思
い
込
み
、
周
囲
の
動
向
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
時
と
し

て
論
理
的
な
思
考
を
経
ず
に
意
思
決
定
す
る
存
在
で
あ

る
」
と
い
う
視
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
心
理
学
(
主
に
社
会

心
理
学
)
で
は
、
こ
の
よ
う
な
人
間
の
特
性
を
踏
ま
え
た

上
で
意
思
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
心
理

学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
呼
べ
よ
う
。

こ
れ
ま
で
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
得
ら
れ
て
き
た
知

見
を
紹
介
し
た
い
。

不
便
で
高
地
価
で
も
「
高
級
」
住
宅
地
な
ら

人
は
ど
の
よ
う
に
し
て
住
む
場
所
を
決
め
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
は
、
主
に

《
シ
ス
テ

ム
ズ
・
ア
ナ
リ
シ
ス
》
と
言
わ
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
用

さ
れ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
人
は
諸
条
件
を
綿
密
に
勘
案
し
、
も
っ
と

も
満
足
感
が
高
く
な
る
場
所
を
選
択
す
る
と
考
え
ら
れ
て

き
た
。
具
体
的
に
は
、
土
地
の
価
格
や
、
日
々
の
移
動
時

間
が
非
常
に
重
要
な
要
因
で
あ
り
、
人
は
そ
れ
ら
の
観
点

か
ら
候
補
地
を
評
価
し
、
最
も
高
い
満
足
感
が
期
待
さ
れ

る
場
所
を
選
ぶ
と
い
う
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
説
明
は
明
快

で
分
か
り
ゃ
す
い
が
、
冷
静
に
考
え
る
と
例
外
が
多
い
こ

と
に
気
付
く
。

例
え
ば
、
地
方
都
市
の
郊
外
に
位
置
す
る
高
級
住
宅
地

に
住
む
人
を
考
え
て
み
よ
う
。
郊
外
の
住
宅
地
は
、
郊
外

に
あ
る
が
ゆ
え
、
通
勤
や
通
学
な
ど
、
移
動
の
利
便
性
が

高
い
と
は
言
え
な
い
場
合
が
多
い
。
土
地
の
価
格
に
し
て

も
、
高
級
住
宅
地
の
場
合
、
他
の
場
所
に
比
べ
、
決
し
て

安
い
と
は
言
え
な
い
。

前
述
の
理
論
に
従
え
ば
、

そ
こ
に
住
も
う
と
す
る
人
は

極
め
て
少
な
く
な
る
は
ず
だ
。
し
か
し
現
実
に
は
、
郊
外

の
高
級
住
宅
地
に
住
み
た
が
る
人
は
多
い
。
な
ぜ
か
。

ま
た
、

《
ク
ロ
ス
・
コ
ミ
ュ

l
テ
イ
ン
グ
ポ
》
と
呼
ば
れ
る

現
象
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
分
の
勤
務
先
か
ら
見
て
、
市
街

地
を
挟
ん
で
反
対
側
の
地
域
に
居
住
す
る
現
象
を
い
う
。

例
え
ば
、
市
街
地
北
部
に
勤
務
地
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
市
街
地
南
部
に
居
住
す
る
よ
う
な
場
合
を
指
す
。
米

国
で
は
、
ク
ロ
ス
・
コ
ミ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
が
市
内
を
移
動

す
る
交
通
量
の
約

一一

%
を
占
め
る
と
い
う
推
定
結
果
も

あ
る
。
こ
の
現
象
も
、
前
記
の
理
論
に
従
っ
て
居
住
地
が
選
択

さ
れ
て
い
れ
ば
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
現
実
に

は
、
こ
の
よ
う
な
非
合
理
的
な
行
動
が
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
現
象
に
対
す
る

一
つ
の
説
明
と
し
て
、

《
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
・
マ
ッ
チ
ン
グ
務》

(
以
下
、

P
M
)
と
い
う
心
理

特
性
の
影
響
が
挙
げ
ら
れ
る
。
P
M
と
は
「
人
は
意
思
決

定
を
行
う
際
に
、
自
分
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

と
整
合
的
な
も
の
を
選
ぶ
傾
向
が
強
い
」
と
い
う
も
の
だ
。

例
え
ば
、
自
分
は
中
産
階
級
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
い
る
人
は
、
「
中
産
階
級
は
こ
う
振
る
舞
う
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
に
即
し
た
意
思
決
定
を
行
う
。
こ
の
場
合
、

重
要
な
の
は
「
自
分
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
」
で
あ
り
、
実

際
に
自
分
が
中
産
階
級
か
ど
う
か
は
問
題
で
は
な
い
。

こ
の
理
論
に
従
え
ば
、
利
便
性
が
低
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、

郊
外
の
比
較
的
高
級
な
住
宅
地
に
多
く
の
人
が
住
む
理
由

は
「
自
分
は
中
産
階
級
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
多
く
の
人

が
持
っ
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
「
ま
ず
、
郊
外
の
や
や
高
級
な
住
宅
地
か
ら

居
住
候
補
地
を
選
ん
だ
後
、
そ
の
中
か
ら
日
々
の
移
動
時

間
や
費
用
面
な
ど
を
考
慮
し
て
実
際
に
居
住
す
る
場
所
を
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決
定
す
る
」
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、

一
定
数
の
人
が

自
分
に
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
影
響
を
知
ら
ぬ
聞
に
受
け
、
従

業
地
か
ら
離
れ
て
い
て
も
、
イ
メ
ー
ジ
に
即
し
た
場
所
を

選
ぶ
た
め
、
ク
ロ
ス
・
コ
ミ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
が
生
じ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

P
M
を
考
慮
す
れ
ば
、
ア
ク
セ
シ
ピ
リ
テ
ィ

l
は
決
し

て
悪
く
は
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
売
れ
な
い
分
譲
地
が
多

く
残
っ
て
い
る
住
宅
地
が
存
在
す
る
理
由
も
説
明
で
き

る
。
つ
ま
り
、
当
該
地
域
の
人
々
が
自
分
た
ち
に
対
し
て

持
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
、
そ
の
住
宅
団
地
の
イ
メ
ー
ジ

が
符
合
し
な
い
た
め
、
多
く
が
売
れ
残
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
住
宅
地
の
販
売
を
促
進
し
、
土

地
利
用
の
効
率
を
高
め
る
た
め
に
は
、
ア
ク
セ
シ
ピ
リ
テ

ィ
l
の
改
善
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ
を
改

善
す
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

さ
ら
に
、

P
M
に
基
づ
い
て
考
え
れ
ば
、
街
路
景
観
も

そ
の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

自
分
を
中
産
階
級
だ
と
思
っ
て
い
る
人
は
、
他
の
中
産
階

級
の
人
々
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
自
宅
を
小
締
麗
に
保

ち
、
場
合
に
よ
っ
て
は
美
し
く
飾
り
立
て
る
。

こ
の
場
合
、
行
政
が
特
別
に
介
入
し
な
く
て
も
、
こ
の

よ
う
な
行
為
は
自
発
的
に
行
わ
れ
、
そ
の
地
域
は
美
し
さ

が
保
た
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
逆
も
然
り
で
、
自
分
た
ち
は

美
し
い
環
境
と
は
無
縁
だ
と
考
え
て
い
る
人
々
の
地
域
で

は
、
行
政
が
介
入
し
、
美
化
運
動
を
推
進
し
て
も
効
果
は

乏
し
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
問
題
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
を
検
討
す
る
際
に
は
、
人
々
の
心
理

特
性
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

「
戸
建
て
神
話
」

の
心
理
学

心
理
特
性
を
考
え
る
こ
と
は
、
戸
建
て
住
宅
や
マ
ン
シ

ョ
ン
が
住
居
と
し
て
選
ば
れ
る
理
由
を
理
解
す
る
際
に
も

役
立
つ
。
こ
の
よ
う
な
住
居
形
態
の
選
択
時
に
は
、

P
M
も

影
響
し
て
い
る
が
、

《
社
会
的
規
範
》
や
《
同
調
行
動
》

と
い
っ
た
要
因
も
意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

社
会
的
規
範
と
は
、
社
会
と
し
て
望
ま
し
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
行
為
や
思
想
な
ど
を
指
す
。
日
本
で
は
「
戸
建

て
神
話
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
、
戸
建
て
住
宅
に
対
す
る
強

い
憧
れ
が
あ
る
。
こ
の
憧
れ
は
、
非
常
に
多
く
の
人
が
共

有
し
、
実
現
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
「

一
戸
建
て
を
建
て

て
こ
そ

一
人
前
」
と
い
う
社
会
的
規
範
が
成
立
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
存
在
す
る
ゆ
え
、
多
く
の
人
が

戸
建
て
住
宅
へ
の
居
住
を
希
望
す
る
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
同
調
行
動
は
他
人
の
行
動
に
自
分
の
行
動
を
同

調
さ
せ
る
行
動
を
指
す
。
周
囲
の
行
動
に
同
調
さ
せ
る
こ

と
は
、
「
浮
い
た
存
在
に
な
ら
な
い
」
「
多
く
の
人
が
買
っ

か

し

て
い
る
の
で
暇
抗
の
リ
ス
ク
が
少
な
い
」
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

住
居
形
態
の
選
択
で
言
え
ば
、
「
多
く
の
人
が
戸
建
て

(
マ
ン
シ
ョ
ン
)
に
住
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
自
分
も
戸

建
て
(
マ
ン
シ
ョ
ン
)
に
住
め
ば
、
様
々
な
意
味
で
安
心

で
き
る
」
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
心
理
的
要
因
の
影
響
を
強
く
受
け
て
住
居

形
態
が
選
択
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
都
市
構
造
を

考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
に
な
る
。

例
え
ば
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
ー
を
目
指
す
場
合
を

考
え
よ
う
。
都
市
の
エ
リ
ア
を
狭
い
範
囲
に
集
約
さ
せ
よ
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う
と
し
て
も
、
前
記
の
よ
う
な
社
会
的
規
範
が
存
在
し
、

多
く
の
人
が
長
い
期
間
そ
れ
に
従
っ
て
き
た
状
況
で
は
、

都
心
部
の
マ
ン
シ
ョ
ン
供
給
を
増
や
し
た
と
し
て
も
、
そ

こ
に
住
む
人
は
さ
ほ
ど
増
え
な
い
と
予
想
さ
れ
る
。
従
っ

て
、
都
市
構
造
の
変
更
を
考
え
る
場
合
に
も
、
人
々
の
心

理
特
性
を
考
え
る
こ
と
は
有
益
だ
。

2007・11月号指政事ゆ

非
日
常
性
が
求
め
ら
れ
る
中
心
市
街
地

中
心
市
街
地
活
性
化
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
久
し
い
が
、
そ
れ
を
考
え
る
際
に
も
心
理
的
特
性
を

考
え
る
こ
と
で
重
要
な
示
唆
が
得
ら
れ
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
の
策
と
し
て
様
々
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
効
果
的
な
策
を
も
っ
て
中
心
市
街
地

活
性
化
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
ま
ず
人
が
中
心
市
街
地

に
集
ま
る
理
由
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
上
で
、
「
中
心
市
街
地
を
訪
れ
よ
う
」
と
い
う
動
機
を

高
め
る
策
を
講
じ
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
駐
車
場
の
増
設
や
公
共
交
通

の
増
便
な
ど
、
中
心
市
街
地
ま
で
の
ア
ク
セ
シ
ピ
リ
テ
ィ

ー
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
心
市
街
地
へ
の
訪
問
者

を
増
や
す
方
策
が
主
に
検
討
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
肝
心
の
中
心
市
街
地
に
魅
力
が
乏
し
け
れ
ば
、

ア
ク
セ
シ
ピ
リ
テ
ィ

l
改
善
の
努
力
を
し
て
も
訪
問
者
は

増
え
な
い
。

で
は
、

中
心
市
街
地
の
魅
力
と
は
何
か
。
心
理
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
か
ら
の

一
つ
の
回
答
は
「
快
感
情
」
を
体
験
で

き
る
こ
と
」
だ
。
快
感
情
と
は
「
楽
し
さ
」
と
か
「
期
待

感
」
な
ど
の
感
情
を
指
す
。

例
え
ば
、
ウ
キ
ウ
キ
感
や
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち
な
ど

が
こ
れ
に
該
当
し
よ
う
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
を
満



これからの住政策特集

た
せ
ば
、
快
感
情
を
経
験
で
き
る
場
所
に
な
る
の
か
。
そ

の
一
つ
の
答
え
は

「非
日
常
を
体
験
で
き
る
空
間
で
あ
る

こ
と
」
だ
。

近
所
の
ス
ー
パ
ー
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
く
よ
う
な
服
装

で
は
な
く
、
普
段
は
着
な
い
酒
落
た
服
で
出
掛
け
、
テ
レ
ビ

で
は
観
ら
れ
な
い
よ
う
な
観
劇
や
芸
術
を
鑑
賞
し
、
自
宅

で
は
味
わ
え
な
い
食
事
に
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
、
仕
事
で
は
顔

を
会
わ
せ
る
機
会
の
少
な
い
友
人
と
の
会
話
を
愉
し
む
。

こ
の
よ
う
な
非
日
常
体
験
を
通
じ
て
、
日
頃
の
ス
ト
レ

ス
を
発
散
し
、
新
た
な
喜
び
と
活
力
を
得
る
。
そ
の
結
果
、

人
生
に
対
す
る
満
足
感
が
高
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
で
中
心
市
街
地
に
多
く
の
人
が
集
ま
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
肝
心
の
非
日
常
性
を
高
め
る
要
因
に
つ
い
て

は
、
未
だ
明
確
な
答
え
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、

美しく整えられた郊外の高級住宅地 (仙台市泉区)

こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
、

「
ア
ク
セ
シ
ピ
リ
テ
ィ

l
の
改

善
だ
け
で
は
活
性
化
に
は
不
十
分
で
あ
り
、
非
日
常
を
体

験
で
き
る
よ
う
な
空
間
と
し
て
の
整
備
が
必
要
」
だ
と
言

え
よ
う
。
非
日
常
性
の
認
知
を
高
め
る
要
因
を
検
討
す
る

た
め
に
は
、
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
で
あ
る
こ
と

は
言
う
に
及
ば
な
い
。

中
心
市
街
地
に
求
め
ら
れ
る
機
能
が
前
記
の
よ
う
な
も

の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
建
設
さ
れ
る
住
宅
も
、
そ
れ
と

整
合
的
な
性
格
の
も
の
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
周
囲
の

景
観
と
調
和
を
図
り
つ
つ
も
、

生
活
感
を
漂
わ
せ
な
い
よ

う
な
外
観
や
施
設
の
利
用
の
仕
方
な
ど
が
中
心
市
街
地
の

住
宅
の
必
要
条
件
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
東
京
の
表
参

道
に
あ
っ
た
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
な
ど
は
良
い
例
だ
ろ
う
。

中
心
市
街
地
周
辺
に
多
い
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
が
、
郊
外
の

も
の
と
中
心
市
街
地
に
建
て
ら
れ
る
も
の
で
は
役
割
が
異

な
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
住
環

境
政
策
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

他
人
の
人
生
舞
台
を
つ
く
る
重
さ

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
を
用
い
て
人
間
の
行
動
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た

な
視
点
か
ら
問
題
解
決
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
も
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が

重
要
と
な
る
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
地
域
づ
く
り
の
目

的
」
だ
。

私
た
ち
は
何
の
た
め
に
、
住
宅
政
策
な
ど
を
通
じ
て
、

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
道
路
や

宅
地
を
整
備
し
、
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
だ
ろ
う

か
。
貯
水
池
や
堤
防
を
造
り
、
安
全
性
を
高
め
る
た
め
だ

ろ
う
か
。
住
民
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
地
域
づ
く

り
の
最
大
の
目
的
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
ら
が
地
域
づ
く
り
の
目
的
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
に

は
疑
い
の
余
地
が
な
か
ろ
う
。
し
か
し
「
地
域
づ
く
り
」

と
は
、
そ
ん
な
楼
小
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
も
っ
と
深

い
意
味
が
あ
る
は
ず
だ
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
地
域
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ

で
暮
ら
す
人
々
の
人
生
の
舞
台
を
創
る
作
業
だ
か
ら
だ
。

お
こ
が
ま
し
さ
を
承
知
の
上
で
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
、

「地
域
づ
く
り
」
と
は
、
人
の
人
生
を
裏
か
ら
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
す
る
仕
事
だ
と
言
え
よ
う
。

そ
の
際
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
成
功
さ
せ
、
そ
こ
に
住
む

人
々
に
「
こ
こ
で
人
生
を
送
れ
て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
「
幸
せ
と
は
何
か
。
そ
れ
を
感
じ
て

も
ら
う
環
境
を
創
る
た
め
に
は
，
何
を
す
べ
き
か
」
に
つ

い
て
、
私
た
ち
は
真
撃
に
考
え
る
必
要
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は

。
こ
こ
ろ
の
理
解
。
は
欠
か
せ
な
い
。

住
環
境
政
策
を
検
討
す
る
際
に
も
、
「
幸
せ
と
は
何
か
」

を
常
に
考
え
、
様
々
な
心
理
特
性
を
理
解
し
た
上
で
、
少

し
で
も
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
幸
せ
な
人
生
を
送
れ
る
舞

台
を
創
り
あ
げ
る
方
法
を
私
た
ち
は
考
え
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

近
年
は
、
ク
オ
リ
テ
ィ

l
・
オ
プ
・
ラ
イ
フ
※
と
い
う

言
葉
の
流
行
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
い
か
に
生
き
る
か
」

が
重
要
視
さ
れ
始
め
て
い
る
。
社
会
的
な
価
値
観
が
変
化

し
て
い
る
以
上
、
政
策
立
案
者
も
新
し
い
視
点
を
取
り
入

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
際
、
こ
れ
ま
で
の
限
定
的
な
「
住
政
策
」
に
囚
わ

れ
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
新
し
い
視
点
か
ら
広
範
聞
に
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
そ
れ
が
優
れ
た

「地
域
づ
く
り
」
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

※Quality of Life 
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移住-交流推進機構が正式に発足
官民連携で地方を元気に-

そこには日本人が必要とするものが

全
国
の
企
業
と
地
方
自
治
体
と
の
連
携

に
よ
る
移
住
・
交
流
促
進
の
た
め
の
全
国

的
な
推
進
組
織
「
移
住
・
交
流
推
進
機
構

(
J
O
I
N
)
」
の
設
立
総
会
・
設
立
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
十
月
五
日
、

二
百
人
を
超
え

る
出
席
者
を
迎
え
、
東
京
港
区
の
グ
ラ

ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
赤
坂
で
開
催
さ

れ
た
。

「
国
民
運
動
に
」
と
島
田
会
長

設
立
総
会
は
、
発
起
人
代
表
で
あ
る
島

田
晴
雄
氏
(
千
葉
商
科
大
学
学
長
)
が
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
機
構

の
設
立
趣
意
書
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
る

と
と
も
に
、
規
約
案
、
事
業
計
画
案
、
収

支
予
算
案
も
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
機
構
の
役
員
案
が
提
案
さ
れ
、

島
田
発
起
人
代
表
を
会
長
と
す
る
な
ど
、

十
六
人
の
理
事
と
、

二
人
の
監
事
が
承
認

さ
れ
た
。

続
い
て
、
設
立
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
た
。
機
構
の
事
業
概
要
を
ま
と
め
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
上
映
後
、
島
田

会
長
が
就
任
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

こ
の
中
で
島
田
会
長
は
「
人
口
減
少
に

起
因
す
る
地
方
の
衰
退
は
都
会
の
基
盤
を

揺
る
が
す
こ
と
に
繋
が
る
。
き
れ
い
な
空

気
、
水
、
静
け
さ
な
ど
、
地
方
は
日
本
人

が
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
必
要
と
す
る
要
素

を
保
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
情
報
が

人
々
に
行
き
渡
っ
て
い
な
い
」
と
指
摘
。

そ
の
上
で
、
「
都
会
か
ら
地
方
へ
の
人
の

動
き
を
国
民
運
動
に
高
め
る
必
要
が
あ

る
。
行
政
の
み
に
よ
る
推
進
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
り
、
民
間
の
活
力
を
取
り
入
れ

な
が
ら
大
き
な
推
進
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
当
機
構
は
国
民
の
た
め
に
、
人
々
の

幸
せ
の
た
め
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
な
が
ら

ビ
ジ
ネ
ス
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
た
。

総
務
省
の
来
年
度
重
点
施
策

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
て
谷
口
隆
義
総

務
副
大
臣
は
「
都
市
か
ら
地
方
へ
の
移

住
・
交
流
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
元
気
づ

く
り
は
総
務
省
の
来
年
度
重
点
施
策
で
あ

り
、
移
住
・
交
流
推
進
機
構
と
で
き
る
限

り
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。そ

の
後
、
「

J
O
I
N
大
使
」
の
任
命

式
が
行
わ
れ
た
。
J
O
I
N
大
使
は
全
国

的
に
知
名
度
が
あ
り
、
移
住
・
交
流
に
関

わ
り
の
あ
る
著
名
人
の
中
か
ら
、
各
都
道

府
県
の
推
薦
を
受
け
決
定
し
た
。

JOIN大使 (50音順)

イーデス・ハンソン (タレン卜、エッセイス卜)

大桃美代子 (タレン卜)

残間里江子 (プロデューサー)

清水 園田月 (タレン卜)

宗次郎 (オカリナ奏者)

玉村 豊男 (エッセイス卜、画家、農園主)

西川 峰子 (歌手、女優)

見延典子 (作家)

そ
の
役
割
は
、
機
構
の
取
り
組
み
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
機
構
の
普

及
・

宣
伝
活
動
に
協
力
し
て
も
ら
う
。

八
人
の

J
O
I
N
大
使
の
中
か
ら
、
宗

次
郎
、
見
延
典
子
の
両
氏
が
出
席
、
島
田

会
長
が
任
命
書
を
授
与
し
た
。
宗
次
郎
氏

は
就
任
に
当
た
っ
て
「
茨
城
県
常
陸
大
宮

市
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
二
十

一
年
。
来

年
に
は
地
元
の
方
々
と
の
お
付
き
合
い
の

中
か
ら
構
想
が
生
ま
れ
た
ク
オ
カ
リ
ナ
の

森
。
が
完
成
す
る
。
オ
カ
リ
ナ
の
森
を
通

し
て
、
広
く
皆
様
と
交
流
を
し
て
い
き
た
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移住・交流の推進• 
い
」
と
述
べ
た
。

ポ
l
タ
ル
サ
イ
ト
で

最
新
情
報
を

会
場
を
移
し
た
交
流
会
で
は
理
事
を
代

表
し
て
飯
泉
嘉
門
徳
島
県
知
事
の
発
戸
で

乾
杯
。
設
立
発
起
人
を
代
表
し
て
、
仁
坂

吉
伸
(
和
歌
山
県
知
事
)
、
溝
口
善
兵
衛

(
島
根
県
知
事
)
、
久
保
征
一
郎
(
ぐ
る
な

び
代
表
取
締
役
社
長
)
、
田
二
谷
正
純

(
国
際
航
業
ホ

l
ル
デ
イ
ン
グ
ス
代
表
取

締
役
社
長
)
の
各
氏
が
挨
拶
し
た
。

企
業
や
自
治
体
の
幹
部
が
こ
れ
ほ
ど
多

く

一
堂
に
会
す
る
機
会
は
滅
多
に
な
い
た

め
、
会
場
の
至
る
と
こ
ろ
で
名
刺
交
換
が

始
ま
り
、
民
と
官
と
の
新
し
い
関
係
作
り

が
早
速
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

ま
た
専
用
ポ
l
タ
ル
サ
イ
ト
も
同
日
開

設
し
た
。
動
画
に
よ
る
移
住
・
交
流
の
案

内
、
新
鮮
な
地
域
情
報
、
全
国
各
地
の
移

住
・
交
流
実
践
者
に
よ
る
ブ
ロ
グ
ベ

l
ジ

な
ど
必
要
な
情
報
が
い
つ
で
も
簡
単
に
入

手
で
き
る
。
サ
イ
ト
に
は
[
移
住
交
流
推

進
]
↓
検
索
で
。

移
住

・
交
流
推
進
機
構

(
J
O
I
N
)
事
務
局

-

原

田

亮

左から宗次郎、谷口総務副大臣、島田会長、見延典子の各氏

交流会では「はじめましてjが多かった

移住・交流推進機構会員名簿
[特別法人会員]

ぐるなび、国際航業ホールデイングス、コミュニテイネットワーク協会、ジェイティーピー、全国

賃貸管理ビジネス協会、全日本空輸、地域活性化センター、日本生命保険相互会社、日本総合研究

所、東日本旅客鉄道、 富士通、ベネッセコーポレーション

[一般法人会員、地域法人会員]

エーティーエルシステムズ、 NTTデー夕、ぎょうせい、共同通信社、近畿日本ツーリスト、ゴール

ネット、サイモンズ、時事通信社、セコム、相互都市開発、大日本印刷、 TBSビジョン、電通、東

急リロケーション、東京急行電鉄、東京電力、トヨタ自動車、 トップツアー、日本アジアランド、

日本電気、日本旅行、ハウスメイトパートナーズ、 富士通総研、フロンティア・センター、 三井物

産戦略研究所、 三井不動産、リクルート、 ータ高桑、えらぶ移住支援センター、 NPO法人ふるさと

力、北海道旅客鉄道

[自治体}

北海道(道、 103市町村)、青森県(県、 13市町)、岩手県 (2市)、宮城県(県、 29市町村)、秋田県

(県、23市町村)、山形県(県、 27市町村)、福島県(県、 60市町村)、茨城県(県、 7市町)、栃木県

(県、15市町)、群馬県(県)、埼玉県(1町)、千葉県(県、 15市町)、新潟県(県、 27市町村)、 富山

県(県、 15市町村)、石川県(1市)、福井県(県、 17市町)、 山梨県(県、 15市町村)、長野県(県、

45市町村)、愛知県(県、 6市町村)、兵庫県(1市)、奈良県(県、 5市町村)、和歌山県(県、 25市町

村)、島根県(県、 21市町村)、岡山県(県、 27市町村)、広島県(県)、山口県(県、 8市町)、徳島

県(県、 24市町村)、香川県(県、 10市町)、愛媛県(道、 11市町)、高知県(県、 6市町村)、熊本県

(県、28市町村)、大分県(県)、宮崎県 (1町)、鹿児島県(県、 45市町村)、沖縄県(県、 2市町)
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ブックレビュ

本
書
は
、
上
水
道
が
止
ま
ら
な
い
た
め
の
政
策
に
つ

い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
北
海
道
大
学
創
成
科
学
共

同
研
究
機
構
が
行
っ
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と

し
て
出
版
さ
れ
た
。
行
政
学
、
環
境
衛
生
工
学
な
ど
の

研
究
者
や
水
道
事
業
関
係
者
な
ど
二
十

一
人
の
執
筆
者

に
よ
る
学
際
的
な
研
究
報
告
で
も
あ
る
。

い
さ
さ
か
衝
撃
的
な
題
名
だ
が
、
そ
の
内
容
は
安
定

し
た
給
水
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
継
続
、
す
な
わ
ち
「
水
道

水遣を
『総合的・実務的』に

考えるために
佐藤裕弥

浜銀総合研究所地域経営研究室長

市町村アカデミー講師• 
i水道サービス渇ミi
l止き皇室

事
業
の
持
続
性
」
を
官
民
連
携
と
の
関
係
で
論
じ
た
も

の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

上
水
道
は
近
年
、
施
設
の
老
朽
化
、
少
子
高
齢
化
、

財
政
悪
化
と
い
っ
た
問
題
に
直
面
す
る
に
至
り
、
今
後

の
在
り
方
を
総
合
的
に
見
直
し
、
そ
の
持
続
性
の
途
を

採
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
時
に
、
本
書
が
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
意

義
の
あ
る
こ
と
だ
。

本
書
は
大
き
く
分
け
る
と
、

①
水
道
事
業
の
基
本
的

な
仕
組
み
を
め
ぐ
る
問
題
②
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
の

「
官
民
連
携
」
の
問
題
③
「
水
道
事
業
の
再
構
築
」
の
問

題
|
|
の
各
問
題
群
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
問
題
群
は
第

一
章
「
水
道
事
業
の
仕
組
み
」

と
第
二
章
「
水
道
事
業
の
現
状
」
で
取
り
扱
わ
れ
る
。

そ
こ
で
は
、
水
道
法
や
地
方
公
営
企
業
法
が
整
理
さ
れ

る
と
と
も
に
、
料
金
問
題
や
地
方
財
政
の
深
刻
化
の
観

官1路線・髭柄奈義 [個別

時嚇週間~J

点
か
ら
、
規
律
あ
る
水
道
事
業
の
実
現
が
必
要
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基

に
、
経
営
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
の
知
何
に
よ
っ
て
、

計
画
給
水
人
口
五
万
人
を
境
界
に
し
て
格
差
が
拡
大
す

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

第
二
の
問
題
群
は
、
第
三
章
「
水
道
事
業
に
お
け
る

官
民
連
携
」
と
第
四
章
「
水
道
事
業
に
お
け
る
監
査
制

度
」
で
取
り
扱
わ
れ
る
。
官
民
連
携
は
「
単
純
な
民
営
化 245頁、定価3，360円.

論
で
は
な
い
」
と
の
前
提
に
立
ち
、
具
体
的
な
民
間
関

与
の
形
態
や
官
民
連
携
の
リ
ス
ク
な
ど
が
説
明
さ
れ
る
。

さ
ら
に
監
査
制
度
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
こ
で
は
、
安

心
・
安
全
な
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
の
資
産
管
理
や

技
術
的
な
観
点
か
ら
水
道
事
業
が
運
営
さ
れ
て
い
る
か

否
か
を
監
査
す
る
「
行
政
監
査
」
が
必
ず
し
も
十
分
で

は
な
い
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
、
そ
の
解
決
に
当
た

っ
て
は
「
第
三
者
評
価
機
関
」
が
必
要
で
あ
る
と
提
言

さ
れ
る
。
第
三
者
評
価
機
関
が
客
観
的
な
評
価
・
監
査

を
実
施
す
る
た
め
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
と
な
る
。

そ
こ
で
、
著
者
は
水
道
サ
ー
ビ
ス
に
関
係
す
る
専
門

家
集
団
か
ら
な
る
機
構

(HE長
EO)
を
設
立
し
、
そ

こ
で
の
合
意
事
項
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
作
成
す
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

第
三
の
問
題
群
は
第
五
章
「
水
道
事
業
の
再
構
築
」

で
取
り
扱
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
国
際
的
な
動
向
や
D
B

O
方
式
に
よ
る
浄
水
施
設
整
備
事
業
な
ど
の
民
間
的
経

営
手
法
の
導
入
事
例
が
紹
介
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
章
も
示
唆
に
富
む
も
の

だ
が
、
評
者
と
し
て
は
第
四
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
第
三

者
評
価
機
関
設
立
の
提
言
を
特
に
重
く
受
け
止
め
た
い
。

監
査
を
監
査
側
の
問
題
で
は
な
く
、
被
監
査
側
で
あ
る

水
道
事
業
の
持
続
性
の
視
点
か
ら
論
じ
た
研
究
は
あ
ま

り
見
当
た
ら
な
い
。
「
水
道
事
業
が
適
正
に
、
効
率
的
に
行

わ
れ
、
持
続
性
が
期
待
で
き
る
か
ど
う
か
を
客
観
的
に
評

価
す
る
機
関
の
関
与
が
不
可
欠
に
な
る
」
と
の
主
張
に
は

う
な
ず
け
る
も
の
が
あ
る
。
今
後
、
水
道
事
業
が
持
続
性

を
確
保
し
得
る
か
否
か
を
評
価
す
る
仕
組
み
の

一
つ
と

し
て
、
こ
の
具
現
化
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
書
を
通
じ
て
、
水
道
事
業
の
全
体
像
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
今
後
の
在
り
方
を
考
え
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
実
務
上
の
観
点
か
ら
も
有
用
な

一
冊
で
あ
る
。

A5半lJ.a寺事通信出版局
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第

3
回

山
口
県
下
関
市

映
像
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
-・圃・・・・・・

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
再
生
の
担
い
手
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
実
践
者
を
講
師
に
迎

え
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
研
修
会
「
地

域
再
生
実
践
塾
」
を
、
毎
年
全
国
五
力
所
で
開
催
し
て
い
る
。
本
号
で
は
、
下
関
市
で
開
催
さ
れ
た
第

三
回
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

F
C
自
体
が
目
的
で
は
な
い

今
年
度
の
地
域
再
生
実
践
塾
第
三
回
は
、
「
映
像
文
化

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
l
マ
と
し
山
口
県
下
関
市
を

舞
台
に
九
月
三
日
か
ら
三
日
間
、
開
催
し
た
。

研
修
全
体
を
コ

l
デ
イ
ネ
l
ト
す
る
主
任
講
師
に
、
全町に出てのフィールドワーク

匡
フ
ィ
ル
ム

・
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
の

専
務
理
事
で
あ
る
前
津
哲
爾
氏
を
迎
え
、
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
(
以
下
「

F
C
」
)
の
取

り
組
み
が
も
た
ら
す
映
像
文
化
を
切
り
口
と
し

た
地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

初
日
、
前
津
氏
は
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
の

F
C
の
経

過
と
現
状
を
述
べ
、
「
F
C
と
は
映
画
な
ど
の
ロ
ケ
誘
致

を
行
い
、
撮
影
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
組
織
。
F
C
は
地

域
振
興
の
き
っ
か
け
の

一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
目
的

で
は
な
い
」
と
強
調
し
た
。

今
回
、
先
進
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
下
関
市
で

は
、
岡
市
を
舞
台
と
し
た
映
画
「
チ
ル
ソ
ク
の
夏
」
の
撮

影
協
力
依
頼
を
契
機
に
下
関
F
C
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の

常
任
委
員
長
で
あ
る
冨
永
洋

一
氏
は
「
官
民

一
体
で

F
C

を
運
営
し
、
映
像
文
化
を
通
じ
て
地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
て
い
き
た
い
と
の
願
い
が
あ
っ
た
。
市
民
に
理
解
を
求

め
る
中
で
、
ま
ち
へ
の
誇
り
を
形
成
し
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

向
上
さ
せ
て
い
る
」
と
、

F
C
が
地
域
お
こ
し
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
と
の
認
識
を
語
っ
た
。

国
か
ら
は
文
化
庁
の
芸
術
文
化
調
査
官
を
招
き
、
国
が

現
在
に
至
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
映
像
文
化
を
育
ん
で
き

た
の
か
を
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

前淳氏による熱のこもった講義

初
日
講
義
終
了
後
、
講

師
た
ち
も
参
加
し
て
交
流

会
が
開
催
さ
れ
た
。
受
講

生
が
率
直
な
悩
み
を
講
師

陣
に
ぶ
つ
け
る
光
景
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

普
通
の
町
並
み
が

一
工
夫
で

一一
日
目
は
、
実
際
の
ロ

ケ
地
の
視
察
で
幕
あ
け
。
映
画
や
ド
ラ
マ
の
シ

l
ン
が
、

実
際
に
は
普
通
の
町
並
み
で
撮
影
さ
れ
て
い
た
り
、

一
工

夫
さ
れ
た
だ
け
で
劇
的
な
変
化
を
及
ぼ
す
こ
と
に
、
受
講

生
た
ち
は
驚
き
の
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

映
像
製
作
者
側
が
F
Cを
い
か
に
と
ら
え
て
い
る
の
か

ー
ー
全
国
三
カ
所
の
先
進
的
な

F
C
の
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
た
後
に
、

N
H
K
や
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
交
え

て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、

F
C
に
対
す
る
地
域
住
民
の
参
画
や
協
働
の

仕
組
み
、
映
像
文
化
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
潜
在
的
な
可

能
性
を
理
解
す
る

一
助
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

最
終
日
は
グ
ル
ー
プ
ワ

1
ク
後
の
総
括
と
し
て
、
前
津

主
任
講
師
が
「
地
域
振
興
の
た
め
に
は
戦
略
的
な
計
画
運

営
と
、
行
政
と
市
民
の
協
働
に
つ
な
が
る
一
体
感
の
醸
成

が
重
要
で
あ
る
」
と
語
り
、
地
域
再
生
に
向
け
た
具
体
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
手
法
を
参
〆
加
者
に
促
し
た
。

持政審ω2007・11月号

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
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大
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千
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全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

「
旧
年
継
続
」

ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
推
進
事
業
は
、

総
務
省
と
文
部
科
学
省
の
協
力
の
下
、

二

O
O五
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
の
事
業

の
特
色
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会

の
開
催
を
継
続
的
に
支
援
す
る
こ
と
で
、

全
国
各
地
に
ス
ポ
ー
ツ
ご
と
の
拠
点
を
形

成
し
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
種
目
の
振
興
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
再
生
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
点
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域

づ
く
り
の
ツ

l
ル
に
な
る
と
い
う
考
え
が

背
景
に
あ
る
。

三
年
目
を
迎
え
た
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く

り
推
進
事
業
の
承
認
大
会
数
は
六
十
に
上

る
。
大
会
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
地
域
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
が
各

地
で
進
ん
で
い
る
。
十
年
を
限
度
と
し
た

助
成
期
間
の
中
で
三
年
目
を
迎
え
た
大
会

に
は
事
業
と
し
て
の
実
績
や
効
果
が
求
め

ら
れ
て
く
る
。
今
回
は
、
ス
ポ
ー
ツ
拠
点

づ
く
り
推
進
事
業
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
確

か
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
静
岡
県
磐
田
市

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

磐
田
市
で
は
、
市
内
に
集
積
し
た
多
様

な
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
活
用
し
、
市
民
の
生

涯
を
通
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
こ
と

(
閃
年
度
採
択
)
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出
し
広
告
、
テ
レ
ビ

C
M
(十
五
秒
ス
ポ

ッ
ト
)
、

S
B
S
ラ
ジ
オ

C
M
三
十
本
。

決
勝
戦
は
地
元
F
M
が
実
況
生
中
継
。

こ
の
他
に
サ
ッ
カ
ー

J
リ
l
グ
・
ジ
ユ

ピ
ロ
磐
田
の
ホ
l
ム
ゲ

l
ム
時
に
オ
ー
ロ

ラ
ビ
ジ
ョ
ン
を
使
つ
て
の
大
会
告
知
、
広

報
用
名
刺
百
セ
ッ
ト
、
広
報
用
は
が
き
千

五
百
部
、
大
会
H
P
、
各
会
合
で
の
市
職

員
に
よ
る
大
会
P
R
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
時

に
「
磐
田
市
女
子
サ
ッ
カ
ー
応
援
マ
ス
コ

ッ
ト
さ
っ
ち
ゃ
ん

(着
ぐ
る
み
)
」
の
大

会
P
R
な
ど
。

今
年
度
は
大
会
応
援
ソ
ン
グ
も
作
成
し

た
J

磐
田
市
出
身
の
ポ
ッ
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
が
作
調
、
作
曲
、
演
奏
を
担
当
し
た
。

大
会
期
間
中
に
は
試
合
会
場
で
、
こ
の
曲

を
生
演
奏
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
た
。

紙
媒
体
、
電
子
媒
体
、
人
的
媒
体
な
ど
、

多
様
な
手
段
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

手
段
の
多
様
性
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
も
高
い
。

例
え
ば
大
会
H
P
に
は
、
大
会
概
要
や

組
み
合
わ
せ
だ
け
で
な
く
、
シ
ャ
ト
ル
パ

ス
運
行
案
内
、
宿
泊
施
設
案
内
な
ど
必
要

な
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
過

姐通事ω 2007・11月号

の
メ
リ
ッ
ト
を
フ
ル
活
用

に
よ
り
、
健
康
で
活
力
あ
る
人
づ
く
り
・

交
流
が
盛
ん
で
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
基

本
計
画
が
二
O
O
四
年
に
策
定
さ
れ
た
。

こ
の
基
本
計
画
は
「
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整

備
の
推
進
」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

の
活
力
づ
く
り
」
の
二
つ
を
基
本
方
針
と

し
て
い
る
。
こ
の
基
本
方
針
に
従
っ
て
、

四
つ
の
重
点
整
備
テ
l
マ
が
挙
げ
ら
れ
、

重
点
整
備
テ
l
マ
の

一
つ
に
「
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
拠
点
づ
く
り
」

が
あ
る
。

「
全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
」
は
そ
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ

て
お
り
、
市
と
し
て
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ

拠
点
づ
く
り
を
進
め
る
姿
勢
が
伝
わ
っ
て

く
る
。

今
年
の
「
全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
」
は
各
地
の
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
二
十
四
チ
l
ム
に
よ
り
、
七
月

二
十
九

1
八
月
五
日
ま
で
行
わ
れ
た
。
女

子
サ
ッ
カ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
競
技
種

目
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
大
会
で

高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
頂
点
が
決
ま
る
。

大
会
で
の
取
り
組
み
は
多
岐
に
わ
た
る

が
、
こ
こ
で
は
①
大
会
広
報
②
大
会
へ
の

市
民
参
加
③
そ
の
他
ー
ー
の
三
つ
に
分
類

し
紹
介
す
る
。

質
量
と
も
に
優
れ
た
広
報

多
く
の
大
会
に
共
通
す
る
課
題
と
し

て
、
大
会
の
広
報
が
不
十
分
で
、
市
民
の
大

会
認
知
度
が
低
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
推
進
事
業
が

「地

域
の
再
生
」
を
目
的
と
し
て
掲
げ
る
以
上
、

地
域
住
民
と

一
体
と
な
っ
て
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
だ
が
、
そ
の

前
提
と
し
て
住
民
に
大
会
の
存
在
を
知
っ

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
会
広
報
の
点
で
磐
田
市
の
取
り
組
み

は
と
て
も
参
考
に
な
る
。
以
下
に
内
容
を

列
挙
す
る
。

横
断
幕
五
、
懸
垂
幕

一
、
看
板
四
、

の
ぼ
り
峨
旗
百
五
十
本
、
大
会
ポ
ス
タ
ー
三
百

五
十
枚
、
大
会
チ
ラ
シ

一
万
枚
、
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
ポ
ス
タ
ー
二
百
五
十
枚
、
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
チ
ラ
シ
二
千
五
百
枚
、

広
報
い
わ
た
七
万
枚
、
情
報
誌
ジ
ユ
ピ
ロ

キ
ッ
ズ

一
万
六
千
部
。

新
聞
朝
刊
カ
ラ
l
全
七
段
と
全
二
段
の



去
の
大
会
の
模
様
が
写
真
で
振
り
返
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
大
会
関
係
者
に
と

っ
て
は
、
い
い
思
い
出
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
大
会
H
P
に
は
、
磐
田
市
の
公
式

H
P
の
ト
ッ
プ
ベ

l
ジ
か
ら
入
る
こ
と
が

で
き
、
多
く
の
人
が
ア
ク
セ
ス
し
た
。

磐
田
市
で
生
活
し
て
い
れ
ば
「
全
日
本

高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
」

に
関
す
る
情
報
に
必
ず
触
れ
る
と
言
っ
て

よ
い
広
報
大
作
戦
だ
っ
た
。

大
会
が
人
を
繋
ぐ

磐
田
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
日
韓
サ
ッ

カ
ー

w杯
日
本
代
表
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
や

国
体
な
ど
で
活
躍
し
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
多
数
存
在
し
て
い
た
が
、
大
会
ご
と

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
・
教
育
し
、
大

会
が
終
了
す
る
と
解
散
す
る
こ
と
を
繰
り

返
し
て
い
た
。

し
か
し
「
全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
」
が
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ

く
り
推
進
事
業
の
大
会
と
し
て
承
認
さ

れ
、
十
年
間
の
継
続
開
催
が
見
込
ま
れ
た

の
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
個
々
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
か
ら
継
続
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
組
織
化
を
進
め
た
。

昨
年
設
立
さ
れ
た
の
が
「
ス
ポ
ー
ツ
の

ま
ち
づ
く
り
磐
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ

ブ
」
だ
。
現
在
、
六
十
七
人
が
登
録
し
、

よ
り
効
果
的
・
主
体
的
に
大
会
運
営
に
貢

献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
大

会
参
加
者
の
安
全
確
保
の
た
め
に
も
基
礎

知
識
が
必
要
と
の
認
識
か
ら
、
応
急
手
当

講
習
会
を
受
講
し
、

大
会
で
の
け
が
人
や

病
人
に
備
え
て
い

る
。
そ
の
他
に
も
、

大
会
開
催
ま
で
十
数

回
に
わ
た
り
会
合
を

持
ち
、
ク
ラ
ブ
が
自

主
的
に
活
動
で
き
る

よ
う
準
備
し
た
。

ま
た
、
大
会
参
加

者
や
来
場
者
を
花
で

も
て
な
そ
う
と
磐
田

県
立
農
業
高
等
学
校

地域活性化センターの助成事業

事実上のインターハイ。熱がこもる

の
生
徒
が
育
て
た
サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
プ
ラ

ン
タ
l
二
百
二
十
個
で
会
場
を
彩
っ
た
。

こ
の
花
は
老
人
ク
ラ
ブ
会
な
ど
に
よ
り

大
会
期
間
中
に
朝
・
タ
の
水
や
り
の
世
話

が
な
さ
れ
た
。
「
お
も
て
な
し
」
の
想
い

が
高
校
生
と
お
年
寄
り
を
繋
い
で
い
る
。

地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
で
大
会
が
開
催
さ

れ
た
と
い
え
る
。

何
で
も
活
用
・
応
用
の
精
神
で

「
全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
」
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
大

会
を
盛
り
上
げ
、
幅
広
く
周
知
す
る
こ
と

を
目
的
に
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し

た
。
今
年
度
は
応
募
者
数
五
十
六
人
、
応

募
点
数
百
九
十
四
点
。
審
査
委
員
に
よ
る

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会
で
、
最
優
秀

賞
な
ど
各
賞
が
選
考
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
た
。

会
場
内
で
は
、
磐
田
市
の
特
産
品
な
ど

を
販
売
し
、
磐
田
市
を

P
R
し
て
い
る
。

特
産
品
の
メ
ロ
ン
や
緑
茶
な
ど
は
来
場
者

に
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
た
。
ま
た
、

T
シ

ャ
ツ
、
タ
オ
ル
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
大
会

記
念
グ
ッ
ズ
を
制
作
・
販
売
し
た
。

選
手
の
体
調
な
ど
を
考
慮
し
て
、
大
会

期
間
中
に
設
け
ら
れ
て
い
る
休
息
日
に

は
、
大
会
参
加
者
に
ジ
ユ
ピ
ロ
磐
田
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
風
景
を
見
学
で
き
る
よ
う
に

し
た
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
見
学
後
は
ジ
ユ
ピ
ロ
磐

田
の
選
手
と
の
交
流
の
場
が
設
け
ら
れ
、

写
真
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
J
リ
l
グ

の
チ

I
ム
を
本
拠
地
と
し
て
持
つ
利
点
を

十
分
に
活
用
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
市
内
の
観
光
施
設
な
ど

の
施
設
割
引
券
を
大
会
参
加
者
に
配
布

し
、
自
然
観
察
公
園
や
博
物
館
な
ど
の
利

用
促
進
を
図
っ
た
り
、
磐
田
駅
か
ら
各
会

場
ま
で
無
料
シ
ャ
ト
ル
パ
ス
を
運
行
し
、

車
内
で
は
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
市
の
名

所
を
紹
介
し
た
り
、
「
見
る
ス
ポ
ー
ツ
」

の
提
供
と
し
て
市
内
の
保
育
園
児
を
会
場

に
招
い
た
り
す
る
な
ど
、
様
々
な
取
り
組

み
が
さ
れ
て
い
る
。

。

こ
の
よ
う
な
磐
田
市
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、
「
全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
」
に
は
「
総
務
大
臣
・

国
民
ス
ポ
ー
ツ
杯
」
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。

「
総
務
大
臣
・
国
民
ス
ポ
ー
ツ
杯
」
は
承

認
大
会
の
う
ち
、

青
少
年
が
あ
こ
が
れ
、

目
標
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
と
し
て
特
に

優
れ
た
も
の
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
。

今
後
、
磐
田
市
に
は
拠
点
づ
く
り
を
推

進
し
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
地
域
の
再
生
を

図
っ
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
そ
の
活
動
を

全
国
に
広
く
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

接低減@2007・11月号

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

内
山
健
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準
備
期
間
充
分
で
、

癒
し
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に

栃
木
I
C
か
ら
車
で
十
五
分
、
栃
木
県

鹿
沼
市
(
旧
粟
野
町
)
に
、
地
元
農
家
の

主
婦
た
ち
が
経
営
し
て
い
る
ハ

l
ブ
ガ
ー

デ
ン
&
レ
ス
ト
ラ
ン
「
花
農
場
あ
わ
の
」

が
あ
る
。
緑
の
高
台
だ
。

そ
こ
は

一
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ハ

l
ブ

ガ
ー
デ
ン
が
広
が
り
、
そ
の
入
り
口
に
建

つ
可
愛
ら
し
い
洋
風
建
築
が
、
レ
ス
ト
ラ

ン
「
ミ
ン
ト
ハ
ウ
ス
」
と
併
設
の
シ
ヨ
ツ

プ
だ
。

「
花
農
場
あ
わ
の
」
は
、
花
と
ハ

l
ブ

が
大
好
き
な
旧
粟
野
町
の
農
家
の
主
婦
人

人
が
九
年
前
に
有
限
会
社
(
農
業
生
産
法

人
)
と
し
て
設
立
し
た
。
設
立
に
先
立
つ

数
年
前
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
人
人
は
、
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
研
究
を

始
め
、
リ
ー
ス
な
ど
の
商
品
開
発
と
販
売

や
、
リ
ー
ス
の
体
験
教
室
や
出
張
講
習
会

な
ど
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

墨
田
区
@

物
φ

が
売
れ
ず

陶
花
農
場
あ
わ
の
代
表
取
締
役
若
林
ふ

み
子
さ
ん
に
、
起
業
の
き
っ
か
け
を
伺
っ

た。

「
旧
粟
野
町
と
東
京
の
墨
田
区
が
友
好
姉

妹
都
市
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
縁
で
毎
年
十

月
の
区
の
お
祭
り
に
、
粟
野
の
自
家
野
菜

を
持
っ
て
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
農
薬

を
使
わ
な
い
野
菜
は
形
も
大
き
さ
も
不
揃

い
で
、
ほ
と
ん
ど
見
向
き
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
都

会
の
人
た
ち
に
、
本
当
の
野
菜
、
美
味
し

く
て
安
全
な
野
菜
を
食
べ
て
ほ
し
い
と
い

う
想
い
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

ま
た
旧
粟
野
町
は
、
も
と
も
と
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
で
有
名
で
、
そ
ば
や
野
菜
作
り

も
盛
ん
な
地
域
だ
。
こ
の
よ
う
な
地
域
資

源
を
活
か
そ
う
し
て
い
た
県
や
粟
野
町
の

地
域
活
性
化
事
業
と
、
若
林
さ
ん
た
ち
の

* 団体プロフィール女
有限会社設立登記=1998年8月

運営開始年=1999年5月

代表者=若林ふみ子

スタ ッフ=構成員他7人、パート 2人

<事務局連絡先>

干322-0422

栃木県鹿沼市中給尾423

(電話)0289-83-7787 

(FAX) 0289-83-7788 

<営業時間>

4 月 ~11 月は9: 00~17 : 00無休

12月 ~3 月は9: 30~16 : 00火曜定休

想
い
が

一
致
し
、
ス
タ
ッ
フ
八
人
の
共
同

出
資
と
併
せ
、
県
の
「
ふ
る
さ
と
ル
ネ
サ

ン
ス
事
業
」
の
補
助
金
を
受
け
る
形
で
、

「
花
農
場
あ
わ
の
」
の
運
営
は
始
ま
っ
た
。

リ
ビ
l
h

②
き万人が

当
初
か
ら
「
花
農
場
あ
わ
の
」
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
。
癒
し
の
空
問
。
。
特
に
都
会

の
女
性
が
喜
ん
で
く
れ
る
お
庖
作
り
、
メ

ニ
ュ
ー
作
り
を
目
指
し
て
き
た
。

訪
れ
た
人
は
ハ

I
ブ
ガ
ー
デ
ン
に
咲
く

約
二
百
種
類
の
ハ

l
ブ
や
花
を
楽
し
ん
だ

り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ミ
ン
ト
ハ
ウ
ス
」
で
、

採
れ
た
て
の
ハ

l
ブ
を
使
っ
た
ハ

l
ブ
テ

ィ
ー
や
、
新
鮮
な
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

っ
た
ハ

l
ブ
料
理
を
味
わ
え
る
。
ま
た
、

レ
ス
ト
ラ
ン
に
併
設
さ
れ
た
シ
ョ
ッ
プ
で

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
手
作
り
ジ
ャ
ム
を
買

っ
て
帰
る
こ
と
も
で
き
る
。

予
約
制
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
リ
l
ス

作
り
教
室
や
、
か
ご
編
み
教
室
も

一
人
か

ら
受
け
付
け
て
い
る
。
こ
の
体
験
教
室
も

年
間
二
百
回
程
開
催
し
て
お
り
評
判
だ
。

ま
た
、
東
京
都
墨
田
区
の
小
学
生
が
林
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間
学
校
で
や
っ
て
来
る
時
に
は
、
ハ
ー
ブ

ガ
ー
デ
ン
の
花
を
使
っ
た
押
し
花
コ
ー
ス

タ
ー
作
り
も
教
え
て
い
る
。

東
京
や
近
郊
な
ど
か
ら
年
間
三
万
人
も

の
人
が
「
花
農
場
あ
わ
の
」
に
訪
れ
る
。

利
用
者
数
は
年
々
増
え
て
い
る
。
客
層
は

女
性
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
な
く
、
カ
ッ
プ
ル

や
家
族
連
れ
な
ど
幅
広
い
。
季
節
が
良
け

れ
ば
外
の
テ
ラ
ス
で
、
ハ
ー
ブ
の
香
る
風

を
感
じ
な
が
ら
の
ラ
ン
チ
や
テ
ィ

l
タ
イ

ム
も
人
気
だ
。

ま
た
、
お
客
が
少
な
く
な
る
冬
の
時
期

に
は
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
リ

l
ス
を
、

宇
都
宮
市
内
の
デ
パ
ー
ト
な
ど
に
納
め
て

い
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
や
ホ
ワ
イ
ト

デ
l
の
贈
り
物
に
人
気
が
あ
り
、
特
に
ホ

ワ
イ
ト
デ
l
用
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
製
品

2007・11月号接低減ω

スタッフの皆さん (左から2人目が若林さん)



.地域づく り団体探訪

は
売
り
上
げ
上
位
の
商
品
だ
。

こ
の
デ
パ
ー
ト
へ
の
販
路
は
、
若
林
さ

ん
た
ち
の
積
極
的
な
売
り
込
み
で
開
拓
し

た
。
会
社
を
設
立
し
た
頃
、
ス
ロ
ー
プ
l

ド
や
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
と
い
う
言
葉
が
広
ま

り
始
め
た
こ
と
も
売
り
込
み
の
追
い
風
に

な
っ
た
と
い
う
。

経
営
規
模
の
拡
大
に
つ
い
て
伺
う
と
、

「
キ
メ
細
か
い
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
と

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
に
は
、
身
の
丈
の

今
の
ス
タ
イ
ル
が
ち
ょ
う
ど
い
い
。
サ
ー

ビ
ス
も
味
も
質
が
落
ち
れ
ば
、
お
客
様
は

す
ぐ
に
離
れ
て
い
き
ま
す
。
『
あ
の
お
庖

は
良
か
っ
た
』
よ
り
も

『あ
の
お
庖
は
よ

く
な
か
っ
た
』
の
方
が
た
く
さ
ん
の
人
に

伝
わ
る
。
そ
う
考
え
て
ス
タ
ッ
フ
全
員
が

働
い
て
い
ま
す
」

「
花
農
場
あ
わ
の
」
で
は
、
女
性
客
に

飽
き
ら
れ
な
い
よ
う
、
メ
ニ
ュ
ー
レ
パ
ー

ト
リ
ー
は
百
三
十
種
類
以
上
。
旬
の
野
菜

を
使
っ
た
季
節
ご
と
の
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ

て
い
る
。
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

ハ
l
ブ
サ
ラ
ダ
ピ
ザ
は
、
摘
み
た
て
の
ハ

ー
ブ
は
も
ち
ろ
ん
、

生
地
も
ト
マ
ト
ソ
ー

ス
も
す
べ
て
手
作
り
だ
。

こ
う
し
た
キ
メ
細
か
い
充
実
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
続
け
る
に
は

。等
身
大
。
の
ビ
ジ

ネ
ス
が
適
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

伝
説
の

の
指
導
を
受
け

多
く
の
顧
客
の
心
を
癒
し
て
い
る
「
花

農
場
あ
わ
の
」
の
ハ

l
ブ
料
理
が
生
ま
れ

る
に
は
、

一
つ
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。

開
業
準
備
の
前
、
ハ

l
ブ
を
使
っ
た
欧

(下)人気メニューのフレッシ(上)明るい鹿内。テラス席もある

ュハーブサラダピザ

風
料
理
を
勉
強
す
る
た
め
、

宇
都
宮
市
に

あ
る
本
格
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン

「オ
l

ベ
ル
ジ
ユ
」
の
音
羽
和
紀
シ
ェ
フ
の
下
で
、

ス
タ
ッ
フ
八
人
全
員
が

一
年
間
直
接
厨
房

に
入
っ
て
修
行
し
た
。

音
羽
シ
ェ
フ
は
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
界
の

重
鎮
、
故
ア
ラ
ン
・
シ
ャ
ベ
ル
に
日
本
人

と
し
て
初
め
て
師
事
し
、
帰
国
後
、
中
村

屋
の
総
料
理
長
を
経
て
、
故
郷
宇
都
宮
で

地
場
の
産
物
に
こ
だ
わ
っ
た
フ
レ
ン
チ
を

作
り
続
け
て
い
る
。
こ
こ
で
の
修
行
は
、

栃
木
県
の
紹
介
だ
っ
た
。

音
羽
シ
ェ
フ
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

食
に
対
す
る
取
り
組
み
に
熱
心
。
地
場
産

業
を
応
援
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
栃

木
県
の
「
地
域
興
し
マ
イ
ス
タ
l
」
を
し

て
い
る
。
「
地
域
興
し
マ
イ
ス
タ

l
」
制

度
と
は
、
地
域
興
し
に
携
わ
る
各
分
野
の

専
門
的
、
指
導
的
な
人
材
が
マ
イ
ス
タ
ー

と
し
て
登
録
さ
れ
、
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
む
団
体
に
、
指
導
、
助
言
す
る
。

音
羽
シ
ェ
フ
と
の
出
会
い
が
、
顧
客
を

感
動
さ
せ
、
リ
ピ
ー
タ
l
を
増
や
し
続
け

る
ハ

l
ブ
料
理
の
美
味
し
き
の
秘
密
だ
。

「今
で
も

一
カ
月
に

一
回
は
、
勉
強
の

た
め

『オ
l
ベ
ル
ジ
ユ
」
に
通
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
粟
野
の
野
菜
を
使
っ
た
季
節

ご
と
の
メ
ニ
ュ
ー
を
作
る
と
き
も
、

音
羽

先
生
に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

音
羽
先
生
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
接
客
の
仕

方
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

全
員
が
⑧

事
情
を
熟
知

「
花
農
場
あ
わ
の
」
は
会
社
設
立
か
ら
、

変
わ
ら
な
い
ス
タ
ッ
フ
人
人
が
運
営
し
て

い
る
。
代
表
の
若
林
さ
ん
は
「
代
表
取
締

役
の
肩
書
は
あ
っ
て
も
、
八
人
全
員
が
経

営
の
主
体
だ
と
い
う
意
識
が
あ
り
ま
す
」

と
い
う
。
そ
の
秘
訣
は
「会
社
設
立
当
初
か

ら
八
人
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
二
カ
月
交
代

で
経
理
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

経
営
状
況
の
透
明
化
が
図
れ
て
、

売
り
上

げ
が
よ
く
な
い
時
も
不
満
が
出
ま
せ
ん
」

こ
の
よ
う
に
、
会
社
の
台
所
事
情
を
知

る
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
の

一
体
感
が
よ
り

確
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
経
営
状
況
の
透
明
化
は
、

若

林
さ
ん
が
十
年
間
の

O
L
時
代
に
培
っ
た

経
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
の
七
人
の
ス
タ
ッ

フ
に
伝
授
し
た
こ
と
で
可
能
に
な
っ
た
。

現
在
、
複
式
簿
記
を
全
て
の
ス
タ
ッ
フ
が

使
い
こ
な
し
て
い
る
。

取
材
後
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
併
設
し
た
シ

ョ
ッ
プ
に
い
る
と
、
厨
房
か
ら
時
折
に
ぎ

や
か
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
ハ
ー

ブ
に
固
ま
れ
た
お
母
さ
ん
ス
タ

ッ
フ
の
明

る
い
笑
い
声
も
「
花
農
場
あ
わ
の
」
の
癒

し
の
エ

ッ
セ
ン
ス
に
違
い
な
い
。

姐l1Oω2007・11月号

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

渡
井
美
喜
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第12回

ふるさとイベント大賞

ただ今、「第12回ふるさとイベント大賞」では、

NHKと共催し、地域の魅力が詰まったふるさとイベ

ントを募集しています。

選考委員長は引き続き北山孝雄氏、総勢9人による

選考委員会で審査し、大賞(総務大臣表彰)をはじめ

とする受賞イベント各賞を決定します。

各地で実施している「ふるさとらしさJ溢れるイベ
ントのご応募をお待ちしています。

{募集要領]

①募集対象イベント

2007年1月1日から12月31日に開催されたイベント

※ただし、次のいずれかに該当するイベン卜は対象外

とします。

過去(第1回~第11回)に大賞を受賞したイベン卜

直近の5回(第フ回~11 回)優秀賞等の各賞を受賞

したイベント

2008年度
全園地域リーダー養成塾

全園地域リーダー養成塾は、様々な分野

で既存の枠にとらわれない斬新かつ大胆な

発想のできる地域リーダーの養成を目的と

して、 1989年度から開講しています。

これまでに576名の感性豊かな実行力

のある地域のリーダーを養成し、その成果

は各界から高く評価されています。

2008年度も、熱意ある皆さんの積極的

な参加をお待ちしています。

-研修期間

2008年5月かS09年1月末

・研修内容

地域づくりの専門家・実践家等による講義、参

加型演習を行うほか、ワークショッブやテ、ィベー

ト研修などの演習を大幅に取り入れた、実践を重

視した研修を行います。

また、主任講師による少人数のゼミナール形式

の講座を開講し、調査-研究に取り組み、成果を

修了レポートにまとめます。きめ細かい指導によ

り、「自ら考える力」を養います。

・申し込み

募集案内の詳細及び応募用紙は11月中に市区

町村に配布します。地域づくり団体の皆さんは、

各市区町村の担当課にお問い合わせください。

関問合せ先

研修交流課 (TEL03-5202-6134 宮本)

② 募集締切

2007年12月10日(月)必着
※2007年12月中に開催するイベントに限り、写真

芯ど資料提出期限を08年1月8日(火)とします。

①応募方法

応募用紙に記入し、イベントの写真および内容がわか

る資料を添えて、市区町村担当課へ提出してください。

④ 選考方法

応募資料をもとに事務局選考を経て、選考委員会

(08年1月下旬開催予定)で受賞イベン

卜を決定し、 08年3月上旬に表彰式を開

催します。

※その他、選考基準など詳細については

当センターHPをご覧ください。応募

用紙Iel:HPからダウンロードできます。

[問い合わせ]業務第1課大窪-第2課千葉

センターホームページ

には、[地場活性化]

検索で

(TEL 03-5202-6136) 第11回r11¥るさとイベン卜大賞j表彰式の様子

茨城大会のお知Sせ

地域づくり団体関係者などに対する全国レベルの研修及び相互の情報交換などの

ため、地域づくり団体全国研修交流会を茨城県で開催します。

瞳開催期間

2008年2月1日(金)・2日(土)

※1月31日(木)には、キックオフ レセプシヨンを予定0

・会場

①全体会会場=茨城県立県民文化センター(水戸市)

①分科会開催地=茨城県内1プ会場で開催

・茨城大会に関する問い合わせ先

第25団地域づくり団体全国研修交流会茨城大会実行委員会事務局

(茨城県企画部地域計画課内)担当/丹

(TEL 029-301-2720 FAX 029-301-2738) 

E茨城大会HP
http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/Iくilくaku/chikei/chikeitop.htm

開催日

11/2 
~4 

1114 

11/17 
~ 18 

11/22 
~25 

11/23 
~25 

1 1月の承認スポーツ大会
開催のお知sせ

お近くの方はぜひ会場へ l 小中高校生の熱戦をご観戦ください。

大 ぷ会b、
名 大会会場Zミ

全国ジュニアサマーノルデ 花輪スキー場花輪シャンツ工花輪市街地

イツクスキー大会 IN鹿角 特設コース他 (秋田県鹿角市)

四日市サイクルスポーツフ工 四日市市水沢・桜地区鈴鹿山麓リサーチ

スティパル Hーク付近特設コース(三重県四日市市)

全日本中学生都道府県対抗 福井県立ホッケ一場越前町営朝日総合運
11人制ホッケー選手権大会 動場 (福井県越前町)

ソフトテニスジュニアジャパ 宮崎市生日の杜運動公園テニスコート
ンカップ (宮崎県宮崎市)

全日本トランポリントーナ 東遠カルチャーパーク総合体育館「さんり

メン卜競技選手権大会 ーなJ(静岡県掛川市)

※スポーツ拠点づくり推進事業に関する問い合わせは下記へ。

情報サービス課(TEL03-5202-6135 FAX 03-5202-0755) 
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1I1月・~月 l

予定 1 

イベント l 
CORNER 

(*は仮題)

*日本橋プラザピルイベントスペース

・ 12月 5日 ~7日
飯綱町(長野県)

・ 12月 12日~ 14日
橿原・高市広域行政事務組合(奈良県)

・ 12月 18日~20日
坂井市(福井県)

(写真)
百はじめまして市川市です (9/27-28)
2福岡県福智町の観光・特産品フェア“どんだけ-
(10/4-5) 

く以上日本橋プラザビルイベントスペース>

3r利根の清流米Jきたかわベ産コシヒカ リフェアー
(9パ9-21)
4 紅葉と魅惑の特産品い紅"が彩る鏡野町展 (9/26

-28) <以上ふるさと情報プラザ>

EVENT 

*ふるさと情報プラザ

・ 12月 3日~5日
岡山・倉敷観光推進協議会
岡山 ・倉敷観光物産展*

・ 12月 6日~7日
あわう市(福井県)

あわらの冬の昧覚と観光キャンペーン*

・ 12月 10日~ 14日
湯浅町(和歌山県)
湯浅町観光物産展*

・ 12月 18日~ 18日
南賞輪村(長野県)
箕輪村観光物産展*

*日本橋プラザピルイベントスペース

・ 11 月 1 日~2日
女川町(宮城県)

・ 11 月8日~8日
栃木県・11月11 月 14日~ 16日
湯沢市(秋田県)・11 月 28日~28日
(財)三重北勢地域地場産業振興センター

*ふるさと情報プラザ

・ 11 月 5 日~ 8 日
岐車県

~いい旅 i)¥た旅ぎi:5¥旅~岐阜
県の観光と伝統工芸展

・ 11 月 12日~ 13日
真庭市(岡山県)

真庭が伝える日本文化~伝統の
手作りの技が生んだ本物の工芸品

・ 11 月 14日~ 16日
栃木県
“とちぎ暮し"フェア・11 月 18日~22日
神奈川県
小田原-箱根木製品の魅力・11月27日
群馬県

かあちゃんの天下一フェア~食
べたい 食べさせたい l群馬の

旨いもん~

・ 11 月 28日~30日
能美市(石)11県)
ビジッ 卜NOMI

《
日
本
橋
か
ら
》

「純
喫
茶
」
と
い
う
名
前
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
団

塊
の
世
代
ま
で
か
も
し
れ
な
い
。

業
界
誌
の
編
集
長
だ
っ
た
人
か
ら
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
。
|
|
「純
」
の
意
味
は

「お
茶
だ
け
が
売
り
物
」

と
の
意
味
だ

っ
た
ー
ー
と
。
つ
ま
り
、

「ジ
ャ
ズ
喫
茶
」

と
か
、

「同
伴
喫
茶
」
と
か
、
い
ろ
い
ろ
あ

っ
た
が
、

そ
う
い
う
庖
と
は
違
う
と
い
う
宣
言
だ
っ
た
の
だ
。

「
純
喫
茶
」
の
名
前
は
次
第
に
な
く
な

っ
た
が
、

「純
」
が
取
れ
た

。普
通
の
喫
茶
庖
。
も
、
セ
ル
フ

サ
ー
ビ
ス
庖
の
登
場
で
瞬
く
間
に
駆
逐
さ
れ
て
い
っ

た
。
今
や
日
本
橋
界
隈
で
も
殆
ど
が
セ
ル
フ
サ
ー
ビ

ス
の
喫
茶
庖
だ
。

そ
の
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
底
に
し
て
も
、
か
な
り

違
い
が
あ
る
。
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
で
午
前
十
時

ま
で
コ
ー
ヒ
ー
二
百
円
の
庖
も
あ
れ
ば
、
そ
の
向
か

い
は
何
時
で
も
二
百
四
十
円
。
が
、
大
通
り
を
越
え

る
と
、

二
百
八
十
円
で
コ
ク
が
全
然
違
う
旨
い
コ
ー

ヒ
ー
を
出
す
庖
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、

昔
風
の
喫
茶
庖
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
当
セ
ン
タ
ー
の
隣
の
ビ
ル
に
は
有
名
な
チ
ェ

ー

ン
庖
が
あ
る
。
こ
こ
は
日
本
茶
の
サ
ー
ビ
ス
が
付
い

て
五
百
六
十
円
。
セ
ル
フ
で
も
高
い
庖
の
倍
の
値
段

だ
が
、

客
の
入
り
は
悪
く
な
い
。

向
か
い
の
ピ
ル
の
地
下
に
は
、
小
さ
な

「
こ
だ
わ

り
の
庖」

が
あ
り
、
こ
こ
は
七
百
五
十
円
。
値
段
ほ

ど
に
旨
い
と
も
思
え
な
い
が
、
い
か
に
も
裕
福
そ
う

な
老
婦
人
の
固
定
客
が
多
い
よ
う
だ
。

歩
い
て
二
分
と
か
か
ら
な
い

よ
う
な
狭
い
範
囲

に、

二
百
円
か
ら
七
百
五
十
円
ま
で
。
そ
れ
で
、
ど

の
庖
も
成
り
立
っ

て
い
る
の
は
、
東
京
な
ら
で
は
の

こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

(編
集
長

・
室
谷
克
実
)

{
抱
月
号
予
告
}

特
集
H
知
恵
と
工
夫
の
ま
ち
づ
く
り

地域づくり 11月号
2007年11月11::1発行 編集・発行=財団法人地域活性化センター
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宝くじの収益金は、 ~~\I Jグ
身近な街づくりに役立っていますzqrM叫

せ
っ
か
く
の
当
た
り
も
、
支
払
い
期
限
を
過
ぎ
た
ら
“
ア
ウ
ト
"
。

宝
く
じ
を
買
っ
た
う
、
早
め
に
調
べ
て
換
金
し
ま
し
ょ
う
。

※
宝
く
じ
当
せ
ん
金
の
支
払
い
期
限
は
、
宝
く
じ
券
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
、
つ
く
り
十

一
月
号
(
通
巻
2
2
1
号
)
二

O
O七
年
十
一
月
一
日
僻
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

検

一一向

じ
一州一仰
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一レ一川

宝
E
M
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自
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跡
事
二
川


	m1-04837
	m1-04838
	m1-04839
	m1-04840
	m1-04841
	m1-04842
	m1-04843
	m1-04844
	m1-04845
	m1-04846
	m1-04847
	m1-04848
	m1-04849
	m1-04850
	m1-04851
	m1-04852
	m1-04853
	m1-04854
	m1-04855
	m1-04856
	m1-04857
	m1-04858
	m1-04859
	m1-04860
	m1-04861
	m1-04862
	m1-04863
	m1-04864
	m1-04865
	m1-04866
	m1-04867
	m1-04868
	m1-04869
	m1-04870
	m1-04871
	m1-04872
	m1-04873
	m1-04874
	m1-04875
	m1-04876
	m1-04877
	m1-04878
	m1-04879
	m1-04880
	m1-04881
	m1-04882
	m1-04883
	m1-04884
	m1-04885
	m1-04886
	m1-04887
	m1-04888

